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			物理さんで無双してたらモテモテになりました⑥

			ｋｔ60

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・百足屋ユウコ／アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第１話　Ｃブロック二回戦。～リアの悪夢～

			第２話　リアちゃんとにゃんにゃん。

			第３話　ライナの本戦。　vsゴリアテ＝フレイムト

			第４話　ラクトさんの頭には、エロス以外もすこしはあります。

			第５話　みんなに指輪をプレゼントするお話。

			第６話　もしもラクトが弱くなったら。

			第７話　Ｄブロック二回戦。～ラクトvsパトリア～

			第８話　アホの子はアホの子。

			第９話　セシリアの試合。

			第10話　負けたセシリアに『おしおき』をするお話。

			第11話　セシリアがまとも、だと……？[image: gaiji7.png]

			第12話　アリシアちゃんにセクハラ[image: gaiji6.png]

			第13話　シャルルの訓練。

			第14話　シャルル＆ミーアvsユキ。

			第15話　シャルルの涙とリンディスの決意。

			第16話　アリシアちゃんの、性的なお礼。

			第17話　ラクトの本気とセシリアのアホデレ。

			第18話　これで今日の試合もおしまいだけど。

			第19話　地味な訓練や雑談。

			番外編　カミーユの悶々。

			第20話　リアvsライナ。

			第21話　錬金術の奥技が炸裂するお話。

			第22話　学園武芸会準決勝。ユキvsリンディスとレミナ

			第23話　ライナとの再戦。

			第24話　爽やかに対応したら、怒られてしまったでござる。

			第25話　学園武芸会決勝戦。～チートな力とチートなラクト～

			第26話　表彰式。

			第27話　大会が終わって。

			第28話　わくわくお風呂編・前編。～リアとミーアとシャルルとみんなと～

			第29話　わくわくお風呂編・後編。～エクストリーム・おっぱい～

		

	
		
			第１話　Ｃブロック二回戦。～リアの悪夢～

			　

			　蒸気が沸いて、不愉快なほどに蒸し暑い控え室。

			　リアの対戦相手となるマッスル＝ハードマンが言った。

			「次の対戦相手は女の子だよ。双子の兄者」

			　兄のマッスル＝ブレインマンは、腹筋をしながら答える。

			「次の対戦相手は女の子だね。双子の弟」

			　ふたりの関係は二卵性の双子で、名前は通り名である。

			　けれども、通り名を使いすぎた。今では本人たちでさえ、元の名前を忘れた。

			　弟のハードマンは黒光りするビキニパンティを穿(は)いた、黒光りする筋肉(マツスル)。

			　兄のブレインマンは、黒光りするビキニパンティに白衣を着込んだ、黒光りする筋肉(マツスル)である。ふたりの筋肉は《マッスル》と読むと同時に、パワーとも読む。

			「でもあの女の子。すごく強い女の子だよ。双子の兄者」

			「うむあの女の子。すごく強い女の子だね。双子の弟」

			　フンッ、フンッ、フンッ。

			　ふたりは会話のあいだでも、トレーニングを欠かさない。

			　ハードマンがダンベルを上下させれば、ブレインマンは腹筋を鍛える。

			　ふたりの体が動くたび、汗がピシュピシュ飛び散った。

			　散った汗は地面に落ちて、蒸気となって部屋を蒸す。

			　蒸された部屋には、陽炎(かげろう)も立っていた。

			「勝てる気がしないよ。双子の兄者」

			「勝てる気がしないね。双子の弟」

			「困ったよ。双子の兄者」

			「方法はあるね。双子の弟」

			「それはなんだい？　双子の兄者」

			「それはこいつさ。双子の弟」

			　ブレインマンが腹筋をとめた。白衣から白いケースをだす。

			　フタをあけると、細い注射器がでてきた。

			「この『注射器で食べるおいしいクスリ』を食せば、筋肉がモリモリになるんだね。双子の弟」

			「それはすごい薬だよ。双子の兄者」

			「夢の世界に現れた『神』を名乗る男が、作り方を伝授してくれたのさ、双子の弟」

			「それはどんな存在なんだよ？　双子の兄者」

			「それはよくわからないのさ、双子の弟」

			「とても怖いよ、双子の兄者」

			「それでも効果は間違いないね、双子の弟」

			「わかったよ、双子の兄者」

			　ブレインマンの語った言葉は、紛れもない真実だ。

			　夢の世界に現れた、神を名乗る謎の男が、ブレインマンに薬の精製法を教えた。

			　神は――神というにはあまりにも禍(まが)々(まが)しい雰囲気を放っていたが、それと同時に、呑まれるようなカリスマ性もあった。

			　それゆえにブレインマンは、目覚めたあとも逆らうことができなかった。

			　ハードマンは注射器を受け取ると、自分の首筋に刺した。

			　ボゴンッ、ボゴボゴ、ボゴンッ。

			　黒光りした筋肉が、爆発的に隆起した。

			「生まれ変わったような気分だよぉ……。双子の兄者」

			「生まれ変わったのだね……。双子の弟」

			〈Ｃブロック二回戦が始まります。Ｃブロック二回戦が始まります。リングのほうへご移動ください。リングのほうへご移動ください〉

			「行くとしようか。双子の兄者」

			「行くとしようね。双子の弟」

			　ふたりは連れ立って歩き、控え室をでた。

			　悪夢の時が近づいていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「次の試合は、リアか……」

			　オレのライナがトーナメント表を見つめ、意味深につぶやいた。

			「その通りだけど……それがどうかしたの？」

			「トーナメント表を見てもらえればわかると思うが、わたしとリアが順調に勝ち進んだ場合、三回戦目でぶつかるのだ」

			「あ、ホントだ」

			「そしてわたしは、今回の大会でキミ以外には勝ちたいというか……。負けるわけにはいかんというか……。戦う力でも負けるわけにはいかんというか…………はぐぅ」

			　ライナは自身の――心の清らかな人にしか存在を認知することができないほどに、実体が存在しない胸――幻乳を押さえて縮こまった。

			　目じりには、本気の涙もにじんでる。

			　かわいい。

			　そしてセシリアが言った。

			「しかしリアさまと対(たい)峙(じ)なされているハードマンさまは、少々奇妙なご様子ですわね」

			「そうなのか？」

			「前回の大会はもちろん、先に予選を勝ち抜いた時より、禍(まが)々(まが)しい空気を、お放ちになっておいでですわ」

			「確かに……セシリア＝フェアゲッセンが言う通り、漂うマナは、若干不穏だ」

			　確かに言われて見てみると、ヘドロのようにドロドロとした雰囲気が、黒光りする半裸体からもれでているようにも見える。

			　強いのか弱いのかまでは不透明だが、不透明という事実自体が、底の見えない古井戸を眺めているかのような、原始的な恐怖を想起させてやまない。

			（………。）

			　ハードマンに対(たい)峙(じ)しているリアも、逃げたそうにしている。

			　もっともリアは、相手の雰囲気がどうこうというより、油なオイルでテカテカ光る、マッスルオブ・アブラギッシャーな姿に怯えている。

			　実際オレも、あのマッスルとは戦いたくない。

			　というより、さわりたくない。

			　それでもリアは、オレのほうをチラりと見ると、すぐに気を取り直した。

			（こくっ。）

			　とうなずき眉を[image: gaiji5.png]な逆八の字にして、ふたりのマッチョに対(たい)峙(じ)する。

			『それではヴァーラスキャルヴ学園武芸会本戦、Ｃブロック二回戦…………始めえぇっっ!!』

			　司会の女が高らかに叫び、リアの戦いが始まった。

			「憤(ふん)怒(ぬ)摩(ま)羅(ら)ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡっ！」

			　始まるや否や、ハードマンが突っ込んでくる。

			　テカテカと黒光りした巨大なる筋肉が奇声をあげて突っ込んでくるサマは、まさに悪夢の具現化であった。

			「らばぁ！」

			　黒光りするハードマンが、右(う)腕(わん)を派手に振りおろす。

			　大ナタのような一撃に、リアは本気でイヤそうな顔をした。

			　ハードマンの腕が、まるで寸止めしたかのような形で止まる。

			「ぐがっ、ガガっ、ＧＡっ……」

			　しかしそれがハードマンの意思でないことは、なによりもハードマンの表情が物語っていた。

			　力を必死に込めていくものの、リアのそれには敵わない。

			（ん～～～～～～～～～っ！）

			　苦いクスリを飲まされたみたいに[image: gaiji.png]な顔をしたリアが、グイッと両手を前にだす。

			　相手に触れることはない、寸止めの突き押し。

			　それでもリアの力から言えば、かなりの近距離。

			　ドォンッ！

			　ハードマンは吹っ飛んだ。

			　後方にいた白衣の筋肉、ブレインマンも巻き込んで、リングの外に飛んでいく。

			　ふたりはリングと観客席の中間にある、見えない結界にぶつかってとまった。

			　リアの力は特性として、相手との距離が近づくほどに威力を高める。

			　そんなリアに接近戦を挑んだりすれば、当然の結果と言えるだろう。

			　もっともそれは、リアのことを詳しく知ってる、オレの目線から見たお話だ。

			　司会の女や会場は、想像以上の瞬殺劇に呆気に取られ――。

			『瞬・殺うぅ――――――――――――――――っ！！！』

			　ワンテンポ遅れてから叫んだ。

			　会場もその叫びで、火がついたネズミ花火のごとく盛りあがる。

			　リアの敗戦フラグみたいなものが立っていた気がするけど、そんなことはまるでなかった。

			　フラグもへし折るリアっょぃ。

			『すさまじぃぞぉ、リア選手！　強すぎるぞぉ、リア選手！　可(か)憐(れん)な姿でそのパワーとなると、司会・実況のわたくしとしては、今後の注目選手としてインタビューを…………あれ？』

			　苛烈に叫んだ実況であるが、リアの姿は既になかった。

			　ではどこにいるのかというと、オレの腕の中である。

			　試合が終わると即行で駆け寄って飛び込んできた。

			（むきむきのひと、こわかった………です。）

			（そうか。怖かったか）

			（こわかった………です。）

			　オレの胸板に顔をうずめて、背中に小さな手を回し、オレの背中を（ぎゅううぅ～～～～～～～～～。）っと強く握り締めてる。

			　かわいい。

			　オレが背中と頭を撫(な)でてやると、（ん………。）と、オレの胸板に顔をこすらせたりもした。

			（だいすき………です。）

			（らくとのことは、だいすき………です。）

			（せかいで、いちばん。だいすき………です。）

			　本当にかわいい。

			『ええっと……』

			　司会の女はこちらを見てたが、気を取り直して叫ぶ。

			『なにはともあれ、ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、Ｃブロック二回戦を勝ち抜いたのは、リア選手だあぁぁぁぁぁっ！』

			　しかしそんな声はどこ吹く風で、リアはオレに、すりすりべたべた懐きまくって、マッチョに迫られてしまった悪夢の傷を癒やしていた。

			　オレの膝の上に座って、オレの瞳(ひとみ)を（じっ………。）と見つめて――。

			（ちゅっ………。）

			　と、唇へのキスもしてきた。

			（ちゅっ。）

			（ちゅっ。）

			（ちゅっ………。）

			　何回もしてきた。

			　右のほっぺたや左のほっぺ、さらには耳たぶになんかもキスをしてきた。

			　特に耳たぶへのキスの際には、リアの体が押しつけられる格好になって、リアの胸がオレの胸板に、（ふにゅうっ………♡）と当たった。

			　それでもリアは、オレにべたべたくっついた。

			　それなのでオレも、リアの頭や背中に、お尻(しり)も撫(な)でた。

		

	
		
			第２話　リアちゃんとにゃんにゃん。

			　

			「そそっ、そのへんにしておかないかっ！」

			　リアといちゃいちゃしていたら、ライナから怒られた。

			　見ていて恥ずかしかったのか。真っ赤な顔になっている。

			「こっ……この招待席では薄い結界がある。招待客を除いた周囲の観客席から、こちらを見ることはできん」

			「そうだったんだ」

			「知らずにしていたのかっ?!」

			「うん」

			「はぐうぅ……っ！」

			　だけどそれなら、いろいろやっても問題ないのか。

			「それでもここは、公共の場だ！　ヤキモチで言っている部分も相当にあるが、主張自体に大きな間違いはないというのも事実であろう?!」

			　ライナはグッと腕を組み、神妙な空気を作って言った。

			　けれどちっちゃい。

			　ライナちっちゃい。

			　なので正論を言っている姿も、愛らしくって仕方ない。

			　オレはライナのほっぺたを、ぷにっと突ついた。

			　ちっちゃいライナのほっぺたは、おもちみたいにふんわりしてた。

			　すべすべなのに弾力があって、実に突きがいがある。

			「キキッ、キミは、わたしの話を聞いていなかったのか?!」

			　ライナが、もっともな怒りを見せた。

			　だけどかわいい。

			　ライナかわいい。

			　オレはライナのほっぺたを、ふにふにと摘まんだ。

			「はぐうぅ～～～～～～～～」

			　ライナが唸り、怒りの涙が滲(にじ)んだ瞳(ひとみ)でオレをにらんだ。

			　なのにかわいい。

			　ライナかわいい。

			　ライナはとっても怒ってる。オレのことをにらんでる。

			　でもその顔は、上目遣いにしか見えない。

			　それだからオレは、ライナのほっぺをふにふにする手をとめることができなかった。

			「わたしの話を聞けえぇ！」

			　ライナは腕を振りあげ、[image: gaiji4.png]になってオレを怒鳴った。

			　そんなライナも、やっぱりとってもかわいかった。

			　そしてライナとイチャついてると、ライナの懐のカードが鳴った。

			〈Ｃブロック、第三回戦が始まります。Ｃブロック、第三回戦が始まります。

			　会場にまでお越しください。会場にまでお越しください〉

			「わたしの出番か……」

			　ライナはポツリとつぶやき、立った。

			「それでは、行ってくるが……」

			　ライナはジト目でオレを見る。

			「行ってらっしゃい。ライナ」

			（………。）

			　オレが小さく手を振ると、リアも小さく手を振った。

			　かわいい。

			　幼稚園の先生にさようならをする子どもみたいだ。

			　はたから見れば、オレたち三人で親子にみえるかもしれない。

			「…………」

			　ライナも、それは意識したらしい。ほんのりとほっぺたを赤くした。

			「そそっ、それでは、行ってくるぞっ！」

			　最後はテレを隠すみたいに、そっけなく背を向けた。

			　ただし尻尾(しつぽ)は、パタパタ左右に振られてた。

			　かわいい。

			　ライナが去ると、リアは会場を見た。オレのヒザに乗ったままだが、目つきは真剣である。

			「そんなに興味があるのか？　ライナの試合に」

			（こくっ。）

			　リアは、眉を逆八の字にしてうなずいた。

			（ラナさんより強ければ、ラナさんより強い人からも、ラクトのこと………守れる。）

			　そういう理由か。

			（こくっ。）

			　どうしよう。なんかすっごくうれしいぞ。胸の奥があったかくって、ぽわぽわとする。

			　心の真ん中でタンポポの綿毛が飛んでる。

			　リアはオレのこと大好きだけど、オレもリアのこと大好きだなぁ……と実感する瞬間だ。

			　ただオレは、ライナがリアに負けたくないと思っていることも知っている。

			（オマケにリアは、ライナと違って胸もあるしなぁ……）

			　思ったオレは、リアの胸に手を伸ばす。手のひらからは、ほんの少しあまるぐらいの大きさの胸。サイズで言えばＣに近い、美乳と巨乳のあいだのおっぱいの触感が伝わってきた。

			（んっ………！）

			　暴力的に揉(も)みほぐすというよりは、持ちあげるように包み込んで、もにゅもにゅふにゅふにゅ揉(も)みまくる。

			　この世界にはブラジャーがない。衣服の上から揉(も)んでも、生のそれに近い触感が味わえる。

			（んっ………。んんっ………！）

			　恥ずかしいのだろう。リアはほっぺを赤くして、いじらしく身をよじった。

			　しかしオレの上に座っている状態でそれをされると、リアのとってもかわいいお尻(しり)が、オレの体の、描写ができないところに当たる。

			　リアもそれは感じたのだろう。

			（んぅ………。）

			　と顔を赤くして、小さな声で言ってきた。

			「ラクト、えっち………です。」

			　しかしオレから降りることなく、セクハラを受け続けた。

		

	
		
			第３話　ライナの本戦。　vsゴリアテ＝フレイムト

			　

			　リアにセクハラしていると、ライナの試合が始まった。

			『さぁー、さぁさぁ！　ヴァーラスキャルヴ学園武芸会本戦、Ｃブロック第三回戦！　ライナティアス＝ミューレン・ミューレン選手の登場だあぁぁぁぁぁぁぁっ！』

			　司会の女の声高な叫びに、観客たちが歓声で答える。

			　闘技者からは恐れられていたライナだが、遠くで見ている分には、そういうこともないらしい。

			　あくまでも、遠くから見ている分ならば――だが。

			『そしてライナ選手に対抗するは、アヅマの国の炎(えん)剣(けん)騎士のゴリアテ＝フレイムト選手と、パートナーのデボット選手だあぁぁぁぁっ！』

			　ライナの向かいから、ふたりの選手が入場してくる。

			　ひょろりと背の高い、骨のように痩せ細ぼった男に、力士をさらに丸くしたかのような、ゴムマリのような男だ。

			　ゴムマリ男は歩く代わりに、地面をぼよぉん、ぼよぉんと弾みきている。

			「む……」

			　ライナの瞳(ひとみ)が細まった。

			　その卓越した戦術眼で、ふたりが強者であることを感じ取っている。

			　司会の女も神妙な雰囲気を感じ取りつつ、声高に叫ぶ。

			『ヴァーラスキャルヴ学園武芸会本戦、Ｃブロック第三回戦！　バトルスタートゥッ！』

			「先手はいただくぞ」

			　ひょろりと背の高い痩せた男――ゴリアテが、両手を横に広げて引っ込めた。

			　腕があった部位に、銀色の刃が残る。

			　ゴリアテは、その場でブウゥン――と回転した。

			　一本の竹トンボのような格好になって――。

			　

			　突っ込んできた！

			　

			　そのスピードは尋常ではなく、一〇メートルはあったライナとの距離が、一瞬で三メートルにまで縮んだ。

			　ライナは咄嗟に身をかがめ、ゴリアテの刃をかろうじて回避した。

			　相手の刃に触れてしまったポニーテールの一部が、チリッとちぎれる。

			「オイラも、行くよおぉ～～～」

			　ゴムまりのようなデボットが間延びした声を出し、わずかに出ていた手足を引っ込めた。

			　完全な球体となって、巨岩のごとき勢いで、転がり突っ込んでくる！

			　まるで一〇トントラックのごとき、すさまじい圧力とスピードだ。

			　直撃すれば、ライナといえどタダでは済まない。

			　それでもライナは冷静に、タンと地を蹴り、高く飛ぶ。

			　が――。

			　ぼよおぅンッ！

			　デボットは、ライナの跳躍に合わせて飛び上がってきた！

			「くっ！」

			　ライナはデボットに右手を伸ばし、デボットの突撃(チヤージ)に触れた。

			　回転に巻き込まれた腕が、もぎ取られるかのごとき勢いで流される。

			　しかしライナは、自身の体も素早く回し、回転するデボットの上で受け身を取った。

			　体のバネと腕の力を器用に使い、デボットのチャージを切り抜ける。

			　コンマ一秒しくじれば、致命的なダメージを負っていた場面。

			　それでも一切動じることなく、最高のパフォーマンスを発揮できるメンタル。

			　さすがライナといった感じだ。

			　そしてライナが地面におりると、ゴリアテが突っ込んでくる。

			　ライナの前に、銀色の刃が迫るっ！

			「はぅわぁんっ！」

			　シャルルがまるで、自分が切られたかのような悲鳴を上げた。

			　事実シャルルであったなら、問答無用で切られてた。

			　仮にリンディスクラスでも、深手は確実だったろう。

			　しかしリングに立っているのは、オレのライナだ。

			　目にも止まらぬスピードで身を屈め、速攻の足払い。

			　ゴリアテの体を宙に浮かして、弾丸のような掌(しよう)底(てい)を放った。

			　吹っ飛んだゴリアテは、デボットに抱きとめられてとまった。

			「旋回中の我(われ)を、ただの体術でとめるとは……！」

			「〈冒険者の街のギルドマスター〉であるからな。わたしは」

			　ライナはクールにつぶやいた。

			「だがこれだけで、勝った気になられては困る」

			　ゴリアテがおもむろにビンを取りだし、中の油を手のひらにぶちまけた。

			　それを体や、自身の剣に塗りたくる。

			「これより見せたるは、手(しゆ)剣(けん)術奥技――豪(ごう)火(か)遁(とん)・大炎舞！」

			　デボットが口から火を吐いて、ゴリアテを激しく燃えあがらせた。

			　ゴリアテはそのまま旋回し、斜め方向に走った。

			　通った跡には炎の壁が立ちあがり、小さなライナを囲んでく。

			　螺旋状に渦を巻くそれは、ライナとの距離を徐々に縮める。

			　ドンドンドンッ！

			　ライナが銃をぶっ放す。

			　炎の壁に向かった漆黒の弾丸は、しかし手前で溶け消えた。

			　ライナが使っている弾丸の融点は知らないが、炎の壁がかなりの熱を持っているのは確かなようだ。

			　そしてライナが分析をしている合間にも、包囲網は狭まってくる。

			　半径三メートルを炎で囲まれ、ライナの逃げ場が完全に消える。

			「我の炎に焼かれるか。秒速二五〇回転の刃に斬り刻まれるか。好きなほうを選ぶがよいわぁ!!」

			　ライナのもとに、炎をまとった刃が迫るっ！

			　だがしかし、鳴り響いたのは金属音。舞い上がったのはゴリアテの剣。

			　ライナの鋭い斬撃は、ゴリアテの剣を根本からぶった斬っていた。

			「なん……だと？」

			　驚(きよう)愕(がく)するゴリアテに、ライナは言った。

			「キミの高速で回る刃は、切っ先付近は驚異的だ。しかし根元のほうになると、平凡な斬撃と変わらん。だからわたしは、根本の部位を狙わせてもらった」

			「秒速二五〇回転を誇る、我の刃を見切ったと…………？」

			「結論的には、そうなるな」

			　ライナは儀礼的に銃弾を放ち、ゴリアテの体に吸わせた。

			「人の技に、あらずぅ……」

			　ゴリアテは捨てゼリフを残しながら、光の粒子となって消える。

			「ぶむあぁ～～～～～～～～～！」

			　残されたデボットが、ライナに向かって突撃してくる。

			　ライナはキッと目を見開いて、拳銃をぶっ放す。

			　三発の銃弾がデボットの体に吸い込まれ、しかしデボットはライナに向かう。

			　留まることを知らないと思われた突進であるが――。

			　

			　デボットは、光の粒子となって消えた。

			　

			　わずかに露出している頭部を狙った、精密な射撃であった。

			　もしも半端な技量の持ち主が発射してれば、肉の壁に弾かれている。

			『ヴァーラスキャルヴ学園武芸会！　Ｃブロック第三回戦を制したのは、ライナティアス＝ミューレン・ミューレン選手だあぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！』

			　予選に次いで、圧倒的な力で勝ち上がったライナを、司会の女と観客が祝福した。

			　ライナはクールにそれを受ける。

		

	
		
			[image: p_25.jpg]
		

	
		
			　ライナに訓練を受けたシャルルやレミナも、照れくさそうにしながらも誇らしげだ。

			　けれども、なんて言うのだろう。

			　そういうライナを見ていると。

			　

			　エロいことしたくなる。

			　

			　なんかもう、お約束。

			　食パンを咥えて『あーん、ちこくちこくぅ～～～』と言っている女の子が運命の相手と衝突したり、『おれ……。この戦いが終わったら結婚するんだ……』と言っている兵士が戦場で死んだりするのと同じレベルで、ライナがクールでかっこいい姿を見せたあとは、エロいことをしたくなる。

			　したくてしたくてガマンできない。

			　いや、しよう。

			　ガマンなんてしなくていい。

			　オレはケモノに。ケダモノになるのだ。がおー[image: gaiji10.png]

			「どちらへ行かれるのでありますか？」

			「ちょっとライナに、エロいことやりまくってくる」

			「はぅわぁ?!」

			　尋ねたシャルルがショックを受けた。

			「なんでそんなトンでもないこと、『ちょっとジュース買ってくる』みたいなノリで言ってるんだよっ！」

			　さらにオレのカミーユが、真っ赤になって突っ込んだ。

			　しかし止まる気はないのだ。がおー[image: gaiji10.png]

			　エロいことをするのだ。がおー[image: gaiji10.png]

			（………。）

			　そしてリアが、これまたお約束のように、オレの衣服の裾をキュッと摘まんだ。

			（じぃ………。）

			　とろけたように湿った瞳(ひとみ)と、赤いほっぺたを向けてくる。

			　さらにオレの右手を取って、自身の太ももでキュッ……と挟んだ。

			　胸のそれとはまた違うオンナノコのふくらみが、オレの人差し指に当たる。

			（わたしにも、してください………。）

			　テレパシーで伝わってくる声の色は、とっても切なくうるんでた。

			「それじゃあ、いっしょに行くか」

			　リアはぽうっと上気して、オレの手をやわらかく握った。

			（きゅっ………。）

			　と力を込めてくる。

			　オレはゆっくり歩き出す。

			　リアの小さくってやわらかな手のひらは、たまらなく心地よい。

			　もっと味わってみたくなって、オレはキュッと握り返した。

			（！！！）

			　リアはうれしかったらしい。

			（じいぃん………。）と身を震わせて、キュッと握り返してきた。

			　それがかわいらしいので、オレもキュッと握り返した。

			　それもうれしかったらしい。リアはキュッ、キュッ、と握り返してきた。

			　だからオレも、キュッ、キュッとリアの手を握る。

			（ん………♪）

			　リアの頭の両脇についているぴょこハネが、ふよふよと弾んだ。

			　かわいい。

			　そんなふうにイチャつきながら、オレはライナを迎えにいった。

		

	
		
			第４話　ラクトさんの頭には、エロス以外もすこしはあります。

			　

			「やあ」

			　会場と観客席などを繋ぐ、人けのない廊下。

			　オレはへらりと笑みを浮かべてライナに手を振る。

			　するとリアがオレを見つめて、オレを真似して手を振った。

			「はぐぅぅぅ…………」

			　ライナは眉間にしわを寄せ、体勢を低くしてうなった。

			　様子はまるで、敵に出会った狼である。

			「どうしたの？　ライナ」

			「キキキッ、キミの放っているフンイキが、わたしにいやらしいことをしようとしている時のそれだっ！」

			「よくわかったね」

			「否定しろぉ！」

			　ライナは拳をギュッと握って、[image: gaiji4.png]な顔で叫んだ。

			　だがしかし、わかっているなら話は早い。

			　オレはライナの手首を握り、ライナのための控え室へ向かった。

			「はぐうぅ～～～～～～～～～！」

			　文句を言っていたライナだが、手首を握られるのはうれしかったらしい。

			　オレに握られている手首を見つめて、顔をくしゃくしゃにした。

			　かわいい。

			　オレは控え室に入り、ライナを部屋の角に追い詰めた。

			　両の手首をがっちり掴んで壁に縫いつけ、逃げられないようにした。

			　唇にキスをする。ライナの口に舌を入れ、たっぷりと貪る。

			　部屋の角でエロいことするのって、背徳感があっていい。

			「はぐうぅ……」

			　キスが終わって唇を離すと、ライナは甘い吐息を漏らした。

			　ぐったりとうなだれて、うめき声を漏らす。

			「どうしてキミは、ことあるごとに、わたしにいやらしいマネをするのだぁ……」

			　うるうるうる。

			　オレのライナは、訴えるようなどんぐり眼(まなこ)でオレを見つめた。

			　さっきまでは〈苛烈なギルドマスター〉といった感じだったのに、今は食べられてしまう寸前の子犬だ。

			「それはここにくる途中、いろいろと考えていたんだけど……」

			「ど……？」

			「かわいいから――ってのが答えになった」

			「はぐっ?!」

			「クールでカッコいいライナと、オレにエロいことされて泣いちゃうライナとのギャップが、かわいくって仕方ないから」

			「はぐっ、ううぅ～～～」

			　直球すぎて恥ずかしいのだろう。

			　ライナは顔を真っ赤にさせて、胸元を握り締めてかきむしった。

			　かわいい。

			　オレはライナの、耳元でささやいた。

			「かわいい」

			「はぐっ！」

			「かわいい」

			「はぐッ…………、クうッ」

			「ライナ、かわいい」

			「クゥゥゥゥゥゥン…………」

			　ささやいているだけなのに、オレのライナは、めろめろのトロトロに溶けていく。

			　隣のリアも、まるで自分が言われたみたいに、ほうっと甘くとろけている。

			　ふたりともかわいい。

			　それでもライナは、必死になって抵抗してくる。

			「ししっ、しかしいつも言っているように、こういうことは時と場所――例えば夜に、自分の家でやるべきであってだな、このような時間の、このような場所ですべきことでは――――ふわあぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

			　ライナはいろいろ言ってたが、股間に中指を当てられると、それだけで腰砕けになった。

			　リアがライナのズボンをおろして、膣の谷間に舌を這わせる。

			　ふたりがかりでライナをイカせて、最後はおいしくいただいた。

			　調教完了。

			　そんな言葉も頭に浮かんだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　行為が終わった。

			　オレは控え室のソファーで寝そべる。

			　このソファーは背もたれが倒れるようにできていて、ちょっとしたベッドのようにも使える。

			　オレの両隣には、リアとライナがくっついている。

			（ん………♥）

			　リアが幸せいっぱいといった感じで、すりすりと頬ずりをしてきた。

			　ライナもオレに、べったりとくっついている。

			　しかしライナは、くっつきつつもブツブツと言った。

			「まったく……。キミというやつは、これ以外に愛情を示す方法が…………」

			「一応、あるって言えばあるんだけど……」

			「なに……？」

			　オレはふたりの頭から腕を引き抜いて、テーブルの上の上着を取った。

			　手のひらサイズの箱をだし、ライナの手のひらの上に乗せた。

			「はぐ……？」

			　ライナは小首をかしげつつ、箱のフタをあけた。

			　銀色の指輪が顔をだす。

			「これは……」

			「前にさ、ケッコンするってお話したじゃん。だからこっそり作ってたんだよね、指輪。そこそこの出来だとは思うんだけど、もっとうまく作れる気もしてね。渡すのは遅れた」

			　オレはライナから箱を取りあげ、中の指輪を指で摘まんだ。

			　ライナの手を取り、左手の薬指にはめる。

			「クゥゥン…………！」

			　ライナは指輪がはめられた指を見つめて、ぶるぶると震えた。

			（………。）

			　リアがオレの腕のあたりを、（くい………。）と引いた。

			　不安げにも哀しげにも見える瞳(ひとみ)でオレを見てくる。

			　指輪をほしいと思う反面、『ない』と言われるかもしれない不安に怯えている顔だ。

			　オレはにこりと笑って言った。

			「指輪ならあるよ？」

			　オレはリアの分の箱をだし、フタをあけた。

			　ライナにしたのと同じように、リアの指にもはめてやる。

			（じいぃぃぃぃぃん。）

			　リアもうれしかったらしい。

			　ライナと同じくぷるぷると震え――。

			（だきっ！）

			　オレに抱きついてきた。

			（ぎゅうぅ～～～～～～～～～。）

			（すりすり。すりすり。）

			（ぎゅうぅ～～～～～～～～～。）

			　うれしさいっぱいといった感じでオレを抱きしめ、顔をこすらせてくる。

			　かわいい。

			「ところで……アマクサ」

			「なぁに？　ライナ」

			「わたしはうれしすぎて、どのような反応をすればよいのかわからんのだが……」

			　ライナの顔は、ほとんど泣きそうになっていた。

			　かわいい。

			　マジでかわいい。

			　その愛らしさにこらえ切れなくなったオレは、ライナを一息に押し倒した。

			「はぐっ！」

			　軽い悲鳴をあげたライナの、白い首筋に吸いつく。

			「けっきょくそれかっ?!　キミはまた、けっきょくそれに走るのかっ?!」

			「ごめん」

			　オレは謝罪しながらも、ライナの体をまさぐった。

			「まったく……。キミというやつは、まったく……」

			　そんなふうに言いながら、ライナはオレのケダモノっぷりを受け入れてくれた。

			　かわいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はぐうぅ……♥」

			「ん………♥」

			　長い二回戦目が終わった。

			　オレはふたりをやさしく抱きしめ頭を撫(な)でると、部屋の隅に移動した。

			　備えつけられていたアクアフラワーの頭をポンと叩いて、でてきた水をコップで飲んだ。爽やかな冷たさが、喉の奥に落ちてくる。心の中は、充足感でいっぱいだ。

			　指輪をよろこんでもらえたのが本当にうれしい。

			　シャルルに剣をプレゼントした時も思ったが、自分の行為で人がよろこんでくれるってのは、本当にいいものだ。

			　リアとライナはよろこんでいたが、オレもふたりの三倍はよろこんでいる。

			　本当に、指輪作ってよかったなぁ。

			　オレはほっこりとしながら水を飲み干し、ライナたちに向き直った。

			　すると――。

			　

			　ふたりが指輪を外してた。

			　

			　ふたりそろって指輪を外し、箱の中にしまってた。

			「なんでっ?!」

			　オレが反射で突っ込むと、ライナは箱を胸に抱いて叫んだ。

			「ゆゆゆっ、指になどはめておいて万が一失くしたら、わたしは死んでしまうではないかっ！」

			（こくっ！　こくっ！）

			　ライナが強く言い切ると、リアも強くうなずいた。

			「そういう発想もあるわけか……」

			　それは予想の範囲外だ。

			　しかしそれだけ大切に思ってくれているのだから、気分が沈むことはない。

			　むしろウキウキと弾む。

			「とっ……時にアマクサ。この指輪は、シャルル＝ノイスタッドや、ミーア＝カラットたちの分もあるのか？」

			「うん」

			「そうか……」

			　ライナはほうっと、安(あん)堵(ど)のため息をついた。

			「キミのことは独占したいと考えているわたしだが、今回のこの幸せは、三人でわけるには大きすぎるからな……」

			（………こく。）

			　ライナがしみじみつぶやくと、リアもしみじみうなずいた。

			　かわいい。

			　ふたりともかわいい。

			「それじゃあ戻るか」

			「うむっ！」

			（こくっ！）

		

	
		
			第５話　みんなに指輪をプレゼントするお話。

			　

			「あー♡」

			　オレが戻ると、ミーアがアホ毛をピィンっと立てて、オレのことを察知した。

			「おかえりなさぁい、ラクトさんっ♪」

			　お帰りのキスを、オレの唇にやってくる。

			　チュッ♡　とかわいい擬音がしてくるような、愛らしいキスである。

			「えへぇー♡」

			　顔一面に浮かべるは、八重歯の見える愛らしい笑み。

			「ほらぁー、リーダーも♡」

			　ミーアはシャルルの腕を引き、無理やり立たせて背中を押した。

			「はうぅ～～～」

			　シャルルは裸に剥(む)かれでもしたかのような、真っ赤な顔でオレの前に立つ。

			　オレを見上げるつぶらな瞳(ひとみ)も、桜色の唇もかわいい。

			　オレはシャルルの体に腕を回して、キスをした。

			　両の腕に力を込める。

			　シャルルのやわらかな体の触感が腕に伝わる。えっちなサイズのえっちな胸は、オレの胸板でぐにゅうぅ……っと潰れる。

			（はううぅ…………！）

			　シャルルの口からもれる吐息も、熱っぽくて色っぽい。

			　まったく。オレのシャルルは最高だぜ。

			　シャルルとのキスを終え、オレは近くに立っていたレミナとロミナのふたりを見やった。

			「アッアッ、アタシは……」

			「シャルさんみたいに、はげしいのは……」

			　ふたりはもじもじ恥じらった。

			　それでも、えいっ[image: gaiji.png]と瞳(ひとみ)を閉じて、オレのほっぺにキスをしてきた。

			　レミナはオレの腕を抱いて、ロミナはかわいく背伸びをしてのキスだった。

			　かわいい。

			　しかしみんなとイチャついてると、リンディスとカミーユの、素直ではないふたりともイチャつきたくなる。

			　オレはリンディスをじっと見つめた。

			「ぜなっ……！」

			　オレの視線で、リンディスは顔を赤くした。

			「どどど、どうしてアタシをじっと見るぜなぁ！」

			　なにかを振り払うかのように、両手をパタパタと動かす。

			　頭の羽も、ぴこぴこゆれる。

			　かわいい。

			　それなのでオレは、リンディスをじっと見つめる。

			「ぜなあぁ…………！」

			　リンディスはうつむいて、湯気が出そうなほどに真っ赤になった。

			「キスとか、えっちは、けっこんするまでは、ダメなんだぜな……？」

			　まるで懇(こん)願(がん)するかのように、可(か)憐(れん)でか弱い上目使いでオレを見つめる。

			　それでもオレが見つめ続けていると、根負けといった感じで言ってくる。

			「するのは……、ほっぺだけだぜな……？」

			　リンディスが、瞳(ひとみ)を閉じて唇を突きだしてくる。

			　小ぶりなそれは、ガサツな態度とは裏腹に、女の子らしい淡い桜色をしていた。

			　オレは一息にリンディスを抱き寄せ、その唇にキスをした。

			　ほっぺにしろと言われていたような気もするが、聞いていないことにした。

			「っ?!　～～～～～～～～～～～～っ!!」

			　リンディスが目を見開いて、オレの腕の中でもがいた。

			　しかし無駄な抵抗だ。

			　大きな胸がオレが胸板にぐにゅぐにゅ当たりまくったりするので、むしろサービスとも言える。

			（ぜなっ、ぜなっ……）

			　オレはリンディスの舌をもてあそび続ける。

			　抵抗の力が弱まってきた。瞳(ひとみ)もとろりと溶けてきて、熱のこもった色っぽい吐息をもらしてくるようになる。

			（ぜなぁ……♥）

			　そして最後は瞳(ひとみ)を閉じて、されるがままの抱かれ人形になった。

			　かわいい。

			　あとはカミーユになるが――。

			「なななっ、なんでボクを見るんだよっ！　ボボボ、ボクはオトコだぞっ?!　オトコのボクに手をだすようなやつは、ヘンタイのホモなんだぞっ?!　色魔っ！　くそばかっ！」

			　なんて言われようだ。

			　正直言って、心外である。

			「オレはただ、カミーユぐらいにかわいければ、オトコだろうとオンナだろうと気にしないっていうだけなのに……」

			「それが色魔だろっ！　ばかぁ！」

			　カミーユは激怒した。

			　必ずや、かの邪(じや)知(ち)暴(ぼう)虐(ぎやく)なオレを除かねばならぬと決意している。

			　だがしかし、そこまでイヤなら仕方ない。

			　オレはシャルルに視線を移した。

			「はうっ?!」

			　自分がカミーユの代わりにされると思ったのか、シャルルは顔を赤くした。

			「渡したいものがあるんだが」

			「渡したいもの……でありますか」

			　オレはシャルルに歩み寄り、小さな箱を取りだした。

			　フタをあけてでてくるは、ピンク色の指輪。

			　シャルルの髪と、愛らしいイメージに合わせた品だ。

			「以前にさ、結婚するって話はしたろ？　だから婚約指輪として、作ってみた」

			「はうぅ…………っ！」

			　とっても感激したらしい。

			　シャルルは瞳(ひとみ)をうるませて、ぷるぷると震えた。

			　シャルルから抜けた魂が、天使に運ばれ昇天しようとしている幻が見える。

			「そんなにうれしいのか」

			「シャルルはシャルルは、ラクトさまのおよっ、およっ、よよよよっ……になることを、何度も何度も夢に見てきたシャルルでありますゆえっ…………！」

			「これは夢じゃないぞ？」

			「ラクトさまがそうおっしゃってくださる夢も、何度も何度も夢に見てきたシャルルでもありますゆえぇ～～～！」

			　叫んだシャルルは、丸くてかわいいお尻(しり)の尻尾(しつぽ)を、パタパタパタパタ振りまくった。

			　そんなシャルルは、見ていて恥ずかしくなってしまうほどに愛らしい。

			　オレは指輪を指で摘まんで、シャルルの指にはめてやった。

			「はうっ、はううっ…………！」

			　かわいいシャルルは、真っ赤な顔でぷるぷる震え――。

			「はうぅ…………」

			　気絶してしまった。

			　その結末は、ぶっちゃけ予想できていた。

			　シャルルを支えてやるべく、脇の下に腕を伸ばす。

			「わっ！」

			　すると、シャルルの背後に立っていたミーアを、同時に抱き締める格好になった。

			「リリッ、リーダーのことだから、また気絶しちゃうんだろうな……って思ってさ……ボクも」

			「そうか」

			「うっ……うん」

			　しかしオレに抱かれることは予想していなかったのか。ミーアの顔は赤くなってた。

			　かわいい。

			　オレはシャルルを座席に寝かせ、ミーアにも箱を見せた。

			「ボクの分もあるんだ……」

			「当たり前だろ」

			　オレは箱をパカリとあけて、緑色の指輪を見せた。

			　デザインはシャルルとのおそろいで、色だけが違う。

			　オレはミーアの手を取って、左手の薬指にはめてやった。

			「はぁーん……♡」

			「やっぱり、うれしいのか？」

			「およめさんになりたいとは思ってたし、オハナシも聞いてはいたけど、こうやって、形にしてもらうとさ…………」

			　ミーアはオレの肩に手を置いて、唇にキスをしてきた。

			　むにゅっ……と、やわらかな唇を押し当ててくる。

			「もうこういう気分っていうか、感じっていうか。今すぐグチャグチャのとろとろにされたいぐらい、好き好きがとまらないっていうか…………」

			　ミーアはオレの胸板に顔を当て、とろけた声で言ってきた。

			「もぅ……大好き♥」

			　ミーアらしい、ストレートな愛情の表現。

			　オレはそれをたっぷり受け止め、レミナとロミナにも指輪を渡した。

			「あうっ――！」

			「っ――！」

			　ふたりは真っ赤になってカチンと固まり、指輪がつけられた指を見つめた。

			　派手なリアクションはないが、ふたりらしい、純朴な反応だ。

			　順番的に、次はリンディスか――。

			　と思い、オレはリンディスを見やった。

			　だがリンディスは、抵抗した。

			「ダメなんだぜなっ！　ダメなんだぜなぁ！　なななっ、何人ともケッコンするなんて、ぜったいぜったいダメなんだぜなぁ！」

			「そうですわっ！　そうですわぁ！　ふたりや三人程度ならばともかく、七人や八人ともなど……ははは、はしたないですわぁ！」

			　なぜかセシリアも言ってきた。

			　ふたり並んで、鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳をギュッとグーにして、[image: gaiji.png]な顔で言ってくる。

			「まぁそれはそれとして、受け取るだけ受け取ってくれよ」

			「ぜなあぁ…………！」

			　オレはリンディスの手を取り、指輪をはめた。

			　リンディスは、特に抵抗しなかった。

			「ダメなんだぜなあぁ……っ！」

			　真っ赤な顔で、そんなふうには言っていたけど。

			　すると、リンディスといっしょになっていたセシリアの視線に熱がこもった。

			　期待というより、緊張の眼差しでオレを見ている。

			「なんだよ」

			「わっ……わたくしには、ございませんのっ?!　ラクトさまのライバルであり、戦友でもあったわたくしにはっ！」

			　ライバルだけでも変なのに、戦友ポジまで追加されてた。

			　オレは言った。

			「あるよ」

			「みっ…………?!」

			　セシリアのほっぺたに、歓喜の色がぽわぁっと入った。

			　オレはポケットに手を入れて、セシリアの手のひらにそれを置いた。

			　オレがセシリアに渡した、心尽くしのプレゼント。

			　それは――。

			　

			「ポケットの中に溜まってた、正体のわからないゴミだ」

			　

			　これでセシリア。どんな反応するだろう。

			　オレはまるでドエスのような、サディスティックな気持ちでセシリアを見守った。

			　だがセシリアは――。

			　

			　ゴミをギュッ……と握り締め、その胸に抱いた。

		

	
		
			[image: p_49.jpg]
		

	
		
			　

			「えっ……？」

			「どんなものでも、ラクトさまがわたくしにくださった、初めての贈り物ですので……」

			　戸惑うオレに、セシリアは頬を染めて答えた。

			　単なるゴミを、お守りにしかねない勢いである。

			　どうしてオマエ、こんなところで健気なのっ?!

			「贈り物でもなんでもない、ただのゴミだよっ?!　それっ！」

			「みっ……？」

			「いやだから、それはゴミ。贈り物でもなんでもない、ただのゴミクズ」

			「…………」

			　セシリア沈黙。目を点にして、ほうけたツラでポカンと沈黙。

			　一秒、二秒、三秒と、マヌケヅラで沈黙し――。

			「あんまりですわぁっ！」

			　期待通りの反応を見せた。

			　オレはとっても満足である。

			　しかし今回の反応は、とても健気で、いじらしくもあった。

			　なのでイジワルはほどほどにして、ちゃんとしたのを見せてやる。

			「これは……」

			「見ての通り、リボンだよ」

			　今のところ、セシリアを嫁にするお話はない。

			　だけど以前に、水中迷宮の中でオレのリアが世話になったりはした。

			　だからそのお礼用として、指輪のついでに作ったのだ。

			「しかしただのリボンにしては、妙な輪っかがついているような気が……」

			「尻尾(しつぽ)用のリボンだからな。オマエの尻尾(しつぽ)にこれをつけたら、かわいいような気がして作った」

			「みゃあっ?!」

			　かわいいと言われ、露骨な狼(ろう)狽(ばい)をセシリアは見せた。

			　その反応、本当にかわいい。

			　オレはセシリアを抱き寄せて、ふりふりとゆれるネコな尻尾(しつぽ)を掴んだ。

			「みゃんっ！」

			　セシリアは、かなりかわいい悲鳴をあげた。

			「敏感だったりするのか？　尻尾(しつぽ)」

			「それも……、ございますが……」

			　セシリアは、オレの胸板に顔を当てたまま言った。

			　熱い吐息の混ざった声が、オレの胸板をくすぐる。

			「どうして……。わたくしをお抱きになるのですの……？」

			「こういう形にならないと、尻尾(しつぽ)にリボンつけるのは難しいだろ」

			「わたくしに、背を向けさせればよろしいのではなくって……？」

			「それもまぁ、ひとつの理屈ではあるんだが……」

			　オレはあえてなにも言わない。

			　ふりふりとゆれるセシリアの尻尾(しつぽ)に、リボンをつける。

			「どうして沈黙なされるのですのっ?!」

			　セシリアが叫んだせいで、つきかけていたリボンが外れた。

			「黙ってろよ、ばか」

			「みいぃっ！」

			　オレはセシリアの後頭部を押して、セシリアの顔をオレの胸板に押しつけた。

			「はみゃあぁん…………」

			　セシリアは、顔を真っ赤にしながらも、オレの胸元をキュッ……と握った。

			　息をするのも恥ずかしいと言わんばかりに息を殺して、オレに身を任せてる。

			　それでももれるわずかな吐息は、いじらしいほど熱かった。

			　大人しくしているとかわいいし、抱きしめていると気持ちいい。

			　オレはわざと時間をかけて、ゆっくりと取りつけた。

			「よし……」

			　リボンをつけ終えたオレは、セシリアを離した。

			　セシリアは、ふりふり腰を動かすと、かわいい尻尾(しつぽ)を自身の体の前にやる。

			「みぃ……」

			　つけられたリボンを胸に抱き、しみじみとした声をもらして――。

			　

			　外しやがった。

			　

			「なんで外してやがんだよっ！」

			「つけたままにしていては、汚したり、失くしたりしてしまう可能性が……」

			　セシリアは身を縮め、しおれた百合の花のように言った。

			「それに……。みなさまも……」

			　言われてオレは振り返る。

			　ミーアもレミナもロミナもリンディスも。

			　気絶しているシャルル以外が、自ら指輪を外してた。

			　気絶しているシャルルにしても、ミーアが外してシャルル用の箱に入れてた。

			「おいっ！」

			　オレが叫ぶと、みんなは箱を胸に抱きしめて叫んだ。

			「「「「失くしたら、生きていけない（もんっ！）（じゃんよっ！）（ぜなっ！）（ですっ！）」」」」

			　レミナやロミナやリンディスはもちろん、こういうことにはサバサバしているイメージの強いミーアですらも、真っ赤に染まった『女の子の顔』で言ってた。

			　かわいい。

			　そんな中、つっけんどんな声が聞こえた。

			「ばっ……ばかじゃないのか、オマエら。たかが指輪や、リボンぐらいで」

			　カミーユであった。

			　腕を組み、そっぽを向いて言っている。

			　一見すれば嫌味な態度。

			　しかしこの場の誰ひとり、カミーユを責めたりはしなかった。

			　むしろ、同情の眼差しを向けている。

			　オレから指輪をもらったことを、心からうれしいと思っているがゆえの態度だ。

			　もらったのがうれしいからこそ、もらえていないカミーユの気持ちがわかる。

			　自分がカミーユの立場だったら、切なくってさびしくって、そういう態度を取りかねない。

			　そんなふうに思うから、カミーユの態度にも、慈愛で対応することができる。

			　そして指輪は、カミーユの分だってある。

			　オレはカミーユに歩み寄り、カミーユの左手を取った。

			「ほほほっ、ほしいなんて言ってないだろっ！　ばかっ！」

			「そっちがほしいから渡すんじゃなくって、オレが渡したいから渡すんだけど？」

			「っ――！」

			　カミーユは、困ったような顔で固まり、真っ赤になった。

			「オッ……オマエが、その……」

			「勝手にやっているだけだよ？」

			「っ、っ～～～～～～～～～！」

			　カミーユは、うつむいて身悶えた。

			「だからすぐに捨てたって、オレはなにも言わないさ」

			　オレはカミーユに指輪をつけた。

			　カミーユは、指輪をはめられた指を胸に抱いて、右手を重ねた。

			　消え入りそうな声で――。

			「捨てるわけないだろ。ばか…………」

			　とつぶやく。

			　それはとてもかわいくて、オレは意地の悪い気持ちで言った。

			「えっ？　なんだって？」

			「聞こえなかったんならわざわざ拾うなよっ！　ばかあぁ！」

			　真っ赤な顔のカミーユは、半泣きで叫んだ。

			　かわいい。

			　なんてことをしていると、オレの懐のカードが鳴った。

			〈Ｄブロック三回戦が始まります。Ｄブロック三回戦が始まります。会場のほうまでお越しください。会場のほうまでお越しください〉

			「オレの出番か……」

			「そのよう……ですわね…………」

			　セシリアがなぜか、消沈して言った。

			「どうかしたのか？」

			「わたくしつい先ほどまでは、ラクトさまが初戦で負けてもよいと思っておりました…………」

			「うん」

			「しかし今では、わたくし以外には負けていただきたくない想いで、胸がいっぱいなのですわ……」

			「それで？」

			「しかしラクトさまのお相手である、パトリア＝タロッターさまには、ラクトさまでも敗戦なさる可能性が……」

			「なに……？」

			「えっ……？」

			「ぜな……？」

			　セシリアが言うと、ライナやレミナ、リンディスまでが目を見開いた。

			「確かに表を見る限り、わたしやアマクサと同じく、ひとりで参加している猛者ではあるようであるが……」

			「それでもラクトが負ける姿なんて……」

			「想像できないぜな……」

			（こくっ。）

			「ボクもちょっと、そーぞーできないけどなぁ」

			　三人の話にリアも混ざってうなずくと、気絶しているシャルルを膝枕しているミーアも言った。

			「たっ……確かに、わたくしも、ラクトさまがそう簡単に敗北するとは思いませんわ。しかし、パトリア＝タロッターさまは――」

			「さまは？」

			「このわたくしを、破った過去すらあるのですわっ！」

			　なん……だと？

			　オレは思わず驚(きよう)愕(がく)し、絶句して固まった。

			　それと同時に、叫ばずにはいられなかった。

			「なんでオマエ、自分が強さの指標になると思ってんのっ?!」

			「それはどういう意味ですのっ?!」

			「どういう意味もなにも、オレに瞬殺されたオマエを倒したって聞いても、別になんとも思えねぇよ」

			「それがライバルのわたくしに、おっしゃるようなことですのっ?!　わたくしラクトさまを心配しているがゆえに、注進いたしましたのにっ！」

			「いや、まぁ……そうか。あくまでも、心配したからの発言か」

			「あんまりですわぁ！　ラクトさま、あんまりですわぁ～～～～～～～～～！！！」

			　セシリアは、いつものように泣きながら走り去った。

			　かわいいけれど残念っていうか、アホの子なんだよなぁ。かわいいけれど。

		

	
		
			第６話　もしもラクトが弱くなったら。

			　

			『さぁーて、いよいよＤブロック第三回戦！　司会・実況のわたくしが、全ブロックでもっとも注目しているカードですっ！　まず東から現れるのは、予選大会でハンディリングを身に着けていたにもかかわらず、圧倒的な実力を見せた超反則(ハイチート)、アマクサラクト選手うぅぅぅ――――っ！』

			　オレが会場に入ると、大歓声がオレを包んだ。

			　リングへとあがったオレは、指貫きグローブのような、シルバーメタルの手(しゆ)甲(こう)をはめた。

			『そして西より現れるは、前大会の準優勝者！　〈銀(ぎん)札(ふだ)の貴公子〉、パトリア＝タロッター選手だああぁぁっ！』

			　これまた歓声に包まれて、ひとりの男が現れた。

			　金色の髪をカールさせ、派手な衣服を身にまとった優(やさ)男(おとこ)である。

			　口にはバラを咥えてて、見るからにナルシストっぽい。

			「空に輝く太陽(ザ・サン)が、今日もカッコいいボクを見ている……」

			　訂正。

			　ナルシストっ『ぽい』ではなくって、完全なナルシストだ。

			　つかコイツ、前回の準優勝者なのか。

			　アホの子のやつ、オレに助言をするつもりなら、そっちのほうを言えよ。

			「キミ――アマクサくんといったねぇ？　悪いことは言わない。棄権したまえ」

			「いきなりなんだよ。意味わかんねぇぞ」

			「なにしろボクは、カッコいいからね……！」

			「ホントに意味わかんねぇぞっ?!」

			「カッコいいボクが華麗にキミを倒したら、キミの女の子たちはこのカッコいいボクに、好意を寄せることになってしまう。敗北の屈辱の上に女の子たちを取られてしまう辛酸。それは便器と同じくらいに、舐めたくないものだろう？」

			「確かに負けたら、そういうこともあるかもな」

			　オレは否定しなかった。

			　人が変わるものである以上、シャルルやライナの心変わりは責められない。

			　自分の魅力が相手を繋ぎ留めるのに至らないにもかかわらず、相手に向かって『ずっと惚(ほ)れてろ』と言うのも傲(ごう)慢(まん)である。

			　だから――。

			「そん時は修業して、もっぺん惚(ほ)れ直させるだけだ」

			「言うねぇ」

			「はうぅ～～～」

			　パトリアがニヤリと口角をゆがめ、観客席のシャルルが悶えた。

			「カッコいいでありますぅ。ラクトさまぁ。ラクトさまぁ。はうぅ～～～～～」

			「でもリーダー。実際どーなの？　ラクトさんが負けたらさぁ」

			「シャルルはシャルルは、ラクトさまがお負けになったら……」

			　オレのシャルルは人差し指を咥えて、ぽわぽわと妄想を始めた。

			　大会の期間中、テレパシーを使えるリアとくっついていたせいであろうか。

			　妄想の中身がオレにも見える。

			『オレはもうダメだ。負けたショックで、戦えなくなっちまった』

			『ラクトさま……』

			　妄想のシャルルはオレの隣に座り、オレの手を握った。

			『そのようなことはないであります。シャルルはシャルルは、ラクトさまがどれほどか弱くなってしまったとしても、底の見えない海よりも深く、ラクトさまをお慕(した)い申しあげるシャルルであります……！』

			『シャルル……』

			『ラクトさま……』

			（ラクトさまは、シャルルの瞳(ひとみ)をじっと見つめて、唇をおかさねになると…………）

			　押し倒した。

			『はぅわん！　はぅわぁん！　ラクトさまっ！　ラクトさまあぁ！　このような場所で、このような場所で、いけないでありますっ！　いけないでありますうぅ！』

			　どんな場所なのかは（ピンクのぽわぽわした空間だったので）よくわからないが、妄想のオレは、妄想のシャルルのおっぱいに吸いついた。右のおっぱいを揉(も)みながら左のおっぱいに吸いついて、ちんこをぶち込み腰を動かす。

			「はぅわんっ、はぅわあぁん！　ラクトさまっ、ラクトさまあぁ～～～～～」

			　もはや単なるエロゲというか、エロビデオだった。

			「はうぅ～～～～～～～～～～～～！！！」

			　現実のシャルルが、かわいい顔を手で覆(おお)う。

			　[image: gaiji3.png]な顔をして、頭から湯気がでそうなほどに恥じらって、お尻(しり)の尻尾(しつぽ)をパタパタ振った。

			　そこだけ見れば、恥じらい屋さんで、はにかみ屋さんな女の子。

			　だがしかし、やっているのはエロ妄想。

			『スケベだなぁ、シャルルは！』

			『はぅんっ！　はうぅんっ！』

			　四つん這いの姿で尻(しり)の肉を掴まれて、ガンガン突かれてよろこんでいる。たゆんたゆんと揺れる巨乳が、オレの股間を刺激する。

			　まったく――。オレのシャルルは淫乱むっつりピンクだぜ。

			「弱くなったアマクサとなると、もちろんわたしが養うわけで……。家に帰ると、いつもアマクサがわたしを出迎え…………クゥン」

			　ライナも（18禁ではないが）妄想を広げ、胸をキュンキュンさせていた。

			　カミーユなども、妄想していた。寝込んでいるオレに背を向け、手料理を作っている。

			『いつも悪いな。カミーユ』

			『しししっ、仕方ないだろっ！　戦えないって言うんなら、ボクがめんどう、見るのは……』

			『ありがとう、カミーユ。大好きだよ』

			　妄想のオレ、妄想のカミーユを後ろから抱きしめる。

			　妄想のカミーユは、顔を真っ赤にさせてつぶやいた。

			『ばか………………』

			　ほかのみんなもそんな感じで、弱くなったオレをどう養うのか妄想していた。

			　幼いリアも、ぎゅっ～～～～～～～～～[image: gaiji.png]とオレを抱きしめて、必死になって守るアピールを、（妄想の中で）していた。

			　しかし18禁に至っているのは、みんなの中でもシャルルひとりだ。

			　シャルル以外は、18禁に至らずオレを支えようとしている。

			　サキュバスのミーアでさえも、キスしていちゃいちゃしている程度であるというのに。

			　サキュバスよりもドスケベって、なかなか持てる性質じゃないよ。

			　オレはパトリアに言った。

			「大丈夫みたいだけど？」

			「それは――キミがこのカッコいいボクに負けていないからそう言えるのサ」

			　パトリアはフッと髪をかきあげ、ナルシィな笑みを浮かべた。

			『それでは前(ぜん)哨(しよう)戦も盛りあがったところで、ヴァーラスキャルヴ学園武芸会・Ｄブロック三回戦――始めえぇっっ！』

			「フッ」

			　試合が始まるや否や、パトリアは両手を広げた。虚(こ)空(くう)に大きな円をなぞる。

			　二十二枚のタロットカードが等間隔に並び、ルーレットのように回る。

			　パトリアはピッと一枚引き抜き、ニヤリと笑った。

			「やはり初めは、『魔術師(マジシヤン)』か」

			　詠(えい)唱(しよう)を始める。

			「英知をまといし汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は、体現された奇跡！　ザ・マジシャン！」

			　パトリアのカードが燃えて、光がぐにょりと飛びだした。光は人が手にした英知――炎を象徴するかのような、紅いローブをその身にまとった魔術師に変わる。

			　ただし顔はフードで見えず、手には杖を持っている。

			　魔法で作られた存在だからか、命というのを感じない。

			「…………」

			　魔術師が、無言で杖を振ってきた。

			　巨大な火球が飛んでくる。

			（なかなかの火力だな）

			　オレは冷静に分析し、サイドステップで回避した。

			　しかしその刹(せつ)那(な)、火球はギュオンとカーブして、オレを追尾してきやがった！

			　が――。

			「甘いっ！」

			　オレは腕を横薙(な)ぎに払い、火球を弾いた。

			　弾かれた火球はリングを囲む結界にあたり、花火のように弾けて消えた。

			「…………」

			　またなにかするつもりなのだろう。魔術師(マジシヤン)の杖が、宙でくるくると回った。

			　ヘビのような炎がでてきて、地面にもぐる。

			（こいつは――）

			　オレはツウッと息を詰め、意識を深く集中させた。

			　足の裏から根っこのようなオーラが伸びて、地面にもぐるイメージを作る。

			　地面の中を突き進んでくるエネルギーのカタマリを、第六感で感じ取り――。

			　

			　身を翻(ひるがえ)して回避するっ！

			　

			　オレを背後から襲った赤い炎は、アーチを描いて地に落ちた。

			　炎は再び地面にもぐる。

			　オレは同時に地を蹴った。

			　炎が背後から迫ってくる速度よりも速く、魔術師(マジシヤン)に接近し――。

			「オラアァッ！」

			　手刀を放つっ！

			　魔術師に実体はないらしく、手応えらしい手応えはなかった。

			　それでもふたつに裂けたローブは、双方ともにボシュンと消えた。

			「キミもなかなか、カッコいいじゃないか」

			　パトリアは笑みを浮かべて、再び宙にカードを広げた。

			　先ほどよりも一枚減った、二十一枚のカードがルーレットのように回る。

			　次はいったいなにがくるのか。楽しめそうな相手じゃないか。

			　オレは口元に笑みを浮かべて、パトリアの召(しよう)喚(かん)を待った。

		

	
		
			第７話　Ｄブロック二回戦。～ラクトvsパトリア～

			　

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は強き意志！　天使の色と、悪魔の色を従えし騎士！　ザ・チャリオッツ！」

			　パトリアのカードが赤く燃え、新たな敵が召(しよう)喚(かん)された。

			　中世の戦車だ。

			　凶悪な面構えと隆々とした筋肉を持つ白い軍馬と黒い軍馬。

			　そして二匹が引く、猛々しい台車に乗った騎士。

			　シルバーグレイの甲(かつ)冑(ちゆう)を着込んでいるそいつは、眼だけが怪しく光ってる。

			　騎士が右手で剣を抜き、左手で馬にムチを打つ。

			　馬(ば)蹄(てい)の音が、地鳴りのように響く。

			　バガラッ、バガラッ、バガラッ。

			　二頭の軍馬が、接近し――。

			　

			　跳んだ。

			　

			　馬の跳躍力はすごい。

			　地球の馬でもトップクラスの馬となれば、八メートル以上の幅を一息で跳ぶ。

			　ましてファンタジー世界となれば、その圧力は、地球のそれの比ではない。

			　象が落ちてきたかのような勢いを、オレは跳んで回避した。

			　オレの立っていた足場が、かなりド派手にぶち壊される。

			　そして前には、甲(かつ)冑(ちゆう)の騎士。

			　振り下ろされるは、白銀の刃。

			　オレは手(しゆ)甲(こう)でそいつを受けた。

			　ギィンッと重い音が鳴り、オレの体がすこし押された。

			　ヒザがくる。

			「オラァッ！」

			　オレは素早く拳を落としてヒザを曲げ、相手のヒザを挟み込んだ。

			　バギャッと砕き、正拳を放つ。

			　シルバーグレイの甲(かつ)冑(ちゆう)に亀裂が入り、目の前の騎士は吹っ飛ぶ。

			　けど――。

			（軽いっ?!）

			　殴った時の触感は、硬いけれども軽かった。

			　その感覚から察するに――。

			（身代わりかっ！）

			　直感的に悟ったオレは、同時に後ろに気配を感じた。

			　騎士は甲(かつ)冑(ちゆう)を脱ぎ捨てて、薄くて軽い、ライトアーマーの姿になっていた。

			　両手を合わせた硬い拳が、ハンマーのように落ちてくる。

			　オレは腕をクロスさせ、かろうじてガードした。

			　硬い地面に、背中から落とされる。

			　そして馬。

			　黒馬が高々と足をあげ、イカズチのごとき勢いで振り下ろしてくる！

			　

			　ズドォンッ！

			　

			　衝撃が、オレの両腕に圧しかかった。

			　馬がギリギリ体重をかけて、オレを押し潰そうとしてくる。

			　地味に重い。

			　さらに騎士が落ちてきたのか、重い力が馬の両足にかかった。

			「っ――」

			　オレは歯を食い縛り――。

			「うらああっ！」

			　オレを踏んづけている馬の足を、馬(ば)蹄(てい)ごと握り潰したっ！

			「ヒヒイィィィンッ！」

			　馬、奇声をあげてのけ反った。

			　オレは転がって離脱した。

			　ガォンと足が落ちてきて、オレが寝ていた場所を砕く。

			　オレは素早く立ちあがる。馬(ば)蹄(てい)の破片を握り締め、親指で弾いた。

			　バチンッ、バチン！

			　二発の指弾は、騎士と黒馬の眉間を撃った。

			　騎士はボシュンと煙に変わった。馬は再び、ヒヒィンとのけ反る。

			　オレは地を蹴り飛び跳ねた。宙を回って浴びせ蹴り。丸太のように太い首に、オレのカカトを減(め)り込ます。

			　黒馬の首が大きくひしゃげ、黒馬もそのまま煙となった。

			「ガウッ！」

			　残った白馬が馬らしからぬ声をあげ、オレに噛みついてきた。

			　オレはバックステップで回避して、右のフックを白馬のこめかみに叩き込む。

			　グジャッ……と、骨の砕ける音がした。

			　白馬は横薙(な)ぎに倒れ、ボシュンと白い煙に変わった。

			　間髪入れず声がする。

			「汝(なんじ)の真(マ)名(ナ)は死！　ただ純然たる、生命の終結を告げる者！　ザ・グリムリーパー！」

			　声がした。

			　血のように赤いローブを身に纏(まと)った死神が突っ込んできていた。

			　タロットカードの一三番目。死神(グリムリーパー)である。

			　全長二メートル五〇センチぐらいのそいつが、オレとの距離を一瞬で詰める。

			　持っていた巨大なカマを、オレに向かって振りおろしてきた！

			「っ！」

			　オレはバックステップを踏んで、カマを避けた。

			　オレの立っていた地面が、激しい形に抉(えぐ)られる。

			　さらに死神はカマを振りあげ、斜め上から横薙(な)ぎに振ってきた。

			　オレは跳んで回避して、死神の顔面に一発ぶち込んでやろうと拳を固めた。

			　しかしそれよりも早く、死神の左手が怪しく光り――。

			　黒いイカズチを放った！

			「ぐっ！」

			　オレは腕をクロスさせて、直撃は防いだ。

			　だが衝撃で押し流される。

			　半端な鉄より丈夫なはずの、ミスリル糸で編まれた服にも焦げ目がついた。

			　死神が突っ込んでくる。

			　巨大なカマを、横薙(な)ぎに振ってくる。

			　予想されるは、オレの胴体を真っ二つにするであろう、残虐な軌跡。

			　そこまで完璧に見切ったオレは、カマの一撃を右手の手(しゆ)甲(こう)で受けた。

			　インパクトの瞬間に右手を下げて衝撃を殺し、左手のアッパーでカマを砕く。

			　パキィン――。

			　甲高い音が鳴り、銀色のカマが吹っ飛ぶ。

			　オレはすかさず突っ込もうとしたが、死神は、それよりも先に下がった。

			　折れたカマをＸ(クロス)に振った。

			　死神の周囲に鉄球のような、黒いカタマリがいくつも浮かんだ。

			　そのカタマリが、オレに向かって飛んでくる！

			　ズガガガガンッ！

			　オレはそれらを、回避ではなくガードした。

			　一打一打は若干重く、積み重なるとキツそうだ。

			　オレは散弾がやんだのを見計らい、タンと地を蹴り走りだす。

			　が――。

			　死神が口をあけ、黒い光を溜めだした！

			　この光、食らうとヤバイような気がする。

			　だがオレは、あえて地面を蹴り込んだ。

			　加速をつけて鋭く跳んで、死神の野郎が光を発するより早く――。

			　死神のアゴに、アッパーを叩き込む！

			　ボガンッ！

			　黒い魔法が暴発し、死神の頭は吹っ飛んだ。

			　死神は、魔術師やチャリオットとおんなじように、白い煙となって消える。

			「グリムリーパーも倒すとは、なかなかにやるねぇ」

			　パトリアが、キザな笑みを穏やかに浮かべた。

			「そっちこそ、口先だけじゃないみてーだな」

			「このボクが口先だけでないのは、このカッコいい顔を見ればわかるだろう？」

			　パトリアはまたも、謎のポーズを取った。

			「ちなみにボクが持っているカードは、全部合わせて二十二枚。基本的には、ナンバーが高いほど強い」

			「…………」

			「そして参考までに言っておくと、キミの倒したチャリオットはセブン。グリムリーパーですら、真ん中よりもすこし上(サーテイーン)に過ぎない」

			　パトリアはカジノのディーラーのように滑らかな手つきでシャッフルをすると、カードを円形に広げた。

			「ちなみに――平均的な闘士ではチャリオット。セシリア嬢でさえ、前回の大会ではナンバーフィフティーンのデーモンに瞬殺された。そこそこカッコいいキミは、いったいどこまで耐えられるかな？」

			　特殊な力でカードたちをルーレットのように回し、不敵な笑みを浮かべるパトリア。

			　このタイミングで突っ込めば、召(しよう)喚(かん)前に勝てるかもしれない。

			　だがオレは、あえてパトリアの召(しよう)喚(かん)を待った。

			　召(しよう)喚(かん)の際に隙ができるとなれば、一定の対策はしているはずだ。

			　仮に対策をしていなかったとしても、それを潰す気はない。

			　確かにパトリアの言う通り、オレは負けるのかもしれない。

			　しかしギリギリの緊張感が、今は楽しい。

			　心臓がドクドクと高鳴って、意識や視界が研ぎ澄まされる。

			　狂悦めいた歓喜が広がり、アドレナリンが全身を巡る。

			　地球にいたころはゲームかなんかでよく味わっていたが、こっちの世界にくることで逆に減った、極限に近い状態での戦いだ。

			　仮面ライダーの変身を待つ戦闘員は、あるいはこんな気持ちだったのかもしれない。

			　いや……。それはないな、うん。

			　まぁ、いい。

			　さぁ、こい。

			　タロット野郎。オレをもっと楽しませろ。

			　パトリアが、カードをピッと引く。

			　それは今までと違い、パトリアが詠(えい)唱(しよう)をする前に燃えた。

			　パトリアの真後ろに、巨大な塔がそびえ立つ。

			　パトリアがどこか、不穏な空気をたずさえて言った。

			「ところで、アマクサラクトくん……」

			「なんだ？」

			「このカッコいいカードたちを召(しよう)喚(かん)しているカッコいいボクだけど……魔力の【ステイタス】は、Ｂの２５０ぐらいしかない……」

			「Ｂの２５０……？」

			　一般人よりは遥かに高いものの、リアやライナに、リンディスよりも低い。

			「そんなボクがこれほどの力をあつかえるのは、能力にデメリットをつけたからさ」

			「…………」

			「タロットの一部――例えばザ・タワーを引くと、過ぎた力を得ようとした代償としてギャアァァ―――――――ッ！」

			　

			　パトリアは塔から放たれたイカズチを食らい、黒焦げになった。

			　

			　黒くなりつつも立ってるが、時間の問題でぶっ倒れそうだ。

			「オマエどうして、そんな能力にしたんだよ……」

			　オレがあきれて尋ねると、パトリアの口がゆっくりと開いた。

			　浮かぶ愁いの表情は、深く意味深である。

			　この空気……なんだろう。

			　自爆のリスクを負ってでも倒したい『敵』が、パトリアにはいるということだろうか。

			　軽いように見えて、実はそういう事情を抱えているとか――――。

			「ボクはカッコいいから、電撃なんて食らわないかと思って……」

			「バカなのかっ?!」

			　しかしオレの突っ込みも虚しく、パトリアは両手を広げて空を仰いだ。

			「空に輝く太陽(ザ・サン)が、カッコいいボクを見ている…………」

			　パトリアは、光の粒子となって消えた。

			　オレは勝った。勝利した。

			　でもなんだろう、この釈然としない気分っ！！！

			　

			　ちなみにまったくの余談だが、死神をドイツ語で言うと、ゼンゼンマンである。さらに真紅はプルプルン。つまり真紅の死神は、プルプルン・ゼンゼンマンである。

			　ボールペンをクーゲルシュライバーと呼び、フライパンをブラートプファンネと呼ぶ傍らで、『真紅の死神』がプルプルン・ゼンゼンマンである。

			　さらにドイツ語で骸(がい)骨(こつ)は、ゲリッペである。

			　つまり真紅の骸(がい)骨(こつ)は、プルプルン・ゲリッペである。

			　フォークのことをディ・ガーベルと呼ぶ一方で、真紅の骸(がい)骨(こつ)はプルプルン・ゲリッペ。

			　ドイツのセンスはどこかおかしい。

		

	
		
			第８話　アホの子はアホの子。

			　

			　ライバルになるかもしれないと思った相手が、ただのバカだったでござる。

			　そんな体験をしたオレは、いたたまれない気分で会場をでた。

			「ラクトさまっ！」

			　途中の廊下で、セシリアが寄ってきた。

			　笑顔がなんかムカついたので、オレはほっぺたをつねった。

			「みいぃ～～～～～～～～～っ！」

			　セシリアは、鳴いてから叫ぶ。

			「いったいなにをなさるのですのっ?!　今のわたくし、なにもしておりませんですわっ！」

			「今のはただの八つ当たりだからな。オマエに落ち度があったら、八つ当たりにならん」

			「確かにわたくしに落ち度があれば、八つ当たりにはなりませんわねっ！」

			　アホの子のセシリアは、晴れやかな笑みで納得した。

			　しかし次の数秒で、しばし沈黙をする。

			　そして――。

			「その前に、八つ当たりをするのがおかしいのではなくって?!」

			　気づいた。

			「気づくの遅すぎんだろ」

			　オレは突っ込みのついでに、セシリアのほっぺたを再びつねった。

			「みいっ、みいぃ～～～～～～～～～！」

			　つねられたセシリアは、くすん、とかわいく鼻をすすった。

			「おひどいですわぁ……。ラクトさまは、完全におひどいですわあぁ……」

			「すまん。今のは確かにオレが悪い。その代わり、試合はちゃんと応援するからそれで許せ」

			　オレは素直に謝って、セシリアの頭をポンと叩いた。

			　指の腹や手のひら全体を使って、くしくしぐりぐり撫(な)でまくる。

			「はみゃっ…………」

			　セシリアは、気持ちよさげに瞳(ひとみ)を細め、顔をぽうっと赤くした。かわいい尻尾(しつぽ)もふりふりゆれる。

			　オレは手を離す。

			　セシリアは、オレが撫(な)でていた場所に両手を置いた。

			　かわいいネコミミを後ろにふにゃっと垂れ下げて、うるんだ瞳(ひとみ)で言ってくる。

			「おひどいいじわるをしたあとに、おやさしくするのは、おずるいですわぁ……」

			「そうかもな」

			　オレはあえてなにも言わずに、フフッと笑った。

			「それじゃあ試合、がんばれよ」

			「もちろんですわぁ！」

			　セシリアは意気を込め、会場へと向かった。

		

	
		
			第９話　セシリアの試合。

			　

			　観客席に戻ると、アリシアがいた。

			「どうも……」

			　ぺこ……と頭をさげてくる。

			「おねぇさまの戦いが始まりますので、ラクトさまと応援しようと思いやってきました」

			　アリシアのほっぺたは、ほんのりと赤い。

			　それはオレへの好意にも、セシリアへの好意にも見えた。

			「そそっ、そういう理由……なのですです」

			　するとアリシアの脇にいた、リミィが言った。

			　なんかよくわからんが、目を伏せて気まずそうにしている。

			「なんかあったのか？」

			「べべっ、別になんにもないのですです！　本当に、なにもないのですです！」

			「昨日の夜からこの調子なので、監視の意味も込めてわたしの隣にいてもらっています」

			　リミィはネコミミの女の子であり、セシリアの親衛隊だ。

			　それなのに、まったく信用されてなかった。

			　そんなこんなをしているうちに、試合の準備が整った。

			『さあぁー、ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、Ｄブロック四回戦！　この戦いを制するのは、果たしてどちらの選手かあぁ―――っ！』

			　司会の女がマイクらしきものを握って、声を振り絞った。

			『まず東より現れるは、〈高貴なる不沈艦〉、セシリアァ―――、フェアゲッセェェェンッッ!!』

			「わたくしゼッタイ勝利して、ラクトさまと戦いますわぁ!!」

			　セシリアは、オレを指差しビシッと言った。

			『そして西より現れるのは、〈ハイグレード・サモナーズ！〉、アサギ選手とパルデラ選手だあぁ―――っ！』

			　現れたのは、ふたりの女。

			　背の低い黒髪の女と、背の高いメガネの女だ。

			　黒髪の女は白衣を着ていて、メガネの女はメイド服を着込んでいる。

			『それではっ、ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、Ｄブロック四回戦、開始いぃ!!』

			　試合が始まるや否や、白衣を着込んだ背の低い黒髪の女――アサギが、トランプのようなカードを広げた。

			　その中の一枚を引いて、宙へと放る。

			「顕現するのデスッ、ゴーレムッッ！」

			　呼び声に従って、ゴーレムが現れた。

			　岩石で形作ったゴリラのような、武骨で逆三角形の体躯をしたゴーレム。

			　サイクロプスのような単眼が、ぎょろりと動く。

			「二十三層にある砂漠の遺跡マップ最下層にいた、ガーディアンクラスのモンスターデスっ！」

			『アサギ選手は、弱らせたモンスターを白紙のカードに捕獲して、任意の時に放つという技能を持った召(しよう)喚(かん)士だあぁぁ――！』

			　アサギが言うと、司会の女が補足した。

			「エンチャントカード・ディフェンド！」

			　パルデラもカードを取りだし、アサギが召(しよう)喚(かん)したゴーレムに投げた。

			　水平に飛んだカードは、ゴーレムの背中に吸われる。

			　ゴーレムの色が、青銅色に変わり始めた。

			　サイクロプスのような単眼も、不気味な赤に変わる。

			「パルデラのエンチャントカードは、普通の使用法では味方を強化するだけですが、特定のモンスターとカードを組み合わせた場合、そのモンスターを進化させる効果があるのデスッ！」

			　アサギは律儀に解説すると、腕を振った。

			「行くのデスっ、アイアンゴーレム！」

			〈バルーム〉

			　ゴーレムはくぐもった声をあげると、意外に素早くセシリアに寄った。

			　腕を振りあげ、振りおろす。

			　ドゴォンッ！

			　すさまじい音が鳴り、リングに大きなクレーターができた。

			　さらにゴーレム、腕を回避したセシリアに向かって、赤く光る目を向けた。

			　ビームが飛びだすっ！

			「みゃあっ！」

			　セシリアは、顔を横に動かして回避した。

			　紅いビームはセシリアの頬をかすめて、リングに細い亀裂を作る。

			『すさまじい破壊力だあぁっ！　これは当たると、ひとたまりもないぞおぉぉぉ！』

			「ですけどそれは、当たればですわあっ！」

			　セシリアは叫び、右手を横に突きだした。

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は、我に等しき高貴なる栄光！　エーデルグラス」

			　愛用の斧を召(しよう)喚(かん)し、ゴーレムに向かって突っ込む。

			「クラッシュ・エンドですわあぁ！」

			「ムダですわよっ！」

			　アサギが叫んだ。

			「アイアンゴーレムの真価は、その防御力！　摂氏一二〇〇度の炎にも零下五〇度の冷気にも耐え、クレートソードの一撃を受けても、かすり傷をつけるのが――――」

			　アサギは解説していたが、ゴーレムは真っ二つに裂けた。

			「なっ…………」

			　絶句するアサギ。

			　セシリアは、斧を肩にかついで言った。

			「摂氏一二〇〇度の炎や零下五〇度の冷気にも耐えようと、高貴なるわたくしの攻撃は防げない。これはただ、それだけのお話ですわっ！」

			　セシリアは、朗々と叫んだ。

			　本当に、接近戦だと強いやつだ。

			「くっ……」

			　アサギがカードを広げ、中の一枚を引き抜いた。

			「レッダー！　ブルータス！　イエロイド！」

			　放たれたカードから、ずんぐりとしたゾンビがでてくる。

			　頭が不自然に大きい、三頭身ぐらいのゾンビだ。

			　それぞれ、赤、青、黄色を帯びている。

			　パルデラが、自身が持ってたカードをかざした。

			「速き風よ、我らに加護をっ！」

			　ギュイィィィン――と、アサギたちとゾンビに、エフェクトのようなものがかかった。

			　三体のゾンビが、三色のブレスを吐きだしてくる。

			　エンチャントの効果なのだろう。ブレスの速度はかなり速い。

			「はにゃっ……」

			　セシリアは斧で払ったが、残滓の一部を食らってしまう。

			　セシリアの服の、赤いブレスに触れた部分がじわりと溶けた。

			　ゾンビ三体が跳びかかってくる。

			　これもやはりエンチャントの力か、けっこう速い。

			　セシリアは迎撃の構えを見せたが、黄色いゾンビの拳をみぞおちに受けて吹っ飛ぶ。

			　すぐに立ちあがるものの、足はかなりふらついていた。

			　でもちょっとおかしい。

			　今の攻撃、並みのやつが食らうなら、けっこうなダメージだ。

			　しかし丈夫さが取り柄のセシリアが、ふらつくほどではないと思う。

			　なのにふらついてるってことは……。

			「ワタシのレッダー、ブルータス、イエロイドが吐くガスは、赤いガスが装備を腐食、青いガスは生き物を衰弱、黄色いガスは生き物をマヒさせる効果があるのデス！」

			　ということだよな。

			「ずいぶんとご自慢のようですが……。わたくしにとっては、ちょっとした寝不足と変わりませんわぁ……っ！」

			　セシリアは斧を握り、アサギをにらんだ。

			　明らかな虚勢。

			　その青ざめた顔は、ちょっとした寝不足どころではない。

			　だがしかし、瞳(ひとみ)はまったく死んでいない。

			　金色の獅子のごとき気迫を、見る者すべてに与えている。

			　セシリアの虚勢が、現実化していく。

			「ッ――」

			　アサギは怯み、優勢なはずが後ずさる。怯えた顔で腕を振り、ゾンビたちに言った。

			「レッダー！　ブルータス！　イエロイド！　もう一度、浴びせるのデス！」

			　三体のゾンビが、口からガスを吐きだした。

			　それは先ほどと同じく、かなりの速度でセシリアに向かう！

			　セシリアは、ガスを回避しようとしない。

			　回避のための機敏な動きというのをとれない。

			　とれないが、オレのほうをチラと見て――――。

			「みゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

			　

			　リングを斧でぶっ叩く！

			　

			　ガォォォンッ！

			　すさまじい音が鳴り、巨大なクレーターが地面にできる！

			　そして広がる衝撃の波が、迫るガスを吹き飛ばす！

			　セシリアは駆けた。

			　前線のゾンビを一撃で葬(ほうむ)り、アサギに向かって斧を振るっ！

			「アサギさまっ!!」

			　だがパルデラが、アサギを肩で突き飛ばす。

			　パルデラは斧の一撃を浴びて、光の粒子となって消えた。

			　セシリアは、返す刃でアサギも斬ろうとしたが――。

			「みゃっ……」

			　ガスの効果でよろけてしまう。

			　倒れないよう踏み留まるが、アサギとは距離を取られた。

			「このカードだけは、使いたくありませんデシたが……」

			　アサギが、とっておきらしいカードをだした。

			「顕現せよっ！　グレイ・スレッグ！」

			　ボシュッとカードが破裂して、煙の中から現れたのは――。

			　

			　灰色のナメクジ。

			　

			　サイズはデカいがそれだけで、以上でなければ以下でもない。

			　司会の女も疑問を叫ぶ。

			『これはカードの選択ミスかあぁっ?!　アサギ選手、次元迷宮二十三層のゴーレムですら苦にしなかったセシリア選手に、第一層や第三層で当たり前に見られる雑魚をくりだしてきたぞおぉぉぉぉっ!!』

			「これはミスではないのデスよ……！」

			　アサギは、ニヤリと笑った。

			　それは決して、偽りでなければ虚勢でもない。

			　一般的な探索者にとっては、ただヌメニュルとしているだけの雑魚。

			　しかしセシリアを知っている者ならば、その有効性がわかる。

			　事実当のセシリアは、瞳(ひとみ)を見開き、ぷるぷる震え――。

			「みゃああ～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

			　悲鳴をあげた。

			　その場にぺたりと尻(しり)餅(もち)をついて、みゃあみゃあ泣いて後ずさる。

			　情けない背中が、オレのほうに近づいてきた。

			「ムリですわっ！　ムリですわぁ！　わたくしわたくし、ヌメッ、ヌメッ、ヌメニュルだけは、ムリですわあぁぁぁぁっ！」

			　セシリアは首を振り、泣きじゃくる子どもみたいな声をあげた。

			「そういうことですか……」

			　アリシアが、はあっと小さなため息をついた。

			「リミィ、あなた。アサギさまに、おねぇさまの情報をもらしましたね？」

			「…………」

			　リミィはなにも答えなかった。

			　しかしうつむき、小さく震え、下唇を噛みしめている姿は、熟練の弁舌家よりも雄弁であった。

			「リミィ……」

			　会話が聞こえていたのだろう。

			　へたれ込んでるセシリアが、哀しみに満ちた顔をこちらへ向けた。

			「も、も……」

			　なにも言われていないリミィだが、その表情は、針を飲まされたかのように辛そうであった。

			　柵に手をかけ、セシリアに向かって叫ぶ。

			「申しわけありませんっ！　セシリアさまっ！」

			　謝罪の声は真剣だ。その場凌ぎのごまかしという印象はない。

			　ただならぬ取り引きがあったとしても、おかしくのない雰囲気だ。

			　リミィの妹や弟。あるいは大切な友人や師匠が、人質に取られていたり――。

			「ツヴェルク産のロイヤルミルクキャンディを人質に取られてしまったリミィは、逆らうことができなかったのですです！」

			　なんてことはなかった。

			　オレにアリシアはもちろんのこと、あのセシリアですらも、あいた口がふさがらない。

			「なんと卑劣な……っ!!」

			　ただしライナは納得していた。

			「納得しちゃうのっ?!」

			「ただのキャンディではないのだぞっ?!　ロイヤルなのだぞっ?!　ミルクなのだぞっ?!　悩んでしまうのは当然であろうっ?!」

			　ライナは拳をギュッと握って、必死になって主張してきた。

			　その姿は身長相応の子どもな感じで、やたらかわいい。

			　必死になって言っているから、余計にかわいい。

			　もっとも、これで納得できるのは、甘いものが大好きなライナだけだろう。

			　事実セシリアのほうは、まったく納得していなかった。

			「つまりあなたは、キャンディのためにわたくしを裏切ったということですのっ?!」

			「ちがうのですですっ！　ただのキャンディではなく、ロイヤルミルクなキャンディですですっ！　それにリミィは、セシリアさまを裏切ったのでもないのですですっ！」

			「み……？」

			　セシリアが首をかしげると、リミィはズバッと言い切った。

			「リミィはリミィはただ純粋に、ロイヤルミルクキャンディの魅力に付き従っただけなのですですですうぅ～～～～～～～～～！」

			　さすがセシリアの親衛隊。アホの子である。

			「一ミクロンも変わりませんわぁ！」

			　セシリアは叫んだ。

			　そんなことをしている間にも、ナメクジは近づいていた。

			「みゃあぁ～～～～～～～～～っ！」

			　セシリアは四つん這いで逃げる。

			　そしてとうとう、リングの端へと追い詰められた。

			「みいぃ、みいぃ…………！」

			　絶望に顔を染め、いやいやと首を振る。

			　そんなセシリアを見ていると、オレはなんだかムカついた。

			　フェンスに手をかけて叫ぶ。

			「つーかオマエは、次の試合でオレと戦うんだろっ?!　それなのに、そんな雑魚にみぃみぃ泣かされてるんじゃねぇ！」

			「みっ……」

			　セシリアは、下唇を噛み締めた。

			　けして大きいとは言えない身を震わせて――。

			「わたくしっ、泣かされてなどございませんわぁ！！！」

			　立ちあがった！

			「そう言い張るんなら、根性見せろやぁ！」

			　厳しいことを言ったオレだが、口元はゆるんでた。胸の奥も熱くなってる。

			　あのアホの子が、苦手を克服しようとしているのである。

			　多少愛おしくなっても、仕方ないと言えるだろう。

			（がんばれよ、セシリア）

			　オレはわりと素直な気持ちで、セシリアにエールを送った。

			　デカくてキモいナメクジたちが、口をうめうめ動かしながら、セシリアににじり寄る。

			　セシリアは、自身の愛斧を構え――。

			「やっぱりわたくしムリですわあぁ！」

			　敵に背を向けうずくまり、頭を抱えてブルブル震えた。

			「わたくしわたくしヌメニュルだけはっ、ヌメニュルだけはダメなのですわぁ！　ダメなのですわっ！　ダメなのですわあぁ!!」

			　ひくっ、うっ、うっ……。

			　うずくまったセシリアは、かなり本気ですすり泣いた。

			　空気を読んだ司会の女が、声高に叫ぶ。

			『アホの子選手、戦意喪失のため、ヴァーラスキャルヴ学園武芸会・Ｄブロック四回戦目は、〈ハイグレード・サモナーズ！〉、アサギ選手とパルデラ選手の勝利となりますっ！！！』

			　

			　ポンコツアホの子の大会が終わった。

		

	
		
			第10話　負けたセシリアに『おしおき』をするお話。

			　

			　セシリアの対戦が終わり、今日の日程が消化された。

			　会場を賑やかしていた観客たちが、ひとりひとり会場を出る。

			　外からは、賑やかな声や音が響いていた。

			　この大会は、大会であると同時にお祭りでもある。

			　なので見ていた観客たちは、今は屋台を楽しんだり、お祭り独自のレクリエーションをやったりとしているはずだ。

			　だがオレは、席から動かずムスッとしていた。

			　原因はアイツだ。

			「みいぃ…………」

			　電柱の陰に隠れるストーカーのように、近くの壁から顔だけだして、哀しそうにこちらを見ているアホの子だ。

			　頭についているネコミミを、みゃあぁん…………と垂れ下げこちらを見ているアホだ。

			　そんなセシリアのことを、オレは露骨に無視してる。

			　セシリアのアホは、オレがチラリと視線を送ると、顔をパアァ――と輝かせ、頭の耳もピイィンと立てる。

			　逆にツイッとそっぽを向くと、みいぃ…………と露骨にしょんぼりし、かわいい耳も垂れ下げる。

			　

			　チラッ。

			　パアァ――――。

			　

			　ツイッ。

			　みいぃ…………。

			　

			　チラッ。

			　パアァ――――。

			　

			　ツイッ。

			　みいぃ…………。

			　

			　このくり返しだ。

			　そんなにオレが気になるんなら、早くこいやと思うのだけれど、きやがらない。

			　オレがこんなに不機嫌なことは滅多にないので、ほかのみんなも戸惑っている。

			「ラクトさま」

			　硬直を破ったのは、アリシアだった。

			　オレの右手を両手で握り、祈るような目つきでオレを見てくる。

			「そろそろ、おねぇさまを許してあげてはもらえませんか？　このままですと、わたしの大切なおねぇさまは、さびしさで死んでしまいます」

			「そこまで……？」

			「はい」

			　さすがアホの子。めんどうな飼育特性を持っていやがる。

			「リミィからも、おねがいしますですですっ！　セシリアさまの敗戦は、リミィが悪いせいなのですですっ！　なのでいたぶるのなら、リミィにしておいてほしいのですですっ！」

			「まぁ……許すべきか否かという問題はさておいて、わたし個人の感想を言えば、細かいことを気にしない、おおらかなキミが――――」

			　ライナが話を締めようとしたが、途中で顔を赤くして、口(くち)篭(ごも)もってしまった。

			「すっ、すっ……」

			　言葉がとまって沈黙が生まれ、みんなの視線がライナに集まる。

			　それが余計に、ライナをしゃべりにくくする。

			「すぅ、すうぅ～～～…………」

			　恥ずかしい罰ゲームでもさせられているみたいになったライナは、オレの隣に寄ってきた。

			　オレの耳元に唇を寄せて、こしょこしょと言ってくる。

			（好き……だ）

			　言葉はハッキリ聞こえたが、オレはあえて言ってみた。

			「えっ？　なんだって？」

			「いいっ、今の距離で聞こえていないはずがなかろうっ！」

			「その通りなんだけど、もう一回聞きたかったから」

			「はぐっ……！」

			　恥ずかしいのだろう。ライナはグッと歯を噛んだ。銀色の髪が、わずかに逆立つ。

			　かわいい。

			　オレはライナをよしよし撫(な)でた。

			「はぐうぅ…………」

			　ライナは目を伏せ、もじもじすると、オレのほうをキッと見た。

			　オレの胸ぐらを掴み――。

			　唇を重ねてきた。

			　グッ……、ググッ……と唇を押しつけて、舌をちゅるりと入れてくる。

			　オレの舌とこすれ合う。

			　舌の触れ合いは一瞬だったが、痺れるような快楽が、脊髄を走った。

			「仮に今ので伝わらんなら、わたしはキミを本気で怒るぞっ！」

			　怒っているのか恥ずかしいのか、ライナの顔は、真っ赤であった。

			　かわいい。

			　オレはライナを抱きしめて、お返しのキスをした。

			「んっ…………！」

			　最初は驚(きよう)愕(がく)に目を見開いたライナだが、舌をねじ込まれると大人しくなった。

			　澄んだ瞳(ひとみ)をうっとり細め、舌による愛(あい)撫(ぶ)を受ける。

			「はぐうぅ…………」

			　唇を離すころには、すっかりとろけたメス犬の顔になってた。

			　とってもかわいかったので、二回目のキスをする。

			「んんうぅ…………っ！」

			　ライナの許容量をオーバーしている感じであったが、オレはあえて気にしなかった。

			「ラクトさん、ボクもおぉ♡」

			（………。）

			　そしてオレが唇を離すと、ミーアとリアが服の袖を引いてきた。

			　ミーアがほっぺに、リアが口に、ちゅっ……♡　とかわいいキスをしてくる。

			　ふたりの胸が、ふにっ♡　と当たった。

			　オレはふたりを同時に抱きしめ、ふたりの美乳をふにふに揉(も)んだ。

			「やあっ♡　あーんっ♡」

			「んっ………♥　んっ………♥」

			　ミーアの声は明るくえっちく、リアの反応は湿っぽくてなまめかしい。

			　しかし共通してるのは、どちらもよろこんでいることだ。

			「まったく。ふたりそろってえっちぃな」

			「ラクトさんほどじゃないよぉ～♡♡♡」

			（こくっ。こくっ。）

			　正論である。

			　オレはふたりのおっぱいを、ぐにゅうぅぅぅ♥　っと握った。

			　そんなことをしていると、視界の端にセシリアが映った。

			「はみゃあぁん…………」

			　無視を続けられたアホの子は、ＭＮＧ――マジで泣きだす五秒前な、うるうるまなこでオレを見ている。

			　ここまでくると、さすがに憐(れん)憫(びん)の情が湧いてくる。

			　オレはふたりに離れてもらい、アホの子に言ってやる。

			「こっちこい、アホの子」

			「セシリアですわぁ！　わたくしの名前は、高貴なるセシリア＝フェアゲッセンですわぁ！」

			「どっちでもいいから早くこい。そしたらさっきの、許してやるから」

			「み……」

			　セシリアの顔に、光が差した。

			　しおれていたネコミミも、ピィンと立った。ヒスイの色をした瞳(ひとみ)が、キラキラと輝いた。

			「ラクトさまあぁ～～～～～～～～～っ！」

			　両手を広げ、満面の笑みで駆け寄ってくる。

			　哀しみの涙でうるんでいた瞳(ひとみ)が、喜びの涙で満ちる。

			　オレも同じく両手を広げて、セシリアを迎え――――。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～っ！」

			　ほっぺたをつねった。

			　セシリアの髪をぐしゃぐしゃにいじり、座席に座る。セシリアの腕と体を捕まえ、やわらかな腹部をオレのヒザに乗せる。

			「いったいなにをなさるのですのっ?!　いったいなにをなさるのですのぉ?!」

			「この体勢でやることなんて、お尻(しり)ぺんぺんしかないだろうが」

			　オレはセシリアの尻(しり)を、いやらしく撫(な)でた。

			「みゃあぁぁぁんっ！」

			　尻(しり)を撫(な)でられたセシリアは、はしたない嬌(きよう)声(せい)をあげた。

			「はみゃっ、みゃあぁ、みゃあぁ～～～～～～～～～ん！」

			　じたばた暴れるセシリアは、次第に顔を赤くしていく。

			　尻(しり)を叩かれるのがイヤというより、さわられてるのが恥ずかしいといった感じだ。

			　そうしてオレは、セシリアの嫌がることが大好きである。

			　むにゅっ、ぐにゅっ、ぐにゅっ。

			　手のひらでセシリアの尻(しり)を撫(な)でながら、五本の指でお尻(しり)をいじる。

			　叩くのではなく愛(あい)撫(ぶ)する。

			「はみゃあぁん！　はみゃあぁ―――んっ!!」

		

	
		
			[image: p_103.jpg]
		

	
		
			　喘ぎまくったセシリアは、オレがいじる手をとめると半泣きで言った。

			「わたくしのこと、許してくださるのではなかったのですの……？」

			「許してやるにもケジメはいるかなって思ってさ。理不尽な体罰と趣味に近いお仕置きと、意味のないウサ晴らしはやることにしたんだよ」

			「どれひとつとして、正当なものには聞こえませんわぁ！」

			「いいから黙っていじめられてろ」

			「みゃぁんっ！　みゃあぁんっ！」

			　お尻(しり)を叩かれたセシリアはあえいだ。

			　[image: gaiji.png]な顔や、目(め)尻(じり)に浮かぶ涙なんかが、やたらかわいい。

			　そうなんだよな。

			　かわいいんだよな。最近のコイツは。

			　ムカつくこともわりとある。ことあるごとに、いじめてもいる。

			　それでもかわいいこともあるのが、このアホの子だ。

			　それを強く感じたオレは、セシリアを抱きしめた。

			　小さな顔をオレの胸板にうずめさせ、セシリアの髪に顔をうずめる。

			　甘くふんわりとした香りが、オレの鼻孔をくすぐった。

			「みゃあっ?!」

			　悲鳴をあげたセシリアは、けれど暴れたりはしなかった。

			　息を詰め。

			　頬を染め。

			　オレの胸元を、キュッ……と握り締めた。

			　お尻(しり)についてるネコの尻尾(しつぽ)も、緊張気味にピィン――と立った。

			　本当にかわいい。

			　オレはセシリアを肩に手を置いて、ほんのすこしだけ離した。頬に手を当て、やさしく撫(な)でる。

			「ラクトさま……」

			　セシリアは頬を染め、瞳(ひとみ)を左右に泳がせた。

			　しかし覚悟を決めたかのように、「っ……」と瞳(ひとみ)を固く閉じた。

			　オレは無防備になったセシリアの唇に、オレ自身の唇を――。

			　

			　重ねたりするはずもなく、ほっぺたをつねった。

			　

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

			　不意打ちだったこともあってか、セシリアは、いつも以上に愛らしい声で鳴いた。

			　セシリアはかわいい。本当にかわいい。

			　だけど想えば想うほど、さっきの件がやたらイラつく。

			　セシリアへの好意を認めれば認めるほどに、言わずにはいられない。

			「このアホの子がっ！　オレ以外のやつにいじめられやがって！！！」

			「みいぃっ?!」

			「『みいぃっ?!』じゃねぇよっ、『みいぃっ?!』じゃ！　オレのライバル自称すんなら、オレ以外のやつにはいじめられるなって言ってるんだよっ！」

			「自称ではないですわっ！　ライバルですわぁ！　わたくしとラクトさまは、お互いに掛け替えのないライバルで――――みいぃ～～～～～～～～～っ！」

			　うるさいことを言ってきたので、つねる両手に力を込めた。

			　セシリアは、両手をパタパタ動かした。

			　オレはたっぷりといたぶってから両手を離した。

			「おひどいですわっ！　おひどいですわぁ～～～～～～～～～～～～～～～！」

			　セシリアは、泣きながら走り去っていった。

			「ラクトさま」

			　アリシアが寄ってくる。

			「おねぇさまをお慰めくださって、ありがとうございます」

			「アレでよかったのか……？」

			「先ほどのおねぇさまは、ラクトさまでしか慰めることができませんでした。しかし今のおねぇさまであれば、わたしでも慰めることができます」

			「慰めることは前提なのか……」

			「そこはやはり、おねぇさまですので」

			「大変だな」

			「わたしは、おねぇさまのことが大好きですから……」

			　本当に、アリシアはいい子だな。

			　オレはアリシアの頭を撫(な)でた。

			「はにゃあ…………」

			　アリシアの頬が赤く染まった。

			　かわいいネコミミはピクピクと動き、お尻(しり)の尻尾(しつぽ)も、気持ちよさげにふりふりゆれた。

			　こういうところは、セシリアと似ている。

			　かわいい。

			「あの……」

			　アリシアに、オレのシャルルが語りかけた。

			「どうなさったのですか？　シャルルさま」

			「実はシャルルは、セシリアさまにお聞きしたいことがあったシャルルなのでありますが……」

			「どのようなことですか？」

			「炎を斬る方法であります」

			　そう言って、シャルルは続ける。

			「シャルルの次の対戦相手は、火炎魔法を使うユキさまであります。そしてセシリアさまは、予選で火炎魔法を斬り裂いていたであります。ですからシャルルは、炎を斬る方法について学びたいのであります！」

			「よく見てんだなぁ、シャルル」

			「はううぅ～～～」

			　オレがシャルルの頭を撫(な)でると、シャルルは尻尾(しつぽ)をパタパタ振った。

			「みいぃ～～…………」

			　するとすこし遠くから、セシリアの声がした。

			　壁の裏から顔だけだして、こちらを見ている。

			「なに見てんだよ、オマエ」

			「それは、その……」

			　セシリアは、ほっぺたを赤くした。

			　ツゥ――と顔を引っ込めて、片目だけをだして言う。

			「ラクトさまに、追ってきていただきたくって……」

			「そうか」

			「そうですわ……」

			　そうなのであった。

			「ま、いいから早くこっちにこいよ」

			「みゃあ……」

			　セシリアは、しおらしくやってきた。

		

	
		
			第11話　セシリアがまとも、だと……？[image: gaiji7G.png]

			　

			「リーシャ！」

			「はいっ！」

			　屋内の訓練場。

			　セシリアがアリシアを愛称で呼ぶと、アリシアは腕を構えた。

			　手首の腕輪がキイィン――と光り、直径一メートル級の白い光弾が発射される。

			「みゃあっ！」

			　セシリアはそれを、自身の斧でぶった斬った。

			　裂かれた弾は、セシリアを避けるかのように分離して、後ろの壁にぶち当たって弾けた。

			「とまぁ……シャルルさまが身につけたい技は、このような技でございますのね？」

			「はいでありますっ！」

			「みいぃ……っ！」

			　シャルルの返事にセシリアは、尊敬を受けていることを感じたらしい。

			　恍(こう)惚(こつ)に感じ入り、それを深く噛み締める。

			「わたくしが知っている限り――相手の魔法弾や、魔法で作られている閃(せん)光(こう)を裂くには、ふたつの方法がございますわ！　ひとつ目が先のわたくしのように、巨大な武器で切断する技。ただこれは、シャルルさまの膂(りよ)力(りよく)では難しいと思いますわ」

			「はうぅ……」

			「なのでシャルルさまが身につけるとしたら、もう片方の方法になりますわ！」

			「わんっ！」

			　ダメだしを受けて落ち込んでいたシャルルが、一気に元気な声をだした。

			　表情がころころと変わるシャルルかわいい。

			「ふたつ目とは、魔弾の起点を裂く方法ですわっ！」

			「はぅ……？」

			「マナで作られた魔法弾や閃(せん)光(こう)、炎には、芯のようなものがあるのですわ！　そこを起点に切り裂けば、膂(りよ)力(りよく)に劣ってしまう方でも魔法弾や閃(せん)光(こう)、マナを中心媒体にした魔(ま)法(ほう)炎(えん)を裂くことは可能ですわ！」

			「はうぅ～～～～～～～～～っ！」

			　恐らく想像しているのだろう。

			　シャルルは瞳(ひとみ)をキラキラと輝かせて、ぷるぷると震えた。

			　けれども、オレは驚(きよう)愕(がく)していた。

			　目の前の光景を、信じることができなかった。

			　ひとつの気持ちでいっぱいだった。

			　それは――。

			　セシリアがまとも…………だと？[image: gaiji7.png]

			　信じられなかったオレは、セシリアに近づいた。

			　オデコに手を当て、熱を測る。

			「っ――！」

			　セシリアが、顔を真っ赤にして離れた。

			「ななななっ、なんですのっ?!」

			「まともな理論を立てていたから、熱でもあるのかと思って」

			「それはどういう意味ですのっ?!」

			「普段のオマエは、アホの子って意味」

			「そういうセリフは、オブラートに包むものではなくって?!」

			「オレはオマエを、『この地図によれば、わたくしたちがいるのはあの向かいの山ですわ！』とか言いだすようなやつだって思ってた」

			「包んだ結果がそれですのっ?!」

			「イエスであってイエスだな」

			「おひどいですわぁ！」

			「でも実際、さわったら熱かったぞ」

			「はにゃっ……」

			　セシリアは怯んだ。

			　頬を染めてうつむくと、胸の前でもじもじ指を絡ませた。

			「それは……。ラクトさまの手のひらが、想像以上に大きく、たくましかったから……ですわ」

			　かわいい。

			　だけどやっぱり、セシリアがまともな理論を語るというのは、とても違和感がある。

			「おねぇさまが語られになった技術理論は、八代目であるレイボルト＝フェアゲッセンさまが発見なされたものです。それ以降、フェアゲッセンの家に伝わる戦闘技術論としては、基礎として教えられております」

			「そうなのか」

			「応用は極端に苦手なおねぇさまですが、基礎であれば人並みに覚えることができなくもありません」

			　小馬鹿にしているようにも聞こえるアリシアの言葉。

			　ただアリシアに、そんな様子はまったくない。

			　そういうところも含めて、深くセシリアを慕(した)っている雰囲気だ。

			　基本いい子なアリシアだけど、ちょっと天然なところもあるような気がする。

			「と、いうことですわぁ！」

			　まぁセシリアは、胸に手を当て、誇らしげに答えるけど。

			「とにかくシャルルは、魔法弾の芯を切る練習をすればよろしいのでありますねっ?!」

			「おっしゃる通りですわっ！」

			　セシリアは、アリシアに目配せをした。

			　アリシアが、腕輪のついた手首を構える。

			　オレはシャルルの後ろに立って、シャルルのことを見守った。

			「ではシャルルさま、剣をお構えになってください」

			「はいっ！」

			　ドォンッ！

			　シャルルが構えると同時、白い光弾が腕輪から放たれる。

			「はううっ！」

			　シャルルは直撃を食らい、かなりド派手に吹っ飛ばされた。

			　オレはガシッと抱き留める。

			　シャルルはオレをじっと見つめて、ぽうっとほっぺたを染めた。

			「ラクトさま……」

			「大丈夫か？」

			「はっ……はいっ！」

			　シャルルは自力で、オレから離れた。

			「わたしがつけているシルバーリングから放たれる魔法弾は、殺傷力は低めですが、反発力は強めです。普通の魔法弾よりは遥かに安全なものですが、ダメージはあるのでご注意ください」

			「了解であります……！」

			　シャルルは再び剣を構えた。

			　アリシアが、二撃目をだしてくる。

			「芯であります……。芯であります……」

			　シャルルは光弾を見つめるが――。

			「はぅわぁんっ！」

			　結局は見つからず、またもド派手に吹っ飛ばされた。

			　オレは再び、シャルルの体を抱き留めた。

			「はううぅ…………」

			　オレに迷惑をかけてしまっていると思っているのか、シャルルは申しわけなさそうにうなった。

			「気にすんな」

			　オレは軽く言ってやって、シャルルの背中をポンっと押した。

			「はいでありますっ！」

			　シャルルにとって、オレの存在は絶対だ。

			　だからオレが『気にするな』と言えば、気にしないようにがんばる。

			　ドンッ、ドンッ、ドンッ。

			　シャルルは何度も吹き飛ばされた。

			　そのたびに、オレはシャルルを抱きとめた。

			「はうっ！」

			「はぅんっ！」

			「ラクトさまぁ……」

			　シャルルはオレに抱きとめられるたび、オレに対する好感度をアップさせた。

			　心の声ももれてくる。

			（大好きであります……。ラクトさま、大好きでありますうぅ……！）

			　テレパシーを使えるリアと、会話してきたせいだろう。

			　最近はオレひとりでも、微妙にわかることがある。

			「ではシャルルさま、お構えを」

			「はいっ！」

			　シャルルが構え、アリシアが光弾を放つ。

			　シャルルは光弾に剣を突き立ててみるが、効果らしい効果はなくて――。

			「はぅわぁんっ！」

			　吹き飛ばされる。

			　それでもシャルルは諦めず、何度も何度も吹き飛ばされた。

			　光弾に吹き飛ばされるたび、シャルルの体はみしりときしむ。

			　息があがって。

			　心も、体も、限界に近づいて。

			　それでも必死に、ひたすらに、アリシアの放つ光弾に向かっていく。

			　強くなりたい。

			　今よりもっと、強くなりたい。

			　そしてオレの役に立ちたい。

			　シャルルから見れば遥か高みにいるオレに、すこしでも近づきたい。

			　そんな気持ちも、ひしひしと伝わってきた。

			　それだからオレも、心の底からシャルルを思って、ひしっと抱きとめてやる。

			　しかし魔法のダメージは、確実に蓄積しているわけで――。

			「はうっ……！」

			　吹き飛ばされたシャルルが、剣も手から離してしまった。

			「はうぅ、はうぅ…………！」

			　吐く息も絶え絶えで、瞳(ひとみ)もかなり、うつろに近い。

			「休憩だな」

			「しかしシャルルは、まだ、なにも……」

			　オレはシャルルの背中を押した。

			「はうわっ……」

			　シャルルはよろよろ前に進んだ。

			　ふらついた足は自身の体重を支えることもできず、シャルルは地面に倒れ――。

			　倒れこむ前に、オレはシャルルを抱きとめた。

			　シャルルの耳元に唇を寄せて、言い直す。

			「休憩だ」

			「………………はい」

			「いい子だな」

			　オレはシャルルを座らせて、カミーユのほうを見た。

			「なっ、なんだよ」

			　カミーユは、オレと目が合っただけでほっぺたを赤くした。

			　かわいい。

			「訓練の時間がけっこう長かったから、なにか作っていないかと思って。カミーユって、オレの中だとエプロンが似合う嫁の枠だし」

			「なんだよその枠っ！　ボクはオトコだぞっ?!」

			「でも実際、どうなんだ？」

			「それはまぁ、作ってきてる…………けど」

			　カミーユは、頬を赤らめてそっぽを向いた。

			　視線の先には、かわいいピンク色した布で包まれた、重箱らしきものがあった。

			「シャルのことはきらいじゃないし、オマエのことは大好き…………だし」

			「そうか」

			　オレはカミーユの頭を撫(な)でた。

			「ううぅ～～～」

			　カミーユは、下唇を噛み締めてうなった。

			　それでも顔は照れで真っ赤になってるし、尻尾(しつぽ)はパタパタ振られてる。

			　かわいい。

		

	
		
			第12話　アリシアちゃんにセクハラ [image: gaiji6G.png]

			　

			　オレはスプーンで、カミーユが作ってくれたバナナヨーグルトみたいな食べ物を混ぜた。

			「ほら、シャルル。あーん、しろ」

			「はうぅ……」

			「どうした？」

			「シャルルはシャルルは、自分で食べることのできるシャルルであります……」

			「知ってる」

			　けど今は、オレが食べさせてやりたい気分だ。

			　なので気にせず、シャルルの口にバナナヨーグルトを押し込む。

			「はぅんっ……」

			　眉を八の字にしていたシャルルだが、バナナを口に押し込められると、もこもこと咀(そ)嚼(しやく)した。

			「うまいか？」

			「カミーユさまの手作りをラクトさまが食べさせてくださっているのですから、おいしいに決まっているであります……」

			　健気に言ってくるシャルル。

			　かわいい。

			　子犬にエサを与える気分で、ふた口目を食べさせた。

			「あーん、しろ」

			「はぅ……」

			「うまいか？」

			「カミーユさまの手作りをラクトさまが食べさせてくださっているのですから、おいしいに決まっているであります……」

			　答えはまったく同じだが、滲(にじ)み出ている真実味が、なんとも言えないかわいらしさをオレに伝える。

			　オレに対する好感度を日々あげまくっているシャルルだが、シャルルに対するオレの好感度も、日々あがりまくってる。

			「ん………。」

			　するとリアが、オレの口元にタマゴ焼きを持ってきた。

			　オレは、あーんして食べる。

			「おいしいよ」

			「ん………♥」

			　とってもうれしかったらしい。

			　リアはオレのほっぺたにキスをしてきた。

			　やわらかなおっぱいが、ふにゅっと当たる。

			　気持ちいい。

			　オレはよい気分で、アリシアが持っているバナナヨーグルトが入った容器を混ぜた。

			　中のバナナを、ヒザの上のアリシアの口元に持っていく。

			「…………」

			　アリシアは頬を染め、唇を引き結んでいた。

			「どうした？」

			「その前に……わたしはどうして、この位置なのでしょうか……？」

			「シャルルの訓練を手伝ってくれたアリシアには、カミーユのおいしい手作り料理を食べてもらいたい。だけど左右はリアとシャルルで埋まってるから、残りはヒザの上しかない」

			「理屈は理解しておりますが、この体勢ですと、その…………。

			　ラクトさまの男性的な部分が、わたしの、…………に当たるわけでして……」

			　アリシアは、お尻(しり)をもじもじ動かした。

			　どう見てもためらいや恥じらいの仕草なのだが、逆に愛らしいお尻(しり)が、オレの股間にぐにぐに当たって、エロいことになっている。

		

	
		
			[image: p_123.jpg]
		

	
		
			「んっ……」

			　アリシアもそれに気がついたのか、頬の赤みを強くした。

			「イヤなのか？」

			「わたしはラクトさまのことは、おねぇさまの次に慕(した)っております……。なので、イヤということはございませんが……」

			「が？」

			「恥ずかしい……です」

			「そうか」

			　アリシアの訴えを聞いたオレは、アリシアの頭をくしくし撫(な)でた。華(きや)奢(しや)な体も、ぎゅうっと抱いた。

			　アリシアのやわらかなほっぺたに、オレのほっぺたが触れる。

			「みっ……！」

			　アリシアの耳がピクッと動き、体がキュン……っと強張った。

			「ですから、その……」

			「うん」

			「そのぉ……」

			「なに？」

			　真っ赤な顔のアリシアは、口をもごもご動かして――。

			「みいぃ…………」

			　と、かわいらしくうめいた。

			　するとセシリアが言ってきた。

			「わわっ、わたくしも、シャルルさまの訓練にはご協力いたしましたわっ！」

			「そうだな」

			「ですから……協力を理由に、わたくしのリーシャを愛でるなら、その…………」

			「その？」

			　セシリアは、頬を赤くしてうつむいた。

			　胸の前で指を絡ませ、うつむいたままの上目使いでオレを見て言う。

			「わたくしにも、なにか…………」

			　そういうことか。

			「でもオレが『愛でる』って、こういうことをする可能性もあるぞ？」

			　オレはアリシアの服の隙間に手を差し入れた。生のおっぱいを直接に揉(も)む。隠れ巨乳なアリシアの胸は、実に揉(も)み応えがあった。

			「はにゃあぁんっ……！」

			　アリシアは抵抗もせず、羞(しゆう)恥(ち)で顔を真っ赤に染めた。

			　セシリアは、アリシア以上に赤くなって叫んだ。

			「わわわっ、わたくしが望んでいるのは、いやらしいこと以外ですわぁ！」

			「そうか」

			　オレはアリシアが持っていた容器を手に取った。

			　くるくると混ぜて、セシリアの口元にやる。

			「ほら。あーん、しろ」

			「みいっ！」

			　セシリアは、顔をボンッと赤くした。

			　それがすこしかわいく見えて、オレの顔も赤くなる。

			　しかしセシリアをかわいいと思うと、なぜか素直になれなくて言った。

			「いいから早く食えよ。でないとなかったことにするぞ」

			「イヤですわぁ！」

			　セシリアは、[image: gaiji.png]な顔で食いついてきた。

			「どうだ？」

			　セシリアは頬に手を当て、夢見るような声音で言った。

			「生まれて初めて美味を体感した、セレイエルの気分ですわ……」

			　オレにはよくわからない例えだが、おいしいと思ってるらしいことはわかった。

			「ま、まぁ、カミーユの手作りだしな」

			「そそっ、そこでボクに振るなよ！」

			　カミーユは、真っ赤になって叫んだ。

			　でも満更ではなさそうだった。

			　食事が終われば、訓練の再開――。

			　とは、ならなかった。

			（はぅん…………）

			　オレのシャルルがオレの腕に腕を絡ませ、そのまま寝入ってしまったのだ。

			　くぅ……。くぅ……。くぅ……。

			　つぼみのように愛らしい桜色の唇から、甘い寝息を立てている。

			　逆サイドにはリア（起きてる）もくっついてるので、両手に花だ。

			「よほど疲労していたと見えるな」

			「そうみたいだね」

			　オレはライナのつぶやきに答えて、シャルルの頭をやさしく撫(な)でる。

			（はうぅ……）

			（はうっ、はうっ）

			（わんっ……！）

			　それでいて、夢の中でも訓練をやっているらしい。

			　一生懸命な寝言のたびに、腕や体がビクビク動く。

			「しかしその体勢では、キミのほうも辛かろう。敷くものとかけるものを持ってきてやる」

			「ありがとう、ライナ」

			「まっ、まぁ、ほかならぬキミのためであるしな」

			　ライナはぽうっと頬を染め、かわいい尻尾(しつぽ)をパタパタ振った。

			（………。）

			　ついでにリアも、オレとライナを交互に見つめた。

			　ライナのあとについてくか。このままオレとくっついてるか。悩んだ顔で交互に見つめ――。

			（ちゅっ………！）

			　[image: gaiji.png]な顔で、オレのほっぺにキスをした。

			　断腸の思いでオレから離れ、ライナのあとをトテテとついてく。

			「キミもアマクサとシャルル＝ノイスタッドのために、敷くものとかけるものを用意したいのか？」

			（こくっ。）

			　

			◆　◆　◆

			　

			「持ってきたぞ、アマクサ」

			　ライナが言った。

			「見た目は粗末なワラのようだが、レッドジャムが入ってる。土の上でも温かく、やわらかいはずだ」

			　オレはシャルルを腕につけつつ、ゆっくりと仰向けになった。

			　確かにライナの言う通り、いい触感で温かい。

			　弾力のあるウォーターベッドみたいな感じだ。

			　これはいいな。とてもいい。

			「ありがとう、ライ…………あれ？」

			　オレはお礼を言おうとしたが、ライナの姿は消えていた。

			　いずこに？

			　と思うと、布団の横が、もぞりと動いた。

			　ライナであった。

			　布団の中にもぐり込み、オレの脇腹にくっついてくる。

			　ライナは目を伏せ、薄暗い布団の中でもハッキリとわかるぐらいに、ほっぺたを染めた。

			「この布団で眠るキミを想像してみたら、いっしょに寝たくなってしまった――というか。キミにくっついていたシャルル＝ノイスタッドが羨ましくなってしまった――というか。持ってきたのだから、役得で――というか…………」

			　どの理由にしても、恥ずかしいという意識はあるのだろう。

			　ライナは頬を染めたまま、か細くも愛らしい声をもらした。

			　とってもかわいかったので、オレはライナのお尻(しり)を撫(な)でた。

			「はぐっ…………！」

			　ライナの体がピクンと動いた。

			　恥じらいの吐息が、オレの脇腹をくすぐる。

			「キミというやつは……。息をする感覚で、いやらしいことをしてくる男だな……」

			　ライナはもじもじ、恥ずかしそうに身をよじったが、オレから離れようとはしなかった。

			　そして、ライナがうらやましくなったのだろう。

			　リアも布団に入り込み、オレの上に乗ってきた。

			（すこしはなれて、さびしかった………です。）

			「そっか」

			（こくっ。）

			　結局オレは、三人と寝た。

			「ラクトさま……♥」

			「アマクサぁ……♥」

			　シャルルとライナは、眠っていてもオレの名を呼んだ。

			　オレの名前は呼ばなかったリアも、オレの胸に顔をうずめて、すりすり頬ずりしたりしてきた。

			（えっち………。）

			　夢の中では、オレにエロいことをされているらしかった。

		

	
		
			第13話　シャルルの訓練。

			　

			　ふと気がつくと、オレとシャルルは訓練を再開していた。

			「はうっ」

			「ハうッ」

			「わぁんっ！」

			　オレのシャルルがつい先刻と同じように飛ばされ、オレにガシッと抱き留められる。

			「平気か？」

			「平気であります……わん」

			「いい子だ」

			　そのたびにオレは、シャルルにやさしく声をかけ、シャルルを前方に押しだしていた。

			　ただそこに、オレの意思のようなものはなかった。

			　オレの行動でありながら、オレの意識は一歩引いてる。体を動かすこともできない。

			　オレは思った。

			（夢か？）

			　そしてオレが動けないあたり、きっとシャルルの夢なんだろう。

			　テレパシーを使えるリアの影響で、受信限定だけどテレパシーが使えるようになりつつあるし、くっついて寝ていたしな。

			「はうぅ！」

			「シャルル！」

			　また吹っ飛んできたシャルルの体を、オレはガシッと抱き留める。

			「ラクトさま……」

			　シャルルは夢の中なのに、オレに対する好感度をアップさせてた。

			　本当に、愛らしい犬っ娘(こ)である。

			　しかしそんなシャルルだから、訓練は真剣だ。

			　大好きなオレに褒められたい。大好きなオレに近づきたい。

			　その一心で、非凡な集中力を発揮している。

			　集中力の密度だけなら、オレやリア、ライナにも負けない。

			　しかもオレが見る限り、アリシアが放っている光弾は、現実のそれと変わらない。

			　それもまた、シャルルが強い集中力で訓練に当たっていた証拠だ。

			　現実世界でしっかりと見ていればこそ、記憶はそれを再現できる。

			　訓練は続く。

			　一〇回、一〇〇回、二〇〇回。

			　一日に三〇時間という矛盾もこなせる濃密な空間で、シャルルは訓練を続け――。

			「はぅわぁんっ！」

			　光弾を裂いた。

			　シャルルは残心を取り、一秒、二秒と静止する。

			　剣をパチリと鞘に納めて、ぷるぷると震え――。

			「ラクトさまあぁ！」

			　オレに飛びついてくる。

			「やったでありますぅ、ラクトさまぁ！　できたでありますぅ、ラクトさまぁ！」

			　歓喜の声を幾度も叫び、尻尾(しつぽ)をパタパタ振りまくり、オレに抱きつきぴょんぴょん跳ねる。

			　腕に力を、ぎゅうぅ～～～～～～～～～っと込めて、オレの体にしがみつく。

			「ラクトさまぁ！　ラクトさまぁ！　だいすきでありますぅ！　だいすきでありますうぅ！」

			　そんな言葉も連呼した。

			　かわいいなぁ、ホント。

			　オレはシャルルを抱き返す。

			　夢の中のオレがオートでやっているはずのそれだが、シャルルの質感、肉感は、現実のそれと変わらなかった。

			「ラクトさまぁ、ラクトさまあぁ～～～♥♥♥」

			　オレのシャルルは本当に、いつでもどこでも夢の中でも、健気で一生懸命だ。

			　シャルルがオレを大好きなのと同じくらいに、オレもシャルルが大好きだ。

			　などとオレが思っていると――。

			「はうッ……！」

			　オレの手が、シャルルのお尻(しり)に伸びていた。

			　シャルルが動かしているであろう夢の中のオレが、おっぱいのそれとはまた違う肉付きのよいお尻(しり)を、むぎゅりむぎゅりと揉(も)んでいた。

			　オレの指が動くたび、シャルルのお尻(しり)に指が食い込んだりした。

			「ハうッ、うンッ、ラクトさま。ラクトさま……っ！」

			　シャルルが荒い吐息を発し、逃げるように蠢(うごめ)いた。

			　しかし密着している今においては、えっちなサイズのえっちな胸を、オレの胸板にぐにゅぐにゅと押しつけるだけだ。

			　オレはシャルルの背中に腕を回した。

			　胸板に当たっていたシャルルの巨乳が、さらにやらしく、ぐにゅうぅん……っと潰れる。

			　夢の中のオレが言った。

			「偉い子には、『ごほうび』だろ？」

			「はううぅ……！」

			　シャルルの尻(しり)を揉(も)んでいた指が淫(いん)靡(び)に動き、シャルルは恍(こう)惚(こつ)の声をもらした。

			　オレの胸元をギュッと握って、身を縮めてはぷるぷる震えた。

			　シャルルの巨乳をむぎゅりと握り、その先っぽをチロリと舐める。

			　衣服が溶けて乳首がでてきた。夢のオレはオートで咥えて、ぢゅうぅ……と吸った。

			　そこから先は一八禁だ。

			　一日に三〇時間という矛盾もこなせる濃密な空間の中で、一〇八回戦までやっていた。

			　ちなみにエロスの始まりは、こんな感じであった。

			「どうした？　『ごほうび』がうれしくないのか？」

			「恥ずかしいであります……わん」

			「オレは恥ずかしいかではなく、うれしくないかで聞いているんだっ！」

			（夢の中のオレは、シャルルのお尻(しり)をビシッと叩く）

			「はぅわあぁんっ！　♥!!　♥♥！　♥♥！！！」

			　むっつりピンクでかわいいシャルルは、マゾっけもあるらしいシャルルであった。

			　っていうかぶっちゃけどうなんだろう。シャルルのこの淫乱っぷりは。

			　オレはここがシャルルの夢世界とか思ってたけど、オレが勝手にそう思ってるだけって可能性もあるよな。そういうことにしてあげないと、シャルルについてる淫乱むっつりピンクっ子っていうイメージがさらに加速してしまう。

			　そうだよな。

			　これはきっと、オレ単体の夢だよな。

			　オレのシャルルは淫乱むっつりピンクな子だけど、こんなにえっちな夢を見るほどじゃないよな。

			　思っていたら目が覚めた。

			　左右にシャルルとライナが寝ていて、上にはリアが乗っている。

			　そして右手は、リアのお尻(しり)を揉(も)んでた。

			　ショーツという名のパンツ一枚をあいだに挟んで、むにゅむにゅと揉(も)んでいた。

			「あ………。んっ………。」

			　オレの指が動くたび、リアの口からは声がもれた。

			　夢ではシャルルのお尻(しり)を揉(も)んでいたが、実際にはリアのお尻(しり)を揉(も)んでいたわけか。

			　お尻(しり)を揉(も)まれているリアのほっぺたは赤く、瞳(ひとみ)はしっとりうるんでた。

			　オレの首筋に顔をうずめて、ささやくように言ってくる。

			「えっち………。」

			　しかしその声音には、満更でもない響きがあった。

			「ラクトの………えっち。」

			　体をするする下へとおろし、ズボンを脱がす。

			　朝の生理現象でいきりたっているそれに、口でご奉仕してくれた。

			　かわいい。

			　そんな感じで朝のイチャラブを堪能し、朝食を取る。

			「ところでさぁ、シャルル」

			「はぅ？」

			　オレが質問をすると、サンドイッチを食べていたシャルルは小首をかしげる。

			「きのう、オレの夢見た？」

			「はうっ……！」

			　シャルルの尻尾(しつぽ)が、ピーンっと立った。

			　真っ赤になって、視線を左右に泳がせてうつむく。

			「見ましたで……あります」

			「その夢ってさぁ、エロいことする夢だった？」

			「はうぅっ……！」

			　オレがこしょこしょ話の体裁で尋ねると、シャルルはカアアァッ――っと真っ赤になった。

			「それで尻(しり)を揉(も)んだあとは、一〇八回戦で悦んでたりしてた？」

			「はうぅうぅ……！」

			　シャルルは身をすくませて、ぷるぷると震えた。

			　隠し持っていたエロ本を見つかったみたいな顔をしている。

			　ああいう夢を見ていたのが、一回や二回ではないような雰囲気すらある。

			「ちなみにシャルルは、週に何回ぐらい見ているんだ？　あの手の夢」

			　シャルルは顔を、両手でおおってつぶやいた。

			「先週は、一三回でありました……わん」

			「一週間で一三回っ?!　どんなエロスを持ってれば、そんな矛盾が達成できんのっ?!」

			「夜のほかに、お昼寝も入れると、そうなるであります……わん」

			　なるほどなぁ……。

			　確かにオレは、回数で聞いたもんなぁ……。

			　それならお昼寝で見た場合も、回数に入って当たり前だよなぁ……。

			「っていうかシャルル。どんだけエロいの？　どんだけ淫乱ピンクなの？　ヘタすると、オレの三倍ぐらいエロいよ？」

			「はうぅぅ～～～～～～～～～～～～！」

			　そんなシャルルではあるが、やっぱり恥ずかしいらしい。

			　顔に手を当てたまま、うずくまってしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんなことがあったりしたが、食事が終われば訓練の再開である。

			　夢の中ではうまくできていたシャルルも、現実(こちら)のほうではできていないのだから当然だ。

			　しかしオレには、確信めいた予感があった。

			　技術ごとの習得は、坂ではなくて階段だ。

			　ゲームにおけるレベルのように、一定の経験値を貯めた瞬間、一気にできるようになる。

			『自転車に乗れるようになった瞬間』と言われれば、わかりやすいかもしれない。

			　シャルルは起きているあいだ、極めて高い集中力で練習していた。

			　さらに夢には、記憶を整理する作用があると言われる。

			　つまり最後の成功は、無数の失敗が整理され、頭の中に『回路』ができあがった証拠とも言えて――。

			「それでは……行きますよ」

			「はいっ！」

			　アリシアの声かけに、シャルルが元気な声を発する。

			　光弾が放たれた。シャルルは地を蹴り、剣を抜き――。

			　

			　一撃で裂いた。

			　

			　シャルルに裂かれた光弾が、オレの左右を抜けていく。

			　それはまさに、夢で見た時と同じ形だ。

			　斬ったシャルルの残心も、夢で見たそれと同じだ。

			　一秒、二秒と静止して――。

			「ラクトさまあぁ！」

			　飛びついてきた。

			「やったでありますぅ、ラクトさまぁ！　できたでありますぅ、ラクトさまぁ！　だいすきでありますうぅ、ラクトさまぁ～～～！」

			　夢とまったく同じ強さと笑顔でオレに抱きつき、ぴょんぴょんかわいく跳ねてくる。

			　お尻(しり)の尻尾(しつぽ)も夢と同じく、パタパタパタッ♪　と振られていた。

			　となるとオレも、夢と同じく尻(しり)を揉(も)んでやるべきか。

			　と――思ったが。

			「……」

			「…………」

			　夢の時と異なって、アリシアとセシリアがこちらを見ていた。

			　ふたりそろって目を見開いて、こちらを見ている。

			　なのでオレはシャルルを抱き返すのに留めた。

			「そんな顔してどうしたんだ？」

			「昨(さく)日(じつ)にはまったくできていなかった光弾斬りを、今朝の一回目でできたことに驚いております」

			「できなかったって言っても、夢の中では練習していたからな」

			「夢の……？」

			　アリシアが、怪訝そうに眉をひそめる。

			「夢にはいろいろな説があるけど、その中のひとつに『現実世界での情報を整理すること』ってのがある。つまり夢での練習は、頭が経験という名のデータを元に、演算とシュミレートをくり返している事象とも言えるわけ」

			　説明は終わった。

			　しかしアリシアとセシリアは、いまだ呆けてオレを見ていた。

			　オレは、近くに立っていたライナに尋ねた。

			「今の説明、わかりにくかった？」

			　同じく呆けていたライナが、ハッとして答えた。

			「話のスジは理解できたが、そもそも夢に、そのような仮説があるとは、初めて聞いたのでな……」

			「わたしも、ライナさまと同じでございます」

			　ライナとアリシアがつぶやくと、セシリアはきょどった。

			　ライナとアリシアを交互に見つめ、胸に手を当てて叫ぶ。

			「わたくしも、そのような感じですわっ！」

			「そうなのか？」

			「そうですわっ！」

			「本当の本当に、話もスジもわかったのか？」

			「本当の本当にそうですわぁ！　わたくし理解いたしましたわっ！　夢には、ええっと…………理解いたしましたわぁ！」

			　鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳を固め、[image: gaiji9.png]な顔で叫ぶセシリア。

			　それはどうみても、見栄か虚構かフィクションだ。

			　それでもオレは、セシリアのウソを認めてやることにした。

			「まぁ……オマエがそこまで言うんなら、きっとその通りなんだろうな」

			「そうですわっ！　その通りですわっ！」

			「そこまで言っておいて実はウソでしたとか、見栄を張っていただけでしたとか、そういうことを言うような卑(ひ)怯(きよう)者じゃないよな」

			「はみゃっ…………」

			　セシリアは、露骨に傷ついた顔をした。

			　しかし今さら、後には引けない意識もあるのだろう。

			　三秒後にはしゃくり泣いてもおかしくないような顔で――。

			「そうですわぁ……」

			　とだけ言った。

			「ラクトさま……」

			　いじめていたら、アリシアがつぶやいた。

			　いつも眠たげにしている瞳(ひとみ)をさらにうっすらと細め、視線でオレに言ってくる。

			（あまり、おねぇさまをいじめないで差しあげてください……）

			　アリシアに頼まれてしまうと、無下にはできない。

			　オレはセシリアいじめをやめてあげた。

			　幼い妹にここまで心配されるセシリアが心配になったりもしたが、シャルルの頭と背中を撫(な)でた。

			「まぁそれも、オレのシャルルが夢に出てくる勢いと熱意でがんばったからだけどな」

			「はううぅぅぅ～～～～～～♥♥♥」

			　シャルルは軽いヘヴン状態に入り、オレのなでなでを受け入れた。

			　尻尾(しつぽ)の振られ具合に至っては、千切れんばかりといった感じだ。

			　かわいい。

			「うれしい気持ちはとてもわかるが、一度の成功で満足してはいかんのも事実ではないかなっ?!」

			　ライナがオレの腕を取り、シャルルへと言った。

			「確かに、ライナさまのおっしゃる通りであります！」

			　ライナのそれは、どう見てもヤキモチのそれ。

			　しかしシャルルは、グッと元気に拳を握った。

			　ライナは後ろめたくなったらしくて、「はぐうぅ……」としおれた。

			　かわいい。

			　それでも主張は正論だ。

			　シャルルは剣を構えるし、アリシアは光弾をぶっ放す。

			「はうっ！」

			　気合い一(いつ)閃(せん)。

			　シャルルは鋭く光弾を裂いた。

			　二発、三発と発射されるが、シャルルは連続で裂いた。

			「ただの衝撃弾では、もはや問題にならないようですね……」

			「わんっ！」

			　自分の成長がうれしいらしい。

			　シャルルはいつものシャルルより、高いテンションでうなずいた。

			　尻尾(しつぽ)はやっぱり、パタパタ振られる。

			「それでは難易度をあげて、より本番に近くしましょう」

			　アリシアが、つけていた腕輪を取り換えた。

			　今度の腕輪は紅(あか)い。

			「ハアッ！」

			　アリシアが腕を振り、紅い腕輪から炎(えん)球(きゆう)を放った。

			「はううっ！」

			　シャルルはビクッと身をすくめ、その炎球を避けてしまう。

			　転ぶように回避した姿は、ちょっと無様でみっともない。

			「回避しては意味がないのでは……？」

			「理屈的には、理解しているでありますっ……！」

			　シャルルは足を震わせながらも、しっかりと立ちあがった。

			　アリシアが、二発目を放つ。

			「わんっ！」

			　シャルルは地を蹴り突っ込んだ。横薙(な)ぎ一(いつ)閃(せん)、斬撃を放つ。紅い炎は、ふたつに裂けた。

			　シャルルはバク転を入れて、割れた炎球から距離を取る。

			　紅い炎球、二発、三発と放たれる。

			　シャルルは踊るように身を翻(ひるがえ)し、新たに出てきたふたつの炎球を裂いた。

			「んっ……！」

			　アリシアが両腕をクロスさせ、腕輪に力を溜めていく。

			　最後の仕上げと言わんばかりに、朱色の閃(せん)光(こう)が放たれた。

			　見た範囲では、ユキのそれに勝るとも劣らない威圧感を放つ閃(せん)光(こう)に、シャルルは臆さず剣を構え――。

			「はぅわぁんっっ!!」

			　ふたつに裂いた。

			　最高に淫乱な上に、おもらしもするシャルルだけど、その才能と、想いの強さは本物だ。

		

	
		
			第14話　シャルル＆ミーアvsユキ。

			　

			『本日もお日柄はよく、青い空、白い雲はまぶしいっ！　今日も今日とてヴァーラスキャルヴ学園武芸会をやれと、神がおっしゃっている証拠だあぁぁぁぁ！』

			　司会の女がリングの上で、勢い任せの口上を述べた。

			「まず東より現れしは、毎度おもらしシャルル＝ノイスタッド選手と、〈キュートサキュバス〉のミーア＝カラット選手のコンビだあぁぁぁぁぁぁっ！」

			　司会がふたりを紹介すると、リングの上に魔法陣が浮かんだ。

			　シャルルとミーアが現れる。

			「はうぅ……」

			「っ……」

			　現れたふたりは、恥ずかしそうに身をよじった。着ているものはエロ衣装。オレがこの大会のために、新しく作ったものだ。

			　胸元がぱっくりとあいた、パンツに等しい下半身。そしてニーソックスだ。

			　それはシャルルはもちろんのこと、ミーアすらも恥じらわせている。

			　それでもシャルルはオレを見つめて、緊張をほぐした。

			　司会の声は聞こえていなかったのか、ひどい紹介をされたことに対するリアクションもない。

			　ざんねん…………じゃないよ？

			　ほんとだよ？

			　ひどい紹介をされて『はぅわぁんっ！』って嘆くシャルルの姿を見たいとか、四万二千平方メートルぐらいしか思ってないよ？

			『シャルル＝ノイスタッド選手とミーア＝カラット選手は、双方ともにＣランク！　【ステイタス】の基準で言えば、Ａランク戦士のアカミネ選手に勝つのは不可能っ！　しかしシャルル＝ノイスタッド選手は、予選でも二回戦目でも、奇策と技術とおもらしで、格上の相手を倒してきている！　三度目の奇跡、起こらないとは言えないぞおぉっ!!』

			「シャルルはシャルルはこの大会では、一回だけしか粗(そ)相(そう)をしていないでありますうぅ！」

			　司会の女がノリノリで話していると、シャルルが叫んだ。

			『えっ？』

			　けれど司会は真顔になった。素の声で聞いてくる。

			『その物言いですと、大会以外のところでも、定期的にしてしまっているように聞こえるんですが』

			「はぅわあぁんっっっ！！！」

			　墓穴を掘ってしまったシャルルは、[image: gaiji3.png]な感じで顔を両手でおおってしゃがみ込んだ。

			『それで実際、どうなのでしょうかっ?!　イエスかイエスでお答えくださいっ！』

			「答えがイエスしかないでありますうぅっ！」

			『だからこそ、好きなイエスを選べますっ！』

			「選びたくないでありますうぅ！」

			『それで実際どうなのですかっ?!　問いの答えは正解のイエスか、真実のイエスかっ!!』

			「はうぅ……」

			　オレのシャルルは、正直に答えた。

			「真実であります…………わん」

			　愛らしい顔を手でおおったまま、くすん、くすんと鼻をすする。

			「シャルルはシャルルは、おもらしを何回もしている、おもらしわんこであります……わん」

			『なんということだあぁ―――っ！　〈極悪非道の呼び名(ケニング)マスター〉と呼ばれているわたしでも、いじるのがかわいそうになってきたぞおぉ――――――っ!!」

			「はぅわぁぁんっ！」

			　極悪非道な司会者にまで同情されて、シャルルは声を張りあげた。

			　まったく、なんてひどい司会者なんだ。

			　おかげでシャルルがかわいいじゃないか。

			　今すぐリングに降り立って、ナイス毒舌って褒めてやりたい。

			『脱線はいたしましたが気を取り直し、今大会の優勝候補にして〈女神(フレイヤ)の御子〉、アカミネ選手のリングインです！』

			　司会の女が腕を振り、虚(こ)空(くう)を示した。

			『今大会のダークホースと、今大会の優勝候補！　勝利の神(チユール)の天秤は、果たしてどちらに傾くのかあぁぁぁ―――っ！　バトルスタートゥ！！！』

			　司会の女が合図をだすと、ユキがついっと右手を構えた。

			「焼却します！　カルロ・クラスタ！」

			「うわっ！」

			「はうぅっ！」

			　いきなりの攻撃に、ミーアとシャルルは左右に散った。

		

	
		
			[image: p_152.jpg]
		

	
		
			　ユキは鋭く視線を走らせ、シャルルに突っ込む。

			「ハアッ！」

			　裂(れつ)帛(ぱく)の拳。

			　シャルルは腕をクロスさせ、銀色の手(しゆ)甲(こう)でそれを受けた。

			　ギイィンッ！　世にも激しい音が鳴り、虚(こ)空(くう)に波紋が広がった。銀色の手(しゆ)甲(こう)に、ピシ……と大きな亀裂が入る。

			「シャルルさん。あなたの試合は、すべて拝見させていただきました」

			　至近距離で、ユキが言った。

			「その結論として、わたしはあなたを優先して倒すと決めました」

			「はうぅ……っ！」

			　格闘戦が始まった。ユキの乱打を、シャルルは必死になっていなす。

			　パワーもスピードもユキが上だが、ユキの体術は我流で荒い。

			　シャルルが防戦に徹していることもあり、一瞬で倒すというわけにはいかない。

			　しかし時間が経つごとに、シャルルがつけている手(しゆ)甲(こう)の亀裂は広がっていく。

			　金属製の手(しゆ)甲(こう)すらも破壊するユキの乱打を防具なしで浴びてしまえば、倒されるのは時間の問題である。

			　と――そこで。

			「リーダーっ！」

			　ミーアが叫び、マナで作られた白い斬撃を放った。

			「むっ！」

			　ユキはシャルルを蹴り飛ばし、斬撃のほうを向く。

			　右手を構え――。

			「焼却しますっ！」

			　ガォオオンッ！

			　右手から放たれた閃(せん)光(こう)は、斬撃を飲み込みミーアへと向かうっ！

			「うわああっ！」

			　ミーアは背中の羽で空へと飛んで避わした。

			「んうぅ～～～っ！」

			　剣を構えて、意識と力を集中させる。

			　白い魔法力の矢が、ミーアの周囲に浮かんだ。

			「ボクもこっそり、修業とかやってたんだよねっ！　マジック・雨だれレインアローっ！」

			　ドォンッ！

			　白い矢が、流れ星のような尾を引きながら、ユキへと向かうっ！

			　一〇や二〇で済まないそれらは、必然的に範囲も広い。

			　回避するのは難しく、焼却砲でも消し切れない。

			　ネーミングセンスはミーアらしい独特のものだったけど、効果自体はなかなかだ。

			　が――。

			「ハアッ！」

			　ユキは緋(ひ)色(いろ)ののバリアを張った。

			　ドドドドドンッ！　白い光の矢たちは、バリアに当たって爆散していく。

			　ユキの体は、当然無傷。

			「お返ししますっ！」

			　ユキが右手をツイッと構え、焼却砲をぶっ放す。

			　ミーアの動きは、空だと鈍い。

			「うああっ！」

			　肩の端と羽をやられた。まさに撃墜といった感じでふらふらと落ちる。

			（リーダー。あとはおねがいね……）

			　それでも意志の籠(こも)った瞳(ひとみ)で、シャルルのことを見つめていた。

			「任せるでありますっ！」

			　弾かれていたシャルルが、ダンと地を蹴り突っ込んだ。

			　ユキに向かって加速する。

			　獲物に飛びかかる猟犬(ガンドツグ)のごとき、一切の躊躇もためらいも感じさせない、まっすぐな加速。

			　だがそれは、ユキにとっては単なる的だ。

			「焼却しますっ！」

			　焼却砲を、シャルルに向かってぶっ放すっ！

			　太陽を凝縮したかのごとき熱と輝きを発するそれを、シャルルはまっすぐに見つめた。

			　剣を作ったオレのこと。

			　訓練に付き合ってくれたアリシアのこと。

			　大会をいっしょに戦って、この場面を作ってくれたミーアのこと。

			　それらすべてを胸に宿して――。

			「はぅわぁんっ！」

			　ユキの炎に斬撃を落とす！

			　シャルルの斬撃を受けた炎は、真っ二つに裂けた！

			　シャルルはさらに地を蹴って、ユキへと迫る。

			「なっ――」

			　驚(きよう)愕(がく)にゆがむユキの顔に、シャルルの剣が当たろうとした刹(せつ)那(な)。

			　会場の中の時空が、ぐにゃりとゆがんだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『今大会のダークホースと、今大会の優勝候補！　勝利の神(チユール)の天秤は、果たしてどちらに傾くのかあぁぁぁ―――っ！　バトルスタートゥ！！！』

			　司会の女が合図をだして、シャルルとミーア。ユキの試合が始まった。

			「ああんっ！」

			　それと同時に、ミーアが自身の肩を押さえた。

			　羽と背中に、ダメージを負っていた。

			「はううっ……！」

			　一瞬戸惑ったシャルルだが、すぐに状況を把(は)握(あく)した。

			「能力を、使ったでありますね……っ！」

			「そういうことに、なりますね……」

			　語るユキの口角は引きつり、頬には冷や汗も垂れていた。

			　戦いをリセットし、最初からやり直すユキの力。

			　自分が食らったダメージはリセットされるが、相手に与えた分はそのまま。

			　説明を聞くだけでも反則としか言えないチート。しかしこの大会では、一回までという使用制限が課せられている。

			　そういう意味で、使わせたことは非常に大きい。

			　同時にオレは、ちょっと以上にうれしくなった。

			　単純な戦力の差で言えば、一回使わせるだけでもかなり厳しい。

			　それがふたりは、ユキに力を使わせるほど、ユキのことを追い詰めたのだ。

			　もうそれだけで、オレはふたりを撫(な)でてやりたい。

			　でもふたりからすれば、『ここまでくれば勝ちたい』といった感じであろう。

			「がんばろうね、リーダー」

			「わんっ!!」

			　ミーアはニコリと笑みを浮かべて、シャルルは元気にうなずいた。

			　ユキがフーッと息を吐く。

			「この剣は――ラクトさんと当たるまでは取っておくつもりであったのですけどね……」

			「はうっ？」

			「えっ？」

			「あなたがたが水中迷宮にもぐっているあいだ。わたしは次元迷宮の三十二層目にある、火山マップのエクストラゾーン――火口マップを探索していました」

			「はうっ……！」

			　シャルルの顔が青ざめる。

			　かつてシャルルがミノタウロスと遭遇したマップは、二十三層のエクストラゾーンであった。

			　実際には、エクストラゾーンのさらに隠し通路的なルートを通ったわけだが、それでも二十三層であった。

			　それがユキは、三十二層目であるという。

			「マグマを主食とするハイ・サラマンダーや、亜硫酸のガスを噴きだすボルケーノ・ワームたちを倒し続けた火山の底に、この剣はありました」

			　ユキがだらりと右手を下げた。

			　不穏なる紅い風が、ユキの周囲で渦を巻く。

			「かつて起こったと言われる神々の黄昏(たそがれ)、最終戦争・ラグナロク。その戦争の中で、世界を炎に包んだと言われる伝説の魔剣。それをこの学園の創始者にして、希代の天才錬金術師。アルファズール＝フェアゲッセンが再現させた、炎(ほのお)の剣(つるぎ)」

			　口上を述べたユキが、右手を空へと突きあげた。

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は、巨人(スルト)の業火を再現する者！　レーヴァンテイン・レプリカッ！」

			　ドォンッ！

			　ユキの手から、紅い剣が現れた。

			　それはまさしく炎そのもの。破壊と殺(さつ)戮(りく)の象徴がごとき威圧感を放ちながら、人を惹きつけてやまない美しさも兼ね備えている。

			「お覚悟はよろしいですか？」

			　ユキが剣を鞘に納めて、居合い抜きの構えを取った。

			　ザンと一(いつ)閃(せん)、剣が振られる。

			　紅い刃が宙を飛び、ミーアの体をふたつに裂いた。

			「ミーアッ！」

			　シャルルが声をかけるや否や、ユキは真正面から突っ込んできた。

			　放つのは、どこまでもシンプルで単純な斬撃。

			　しかしシャルルは、完璧に悟った。

			　回避はもちろん、防御も不可能。

			　左によければ右腕を、右によければ左の腕を持っていかれる。

			　剣や手(しゆ)甲(こう)で受けようとすれば、それごと裂かれておしまいだ。

			（それならば――）

			　コンマ一秒に満たない時間で濃密なシュミレートを終えたシャルルは、自身の剣をしかと握った。

			　逃げもせず、怯えもせずに、真正面からユキに突っ込む。

			（よけるのが無理なら、せめて一太刀浴びせるでありますっっ!!）

			　ユキの口角が、わずかにゆるんだ。

			　それは圧倒的な絶望の中にも活路を見出したシャルルを、讃えるかのような笑みだった。

			　ガォォンッ！

			　ふたりのエネルギーがぶつかって、小さな爆発が起きる。

			　舞いあがった土煙がふたりの姿を覆(おお)い隠した。

			　勝利したのは、シャルルかユキか。

			　問いの答えは、見るまでもない。

			　客観的に見るならば、ユキの勝利に決まってる。

			　それでもオレは、シャルルの勝利を願って見ていた。

			　が――。

			「はぅ…………」

			　現れたのは、レーヴァンテインのレプリカに、腹部を貫かれているシャルル。

			　逆にシャルルの銀色の剣は、ユキに回避されていた。

			「お見事でしたよ。シャルルさん」

			　ユキはシャルルを称えると、自身の剣を引き抜いた。

			　剣を振るうと炎が舞って、シャルルの体を火柱が包んだ。

			（はうぅ……）

			　炎に包まれたシャルルは、断続していく意識の中で、オレのほうを見た。

			（シャルルはシャルルは、勝ちたかったシャルルであります…………わん）

			　しかしシャルルの願いと想いは、いとも虚しく、そして容易く消え去った。

			『ヴァーラスキャルヴ学園武芸会！　シャルル＝ノイスタッド選手とアカミネ選手の対戦は、アカミネ選手の圧勝だあぁ―――――――――っ！』

			　司会の声が、無情に響いた。

		

	
		
			第15話　シャルルの涙とリンディスの決意。

			　

			「はぅわぁぁぁんっ！　はうっ、はうっ、はぅわぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

			「リーダー、リーダー、泣かないで。ねえっ？　ねえっ？」

			　シャルルとミーアの控え室。

			　泣きじゃくっているシャルルを、ミーアが必死になぐさめていた。

			　シャルルの体をぎゅっと抱きしめ、おろおろあたりを見回したりしている。

			　狼(ろう)狽(ばい)しているミーアは、ちょっとばかり珍しい。

			「ああっ、ほら。ラクトさんだよ？　ラクトさん」

			　ミーアがオレのほうを向くと、シャルルも黙ってオレを見つめた。

			「ラクトさま……」

			　しかし瞳(ひとみ)は、じわりとうるみ――。

			「はぅわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっっ！！！」

			　泣きだした。

			　その泣き方は、哀しみが哀しみを呼んでいる状態に近かった。

			　泣いてはいけない、泣いてはいけないと思いながらも、溢れる涙をとめられない。

			　そして泣いてしまったら、そんな自分が情けなくなってしまい、ますます余計に泣いてしまう。

			「ああああ、リーダー。リーダァー」

			　必死になだめようとしていたミーアが、釣られて泣きそうになる。

			「ミーア」

			　オレはミーアの肩に手をおき、首を振った。

			　シャルルの前に座り込み、やさしく声をかけてやる。

			「悔しいか？　シャルル」

			「はい……」

			　シャルルはこくっとうなずいた。

			「がんばったんだな」

			　オレはシャルルを、やさしく撫(な)でた。

			「泣きたくなるのは、本気でがんばった証拠だ。

			　本気でがんばったから、負けた時に悔しくなるんだ。

			　だからな、いいんだよ。負けて悔しい時には、思いっ切り泣いて」

			「ラクトさま……」

			　シャルルのつぶらな瞳(ひとみ)から、大粒の涙がはらはらとこぼれた。

			「ラクトさまあぁ―――――――――――っ！！！」

			　シャルルは、オレに抱きついて泣いた。

			「ねぇ……ラクトさん」

			　ミーアが声をかけてきた。

			「それならボクも、泣いていい……？」

			「ああ」

			　オレがうなずいてやると、ミーアもオレに抱きついて泣いた。

			　悔しさを、悲しさを、すべて声にしてだした。

			　ふたりの弱さが染み込んでくるたびに、オレはふたりが愛おしくなった。

			　ふたりのことを抱いたまま、頭や背中をさすってやった。

			「ぜなあぁ……！」

			　それを見ていたリンディスまでが、もらい泣いた。

			　単純なところも多いリンディスであるが、それゆえ情にも厚いのだろう。

			　金色の瞳(ひとみ)から、大粒の涙をはらはらとこぼしている。

			「ううぅ～～…………」

			　さらにレミナも泣いていた。

			「シャルも、ミーアも、一生、懸命…………」

			　ぐすっ、ぐすっと涙をこぼす。

			　リンディスが、拳をグッと握って言った。

			「シャル！　ミア！　ふたりの分まで、アタシがしっかり戦ってやるぜなっ！　だからふたりは、アタシをしっかり見てるぜなっ！」

			「リンディスさま……」

			「それのためには、次とその次も勝たなくっちゃですね！」

			　リンディスが決意を表明すると、ロミナが言った。

			「そうじゃんね」

			「ぜなぁ！」

			　レミナとリンディスも、強くうなずく。

			　みんなの心が、ひとつになった瞬間だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『Ａブロックの準決勝も終わり、Ｂブロックの準決勝が始まりますっ！　高い能力とコミカルな動きを見せてくれたリンディス選手とレミナ選手に、石(せき)術(じゆつ)という珍しい魔法を使う、〈石(いし)王(おぅ)〉のロック＝ガーランド選手と、岩(いわ)貴(き)族(ぞく)のピエール＝バタフライ選手です』

			「「これはこれはセニョリータ。本日のご機嫌はうるわしゅう？」」

			　石王と呼ばれた男――ロック＝ガーランドとパートナーのピエール＝バタフライが腰を折った。

			　赤い燕尾服にシルクハット、怪しげな片眼鏡(モノクル)をかけているのがロックで、緑の燕尾服にシルクハット、怪しげな片眼鏡(モノクル)をかけているのがピエールである。

			　ついでに言うと、ふたりそろって生えているヒゲが、カタカナのルみたいなやつだ。

			　うさん臭い。

			　まったくもって、うさん臭いヒゲの男だとしか言いようがない。

			「実は吾(わが)輩(はい)、うるわしきセニョリータを痛めつける趣味はなく」

			「そしてそれがし。この世のセニョリータたちは、ゆりかごにゆられる幼き子から、歯の抜けしご老公まで」

			「「老(ろう)若(にやく)問わず、敬意を持って慈しむべきと考えております」」

			　ピエールがググッと拳を握った。

			「うなれ、拳よ！」

			　ガォンッ！

			　リングの一部が盛りあがり、二メートルに近い大きさをした、巨大な拳のオブジェに変わった。

			　もしもそこに立っていたら、吹き飛ばされていたのは間違いない。

			「と――このように、岩を自在に操るのが、それがしの力」

			　今度はロックが、怪しく手を動かした。

			「まとえまとえ、鉄鉱の石」

			　拳のオブジェが、鉄へと変わる。

			「と――このように、かつて触れたことのある石の力を、任意のものに張りつけるのが吾(わが)輩(はい)の力」

			　しかしリンディスたちが怯まないのを見ると、ふたりは言った

			「「残り二回(イクスシヨン・ツー)」」

			　ピエールがオーケストラの指揮者のように、腕を広げた。

			「姿を変えよ――クロスボウ！」

			　ピエールが呪文を唱えると、鋼鉄の拳は、クロスボウに変わった。

			　それはグオンと旋回し、誰もいない虚(こ)空(くう)に照準を合わせた。

			「放て、その身を！」

			　ドギュウゥンッ！

			　鋼鉄の矢が、クロスボウから放たれた。

			　射出された鉄の矢は、虚(こ)空(くう)を切り裂きフェンスに当たる。

			　ガォォォンッ！

			　無人のところにぶち当たった矢は砕け、隕(いん)石(せき)でも落ちたかのようなクレーターを残した。

			「おわかりいただけたであろうか？　セニョリータ。トレビアートすさまじい、鉄鉱の矢――アンフェスト・アローの破壊力は」

			　リンディスとレミナは、やはり棄権の色を見せない。

			　ふたりは言った。

			「「残り一回(イクスシヨン・ワン)」」

			　ピエールが、ググッ……と全身に力を込めた。

			「激しく盛(さか)れ、鋼の肉体」

			　燕尾服がビリィっと破け、隆起した筋肉が現れる。

			（びくうっ！）

			　オレの隣に座っていたリアが、露骨に怯えた。

			　以前の戦いでのトラウマが甦ってしまったらしく、（ぎゅうぅ～～～～～～～[image: gaiji.png]）とオレに抱きついてくる。

			　くすん、くすん、くすん。

			　肩が震えて、上下した。かなり本気で泣いている。

			　かわいい。

			　なんてオレが思っていると――。

			（ん………！）

			　リアはオレから顔を離した。

			　唇を引き結び、ぷるぷる震えてオレを見ている。

			　自分が怖くて震えていたのに、オレがぽわぽわ萌えていたことに怒っている。

			　でもかわいい。

			　怒ってるリアも、抱きしめたいほどかわいらしい。

			　しかしオレのぽわぽわは、怒りの炎に油をそそぐ結果になってしまった。

			（ん～～～～～～～～～!!）

			　リアは拳をギュッと丸めて、オレをぽかぽかと叩いた。

			　そんな感じで存在がハラスメントになってしまったピエールであるが、こちらのことには気づいていない。

			　名画を語る貴族のように、得意げに言った。

			「それがしのこの肉体は、魔法ではなく鍛錬で作りあげたものである」

			　マッチョになっていないロックが、怪しく両手を動かした。

			「まとえまとえ、金剛の石」

			　きらきら輝くダイヤの粒のような光が、ピエールの周囲でくるくる回った。

			　ダイヤの煌めきでドレスアップされるマッチョの姿は、美しいのに吐き気がしてきた。

			（～～～～～～～～～!!）

			　怒っていたリアも怒りを忘れて、オレにくっついて震える。

			　そんなリアの気持ちも、痛いほどわかる。

			　なんかもう、マニアしか得しないサービスシーンだ。

			　変身の意味の変態と、変態の意味の変態。

			　どちらも当てはまってしまう、最悪の絵面とも言える。

			　呪文が終わった。

			　ピエールの体が、ダイヤの輝きで包まれる。

			　ピエールは、つい先刻に鋼鉄化させたクロスボウに呪文をかける。

			「放て、その身を！」

			　ドギュウゥンッ！

			　鋼鉄の矢が、今度はピエールに向かう！

			　ガォォォンッ！

			　ダイヤモンドの輝きを放つピエールの体に、鋼鉄の矢がぶち当たった。

			　鉄のカタマリが、周囲にパラパラ飛び散った。

			　しかしピエールの体には、かすり傷すらつかなかった。

			「おわかりいただけたであろうか？　セニョリータ。それがしの体は、岩をも砕く超高速の鉄鉱の矢――アンフェスト・アローをその身に受けても、かすり傷のひとつも負わない。炎には弱いという弱点もございますが、水やイカズチには滅法強い」

			　そこまで言うと、ピエールは冷徹に瞳(ひとみ)を細めた。

			「これが、三度目の警告ですぞ？」

			　しかしリンディスは、槍を構えてニヤッと笑った。

			「アタシが持ってる座右の銘(めい)は、『強いやつと雨と風には、逆らわねぇのが長生きのコツ』なんだぜな」

			「「やれやれですな」」

			　ロックとピエールは首を振った。

			　だしたクロスボウを一度消し、ダイヤのコーティングをした体も元に戻した。

			「紳士の忠告(オテル)も三度(サード)まで。いかにうるわしきセニョリータであろうとも、三度(サード)の忠告(オテル)を無視なされるようなら、全力を出さざるを得ませんぞ」

			「こっちは最初の最初から、そういうつもりで構えてるぜなっ！」

			『それでは闘気も高まったところで、ヴァーラスキャルヴ学園武芸会Ｂブロック準決勝――開始いぃっ！』

			「ぜなあぁぁっ！」

			　試合が始まるや否や、リンディスは前にでた。

			「うなれ、拳よ！」

			　ピエールがググッと拳をあげる。

			　地面から、岩の拳が突きあがるっ！

			「ぜなあっ！」

			　リンディスは、高く跳んで拳をかわす。

			「まとえまとえ、鉄鉱の石！」

			「姿を変えよ――クロスボウ！」

			　拳のオブジェが鋼鉄のクロスボウに変わり、リンディスの背中に狙いを定める。

			　だがリンディスは、いまだ空中！

			「放て、その身を！」

			　鋼鉄の矢が放たれた。

			「すべてを飲みし深き渦、汝(なんじ)の闇は闇より深し――メルキュリア・レイストーム！」

			　リンディスは宙でくるりと回り、技を放った。

			　放たれた水流の渦は鋼鉄の矢の側面をかすり、軌道を大幅にズラす。

			　矢の攻撃を回避したリンディスは、ロックたちに背を向ける格好で地面に降りた。

			「汝(なんじ)は時に、高(たか)波(なみ)を貫く魔海の魔弾。メルキュリア・レイランスッ！」

			　振り返り際に槍を振る。放たれるのは、水流の槍っっ！

			「まとえまとえ、金剛の石！」

			　ロックがピエールの筋肉に、ダイヤの力をコーティングした。

			　バチィィィィンッ！

			　水流の槍は、ピエールの筋肉で弾け飛んだ！

			　が――。

			「グオッ、オッ……」

			　衝撃の余波で、ピエールはよろめいた。

			　ダイヤモンドのコーティングに、亀裂が走り――。

			　

			　弾けたっ！

			　

			　ピエールは、ドォンッと仰向けに倒れる。

			「鉄をも弾く、吾(わが)輩(はい)の金剛術が……」

			　絶句したロックにリンディスが迫り、槍の一撃で吹っ飛ばした！

			「グワアァァァァァッ！」

			　ロックはド派手に吹っ飛んだ。

			　リンディスは、槍を振るってポーズを決める。

			「こっちはすでに、鉄をも溶かす炎使いに勝つことを約束しているんだぜなっ！　弾く程度の魔法使いに、負けられるはずはないんだぜな！」

			「無念…………」

			　吹き飛ばされたロックは、光の粒子となって消えた。

			『圧倒的だあぁ――――――っ！　リンディス選手、笑いを入れない圧倒的な強さでもって、勝利をその手に掴み取りましたっ！』

			「アタシの戦いでお笑いが当たり前みたいな言い方はやめるぜなぁ！」

			　リンディスは、拳を固めてぷんぷん振った。

			　[image: gaiji2.png]な顔で怒る姿は、とてもかわいく愛らしかった。

			　せっかくかっこよかったのにオチをつけてしまうのが、リンディスらしいと言えばらしかった。

		

	
		
			第16話　アリシアちゃんの、性的なお礼。

			　

			　リンディスのあとは、リアの試合が始まった。

			　相手はそこそこ強そうに見えたが、ドォンッ！　っと一瞬で吹っ飛ばした。

			　所要時間は、一〇秒かそこらだ。

			　っょぃ。

			　リアの次はライナの試合だ。

			　対戦相手は、ひとりがファンネルみたいな小型のビットを無数にだして、パートナーが放つビームを乱反射させた。仮に食らうと、スピードが落ちるビームだ。回避を中心としているライナにとっては、厄介そうな相手だが――。

			　

			　当たらなければ問題ない。

			　

			　ライナは前後左右に上下ナナメと発せられるビームすべてを、体術のみで回避した。

			　そして剣技でビットを落とし、対戦相手をぶった斬る。所要時間は五分。

			　これで次の対戦は、リアとライナの対戦になる。

			（フッ）

			（ん………！）

			　ライナがクールにこちらを見ると、リアはギュッと拳を握った。

			　やる気いっぱいなのだろう。眉を逆八の字にして、（こくっ[image: gaiji5.png]）とうなずく。

			　どういう原理になっているのか。頭の左右のぴょこハネも、ぴこぴこと動いた。

			　かわいい。

			　そしてふたりの戦いが終わったということは、オレの出番も近い。

			　なんてふうに思っていると、アリシアとリミィがやってきた。

			「ラクトさま」

			「なんだ？　アリシア」

			「おねぇさまがお話をしたいようなのですが、よろしいでしょうか？」

			「アイツが？」

			「はい」

			　アリシアは横を向く。視線の先にはセシリアがいた。

			「みいぃ…………」

			　壁の陰から顔だけだして、こちらをちょこんと見つめてる。

			「なんで落ち込んでるんだ……？」

			「ご自身が手ほどきを与えたシャルルさまの敗北に、責任を感じていらっしゃるのです」

			　微妙に責任感の強いやつだな。

			「いいよ。こっちこい」

			「みゃあっ……！」

			　オレが手招きしてやると、セシリアは寄ってきた。

			　頬を染め、照れた感じで言ってくる。

			「ほほっ、本日は、よいお日がらのお天気ですわねっ！」

			「まぁ……そうだな」

			　確かに今日は、よいお日がらのお天気である。

			「そしてわたくし、先日の戦いで、その……」

			「無様に負けたな」

			「ハッキリと言わないでいただきたいですわぁ！」

			　セシリアは、[image: gaiji2.png]な顔で訴えた。

			「おねぇさま」

			　アリシアに脱線を指摘され、落ち着きを取り戻す。

			「そっ……そしてラクトさまが戦うおかたは、わたくしを敗北に導いたおかたですわっ！」

			「そうだな」

			「ですので、その……」

			　セシリアは、胸の前で指をもじもじと突つき合わせた。

			　なんだろ。

			　アレかな。

			『負けてしまったわたくしの分まで…………』ってやつかな。

			　もしもそれなら、わりと期待に応えてやるが。

			　なんてオレが思っていると――。

			「ラクトさまの弱点を、教えていただきたいのですわぁ！」

			「は……？」

			　このアホの子は、いったいなにを言っているんだ。

			　意味はわかるが、意図がわからん。

			「次のラクトさまのお相手は、わたくしをお破ったおかたですわっ！　つまりラクトさまがそのおかたにも敗北すれば、わたくしとラクトさまは互角！　わたくしとラクトさまとのライバル関係も維持でき――みいぃ～～～～～～～～～っ!!」

			　オレはセシリアのほっぺたを両手で摘まみ、ぐにいぃ～～～っとつねり伸ばした。

			「アホかオマエはっ！　突っ込みどころが氾濫しすぎて洪水になってるじゃねぇか！　行動がアホなら、直接聞いて教えてもらえると思うのも、アホの子すぎて意味がわかんねぇわっ！」

			「みいいっ、みいぃ～～～～～～～～～～～～っ！」

			「おねぇさま……」

			「セシリアさま……」

			　セシリア大好きのアリシアとリミィですら、目を細くしてセシリアを見た。

			　オレはたっぷりお仕置きしてから、セシリアを離した。

			　セシリアは、くすん、くすんと涙ぐみながら答えた。

			「わたくし……ラクトさまとは寄り添いあって、生涯を共にするほどのライバルとして繋がっていたいのですわぁ…………」

			　セシリアは、健気なことを言ってきた。

			　そもそもの話が『オレを敗北させたいから弱点教えて』なんていうアホの子なものでなければ、全力で抱きしめてみたくなる。

			　しかしそもそものお話がアホの子なので、オレはからかうことにした。

			「仕方ねぇな。そこまで言うなら、オレの弱点を教えてやるよ」

			「本当ですの……？」

			「ウソだと思うならそれでいい」

			　突き放すように言うと、セシリアは首を振った。

			　両の拳をギュッと握って、食い入るように言ってくる。

			「思いませんわぁ！　わたくしわたくし、絶対ウソだと思いませんわぁ！」

			　そう言われると騙しにくいな。

			　仕方ない。

			　いくらセシリアであろうとも、一発でウソだってわかるネタにしてやるか。

			「オレが心から怖いと思うのは……」

			「思う……のは？」

			「脱ぎたてのパンツだ」

			「……………………みぃ？」

			「それもただのパンツじゃない。ライバルの女の子が脱いだ、脱ぎたてのパンツが怖い」

			「ラクトさま……」

			　アリシアが、いつも眠たげなジト目な瞳(ひとみ)を、いつも以上のジト目に変えてオレを見つめた。

			　無理もない。

			　言っているオレが、いくらなんでもひどすぎたな、と思うぐらいだ。

			　が――。

			「それは即ち裏を返せば、わたくしのおパ…………下着でラクトさまが恐怖すれば、ラクトさまは、わたくしをライバルと認めてくださっているということにっ……！」

			　コイツはやっぱりアホの子だった。

			　スカートの中に手を入れて、する……とパンツをおろし始める。

			「みゃああ…………っ！」

			　しかし恥ずかしいのだろう。

			　半端な位置までピンクのパンツをおろしつつ、もう一息ができないでいる。

			　オレは焦った。

			「つーかいいのか?!　生涯を共にする予定のライバルが、脱ぎたてのパンツを怖がるキャラクターでっ！　あらゆるお話のシリアスを台無しにしかねないぞっ?!」

			　例をあげて考えてみる。

			　長い苦難を乗り越えて、魔王の城に到達した勇者。

			　しかしそこには、勇者の弱点である脱ぎたてのパンツが敷き詰められていたっ！

			　仲間『パンツは俺が食い止める！　だから先に行けぇ！』

			　勇者『こんな場所にオマエを置いてはいけない！』

			（叫ぶ勇者のバックには、所狭しと敷き詰められた脱ぎたてのパンツ）

			　

			　最低の絵面だ。

			　

			　しかしセシリアは言った。

			「どどっ、どのようなおかたにも、弱点のひとつやふたつはございますわぁ！」

			「なんでオマエ、無駄なところで健気なのっ?!　せっかくの長所を、無駄なところに使用して台無しにするのっ?!」

			「それはどういう意味ですのっ?!」

			「オマエがアホの子だって意味だよ！」

			「わたくしアホではございませんわぁ！　それの証拠に、ラクトさまのお弱点をしかと把(は)握(あく)いたしましたものっ！」

			「つーかそもそも、普通に大ウソだからなっ?!」

			「み……？」

			「だからウソ。全部ウソ。女の子のパンツとか、別にどうとも思わない。パンツを見られたり脱がされたりして、恥ずかしがっている女の子とかは大好きだけど、パンツ単体でどうこうって言われてもなにもない」

			「騙したのですのっ?!　ラクトさまを信じると言った、高貴なるわたくしを！」

			「結論を言うとそうなる」

			「あんまりですわあぁ―――――――――――――――――っ！！！」

			　アホの子のセシリアは、泣きながら走り去った。

			　残されたアリシアが、ペコ……と丁寧に頭をさげる。

			「本日も……ありがとうございました」

			「アレでよかったのか……？」

			「本音を言えば、もうすこしお優しくしていただきたいところです。しかし一番の悲しみは、まったく相手にされないことでもございますので……」

			「ラクトさまにいじめられたセシリアさまは、嘆きながらも元気そうに見えるのですです！」

			「なるほど」

			「はい」

			「はいっ！」

			　アリシアは丁寧に、リミィは元気にうなずいた。

			　話題が尽きてしまったので、会話もとまる。

			　それなのにアリシアは、オレのことをじっと見ていた。

			「どうした？」

			　アリシアは、ほんのりほっぺたを赤くした。

			「いつもおねぇさまの面倒を見てくださっているラクトさまに、なにかお礼を……と考えておりました」

			「お礼なら、前にもらったじゃん。大きな家と、地域限定で使える転移の指輪」

			「それは確かに、お渡しいたしましたが……」

			　アリシアは胸元を握りしめ、もじもじとする。

			　かわいい猫の尻尾(しつぽ)も、ふりふりとゆれている。

			「最近のわたしは、もっとお礼をしたい気持ちで、いっぱいなのです……」

			「そうなのか」

			「はい……」

			　アリシアは、とろけたような顔でうなずく。

			「リミィもなにか、差しあげたいですです！」

			　ふたりはとてもかわいいのだが、別にほしいものはない。

			　しかし今の感じだと、なんか要求したほうが親切のような気がする。

			　どうしたものか。

			　考えていたら、声がした。

			「そういうことなら、おっぱいだねっ!!」

			　ミーアであった。

			「ボクが調べた『ラクトさんの好きなものランク』では、一番がおっぱい！　二番目がおしりっ！　そして三番目が太ももだよっ！　無人島でなにかふたつ持っていけるとしたら、迷わず『おっぱい』と答える人だよっ！」
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			「いきなりでてきてなに言ってんの?!」

			「あっ、あれっ、ちがった？」

			「実際に聞かれたらそう答えるよ」

			「よかったぁ……」

			　ミーアはほっと胸を撫(な)でおろした。

			　かわいい。

			「だからって、勝手に言っていいかどうかは別の問題だ」

			「やあぁん♡」

			　オレがお仕置き代わりにおっぱいを揉(も)むと、ミーアは愛らしく喘いだ。

			「…………」

			　アリシアが、ほっぺたを赤らめる。

			　いつも眠たげにしている瞳(ひとみ)をさらに細めて、ほっぺたを赤らめる。

			「ラクトさまは、女性の方のお胸がお好きなのでございますね……」

			「前にもがっつり触ったしな」

			　アリシアが、オレの右手を手に取った。

			「リミィもリミィも、ふたつ持っているですです……」

			　リミィもオレの左手を取った。

			　ふたりそろって、羞(しゆう)恥(ち)で頬を赤く染めつつ――。

			　ふにゅっ？

			　やわらかな触感が、手のひらに伝わった。

			　オレは一〇本の指を動かし、ふたりの触感を確かめる。

			「みぃ……。はあっ……、んっ……っ！」

			「んんぅ……、はにゃっ、みゃあっ……！」

			　ふたりの口から、愛らしい声がもれた。

			　オレの指が動くたび、ふたりの胸に指が食い込む。

			　アリシアのおっぱいは、意外と大きい。隠れ巨乳というやつだ。

			　オレの手のひらと指の五本を使い、それでも若干あまってる。

			　なので揉(も)めば揉(も)むほどに、指先はもちろん、手のひらにまで弾力が伝わってくる。

			　気持ちいい。

			　逆にリミィはおわんサイズで、オレの指と手のひらにすっぽりと納まる。

			　これもやっぱり気持ちいい。

			「あぁ……、んっ……、みいっ、みいぃ……」

			「はあっ、にゃんっ、にゃあっ、にゃあぁ……」

			　ふたりはそろって喘いでいたが、アリシアのほうに限界がきた。

			　両の膝をガクガク笑わせ、オレの胸元に倒れ込む。

			　オレは咄嗟に、両腕で抱きとめた。

			「はにゃっ……、はんっ……」

			　胸板をくすぐる吐息も、やわらかな重みも心地よく――。

			　

			　オレはお尻(しり)を揉(も)んでしまった。

			　

			「はにゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

			　アリシアは、激しくのけ反り絶頂の声をあげた。ビクビクと震え、再びオレの胸板の中に顔をうずめる。

			　それでもオレがもにゅもにゅしてると、びくっ、びくっと断続的に震えた。

			「はにゃんっ！　はにゃあぁんっ！　ラクトさま……えっちです。おさわり具合が、えっちで…………はにゃんっ！　にゃあぁんっ！　えっちですっ！　えっちですうぅぅぅ！」

			　しかし嫌がっている感じはしなかったので、オレはアリシアの体やお尻(しり)を、たっぷりと楽しんだ。

		

	
		
			第17話　ラクトの本気とセシリアのアホデレ。

			　

			『Ｄ連続ブロック、第二準決勝の始まりだあぁ―――！　これまでの戦いで、圧倒的かつ非常識としか言いようのない実力を見せている〈超反則(ハイチート)〉のアマクサ選手と、セシリア選手を見事に沈めた、〈ハイグレード・サモナーズ！〉アサギ選手とパルデラ選手の戦いだあぁ――――――――！』

			　司会の女が、今までの試合を見ていなかった人にもわかるような解説を入れた。

			「Ｄブロック最大の難敵を倒したワタシたちに、もはや敵はないのデスっ！」

			　ビシッ！

			　背の低い、白衣で黒髪の少女――アサギがオレを指差した。

			　そして誰も突っ込まない。

			　オレからすると、噛ませでアホの子でポンコツでアホの子なセシリア。

			　でも世間的な評価は高かったりする。

			　負けっぷりは無様だったが、元々の評判がこんな感じだ。

			　『鬼神のごとき強さだが、頭は悪い』、『鬼神のごとき強さだが、搦め手を決めれば簡単に勝てる』、『鬼神のごとき強さだが、バナナの皮ですっころぶ』

			　つまりアホの子をして負ける分には、『やっぱりセシリア』で片付く。

			『なにはともあれ、ヴァーラスキャルヴ学園武芸会！　Ｄブロック第二準決勝の始まりですっ！』

			　試合が始まるや否や、アサギが、持っていたカードを構えた。

			「顕現するのデスッ、ゴーレムッッ！」

			　赤いひとつ目が特徴的な、土と思わしき材質で作られたゴーレムがでてくる。

			「エンチャントカード・ディフェンド！」

			　パルデラのエンチャントも入り、ただのゴーレムはアイアンゴーレムに変わった。

			「真紅の瞳(ひとみ)はシンプルな破壊を！　クリムゾン・ビームなのデス！」

			　ピイィィンッ！

			　ゴーレムの赤い目から、赤いビームが飛びだした！

			「軌道上にあるものすべてを虚(こ)空(くう)へと帰す、摂氏一二〇〇度のビームデスっ！

			　セシリアさんですら、回避するしかできなかった一撃！

			　とくと味わうがいいのデスっ！」

			　アサギは、とても自慢げに解説してきたが――。

			「うざい」

			　

			　オレは素手でパシッと弾いた。

			　

			「ホワアァ―――――――――――――ツッ?!」

			　アサギが叫んだ。

			「アナタ、ワタシの話を聞いていたのデースかあぁ?!　今のビームは摂氏一二〇〇度で、セシリア＝フェアゲッセンさんでも、回避するしかできなかったのデースよぉ?!　素手で弾いたりしてよいものではないのデースよぉ?!」

			「素手じゃねーよ、素手じゃ。」

			「ホワッツ？」

			「気合いとやる気をくっつけた」

			「それは素手じゃないデスかあぁ―――――――――――っ！」

			「それは見解の相違です」

			「わけがわからないデスよっ?!」

			　オレはやれやれとため息をついて、アイアンゴーレムに寄った。

			　拳がブオンと繰りだされたが、顔を振って回避する。

			　耳のあたりに風を感じて、右手をツイッと前に突きだし――。

			　

			　デコピンで吹っ飛ばした。

			　

			「ホワアァァァァァァァァァァァツッ?!」

			　アサギが再び悲鳴をあげた。

			「ありえないっ！　ありえないデスっ！　グレートソードの一撃を受けても、かすり傷しか受けないワタシのアイアン・ゴーレムを、ただのデコピンで倒してしまうなんて……っ！」

			「今のはただのデコピンじゃないぞ？」

			「へっ？」

			「手首のスナップをほどよく利かせて加速をつけた、『スナップデコピン』っていう技だ」

			「ただのデコピンじゃないデスかあぁ―――――――――――――っ！」

			「それは見解の相違だな」

			　オレは淡々とつぶやいて、アサギとパルデラの背後に回った。

			　単純なスピードもさることながら、気配とかそういうのも完璧に消した歩行術だ。

			　ぺろんっ、ぺろんっ。

			　ふたりの尻(しり)をやらしく撫(な)でる。

			「ヒャアッ！」

			「キャアッ！」

			　ふたりはかわいいお尻(しり)を押さえて飛びあがった。

			　オレはふたりをガシッと捕まえ、おっぱいを揉(も)む。

			「キャアァァァァァァッ！」

			「やぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

			　むにゅうぅ～～～。むにゅっ。もみっ、もみっ。

			　ふたりのおっぱいを手のひらいっぱいで味わって、ふたりの耳元で忠告してやる。

			「これに懲りたらもう二度と、アイツに変なマネするんじゃねぇぞ」

			「アイツ……？」

			　オレは観客席にいるセシリアに視線をやった。

			「アイツをいびっていじっていじめていたぶっていいのは、世界の中でもオレだけだ」

			（などと言いつつ、おっぱいを揉(も)みながら、指の腹でおっぱいの先っぽを撫(な)でる）

			「わかったのデスっ！　わかったのデースっ！　セシリアさんは、ラクトさん専用のオモチャなのデースっ！　理解したから、その手を離して――ヒヤアァァァァァンッ！」

			　オレは丹念にセクハラをしてやってから、ふたりの首に手刀を入れた。

			「あっ……」

			「くっ……」

			　アサギとパルデラは、ふたりそろってリングに倒れた。

			　司会の女が声高に叫ぶ。

			『圧倒的だあぁ―――――――――――――っ！』

			　腕を振って拳を握り、かなり熱く叫びまくる。

			『セシリア選手を正攻法でも苦戦させた相手に、まったく苦戦することのない圧勝！　しかも余裕たっぷりにセクハラを入れたあぁぁぁ！　まさにチート！　まさに反則！　そうとしか言いようのない、圧倒的な大勝利だあぁ―――――――――――っ！！！』

			　観客たちも、オレに対して熱い声援を送りまくった。

			　オレはそれを気持ちよく受けて、会場をあとにした。

			　そして、オレが観客席に戻ると――。

			（たたたたたっ！）

			　リアが駆け寄り、

			（ぼふっ！）

			　と抱きつき、

			（ぎゅううぅ～～～～～～～～～[image: gaiji.png]）

			　両の腕に力を込めた。

			（すりすり[image: gaiji.png]）
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			（すりすり[image: gaiji.png]）

			　そんな感じで、オレのほっぺたに頬ずりもしてきた。

			　いつもの甘えたじゃれつきと違い、必死になってオレの存在を確かめている。

			　オレの手の甲を見つめて、ふにふにと揉(も)んだりもした。

			　そこはつい先刻のオレが、ビームを弾いた手である。

			「心配したのか？」

			（こくっ。）

			　リアは素直にうなずいた。

			　かわいい。

			　オレはほがらかな気分でリアの頭や背中を撫(な)でた。

			（ん………。）

			　リアがまぶたをパチリと閉じて、唇を差しだしてきた。

			　オレはリアにキスをした。

			　お互いの愛情を確認し合う、シンプルなキスだ。

			（ん………♥）

			　一秒、二秒、三秒と、リアの温かさを確かめてから唇を離す。

			　が――。

			（じっ………。）

			　リアはし足りなかったらしい。

			　しっとりとうるんだ瞳(ひとみ)に、ほんのりと赤らんだほっぺたをオレに向けてた。

			（ん………。）

			　オレの肩に手を置いて、背伸びといっしょに『おかわり』をしてくる。

			（ちゅっ………。）

			（ちゅっ………。）

			（ちゅっ………。）

			　かわいい。

			「今日はずいぶんと甘えっ子だな」

			（こくっ。）

			「リアはキミとの戦いぶりを、ハラハラとして見ていたからな」

			　ライナが言った。

			「かく言うわたしも、光線を避けようとしなかったキミには、肝を冷やされてしまったよ」

			「あの赤いビーム、リアやライナから見てもそういうあつかいだったのか」

			「うむ……」

			　ライナはうなずき、先ほどのリアと同じく、オレの右手を手に取った。

			　ただしリアの時とは違って、人差し指をにぎにぎと揉(も)む。

			　ライナの手のひらは、やわらかくって気持ちいい。

			「しかもそれだけではなく、ただのデコピンでアイアンゴーレムを吹き飛ばしてしまうのだからな……」

			「だからただのデコピンじゃないって。手首のスナップを利かせて加速をつけた、スナップデコピン」

			「それはただのデコピンであろうっ?!」

			「あと指に、本気とかやる気とか、そういう感じのアレも乗せたし」

			「そういう感じのっ?!　それはあまりに適当すぎやしないかっ?!」

			「それは見解の相違です」

			「すべてをそれで済ます気かっ?!」

			「まぁいいじゃん」

			　オレは軽やかな笑みを浮かべて、ライナの頭をくしくしと撫(な)でた。

			「はぐぅっ……」

			　ライナはほっぺたを赤くして、オレのなでなでを受け入れる。

			　いつもは凛(り)々(り)しいオオカミの耳も、愛らしくしおれた。

			　かわいい。

			　そしてオレはライナを愛でつつ、セシリアを探した。

			　落ち込んでいるであろうセシリアに、『ねぇ今どんな気持ち？　自分が苦戦した相手をあっさり瞬殺されるって、いったいどんな気持ち？』と言ってやるためである。

			　性格の悪いことだとは思う。

			　でもセシリアが悪い。

			　セシリアのアホがオレを素直に応援してれば、そんなことはしなかった。

			　セシリアを見つけた。

			　椅子に座って、いまだリングをぽうっと見てた。

			　しかしなんだか様子がおかしい。

			「はみゃあ……」

			　甘い声をもらして、ほっぺに両手を当てている。

			　ほっぺたの色はできたての桜餅のように、やんわりとしたピンク。

			　漂っている雰囲気も、なんかぽわぽわとしている。

			　これは――どういうことだってばよ。

			　よくわからなかったがとりあえず、セシリアの後頭部をはたいた。

			「みゃあっ！」

			　悲鳴をあげたセシリアは、頭を押さえてオレを見つめた。

			「みいぃ……っ！」

			　と顔を赤くする。

			「なんでそんな反応してやがんだよっ！　オマエが無様に苦戦した相手にオレが圧勝したんだから、もっと悔しがれよっ！　オレはそのために、ちょっと本気をだしたんだぞっ?!」

			　それは単なる事実なのだが、自分で言っててなかなかひどい。陰険である。

			　が――。

			「わたくしのために、本気を……？」

			　セシリアの瞳(ひとみ)は、きらきらとうるんだ。

			「意味がちが―――――――――――――――――――うっ！」

			「おひどいですわぁ……♥」

			　オレは猛烈に突っ込むが、セシリアは頬に手を当て身をよじる。

			「つーかマジでどうしたんだ?!　いったいオマエに、なにがあったって言うんだ?!

			　邪悪な宇宙人か精霊が、からっぽの脳みそに住み着いたのかっ?!」

			「なにがあったのか――とおっしゃられますと、難しいのでございますが……。

			　あまりにもお強いラクトさまを見ておりましたら、ラクトさまと関係を結べているという事実が、とても愛おしく思えてしまったのですわあぁ……♥」

			　セシリアが、オレの胸に手を添えて近づいてきた。

			　顔はキスできそうなほどに近く、巨乳はオレの胸板で潰れる。

			　オレの姿を映す瞳(ひとみ)は、ほっそりと長いまつ毛までもが、しっとりと濡れている。

			　お尻(しり)の尻尾(しつぽ)も誘うかのように、ふり……、ふり……とゆれている。

			　それでもオレは、セシリアに尋ねた。

			「オマエはオレを、どう思ってるんだ……？」

			「最初のころはお嫌いで……。今でも大っ嫌いですわ……。それでもわたくし、ラクトさまが愛おしいのですわ……。お嫌いなのに、愛おしいのですわあぁ……！」

			　セシリアは、とてもかわいいことを言ってきた。

			　それは本当に愛らしく、唇のひとつでも奪いたくなるのだが――。

			「それでオマエは、オレをなんだと思ってるんだっけ……？」

			「ライバルですわぁ！」

			　オレはアホの子のほっぺたをつねった。

			「なんでそうなるんじゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

			　髪をぐしゃぐしゃにいじった。

			「みゃあぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

			　お尻(しり)ぺんぺん……はかわいそうなので、叩く代わりに撫(な)でまくって揉(も)みまくった。

			「はみゃあぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

			　気持ちを偽るのも難しくなってきたので、ハッキリと言おう。

			　オレはセシリアを気に入っている。

			　そばに置いておきたいと思っている。

			　やることなすことに逐(ちく)一(いち)オチをつけてくる、激烈なアホの子。

			　そのクセ健気で、オレのためにハープを弾いたり、手料理を作ったりする。

			　ヨチヨチ歩きで地雷原を歩く子猫みたいに、愛らしくって危なっかしい。

			　保護欲なのか。

			　支配欲なのか。

			　それはオレにもわからない。

			　小鳥を守ってやる時は、小鳥を鳥かごに入れる。小鳥を支配する時も、鳥かごに入れる。

			　しかしどちらの場合でも、それは小鳥を気に入っている証拠だ。

			　だからコイツが一言言えば、今すぐにでも嫁にするのにっ！

			　一生そばに置いてやっても、構わないと思っているのにっ！

			　なのにコイツは、なのにコイツわあぁ～～～～～～～～っ！

			　ムカついたオレは、改めてほっぺたをつねり直した。

			「おひどいですわぁ！　ラクトさまぁ！　手つきがいつものそれよりも――みいいっ、みいいぃ～～～～～～～～～っ！」

			　セシリアは叫んだが、オレは両手を離さなかった。

			　むしろグニグニほっぺたを摘まんで、地味に痛くしてやった。

			「あんまりですわっ！　あんまりですわあぁ！　やはりわたくし、ラクトさまがだいっきらいですわぁ！　愛おしいのに、だいっきらいですわあぁ～～～～～～～～～！」

			　セシリアはいつものセシリアに戻り、泣きながら走り去って行った。

		

	
		
			第18話　これで今日の試合もおしまいだけど。

			　

			「本日も……おねぇさまに構っていただいてありがとうございました」

			　いい子代表のアリシアが、ぺこ……と丁寧に頭をさげた。

			　毎度毎度『アレでいいのか?!』と思ったりするが、セシリアの態度を見る限りではよいのだろう。オレとの付き合いが本気で嫌なら、毎度毎度やってこない。

			　オレはアリシアの頭をくしくしと撫(な)でた。

			「今後とも……わたくしのおねぇさまをよろしくおねがいいたします……」

			　アリシアはうっとりとほっぺたを染めて、そんなあいさつをした。

			　頭をさげて、セシリアのあとを追っていく。

			　オレはアリシアを見送ってから、ほかのみんなに声をかけた。

			「これで今日の試合もおしまいだけど、今日はどうする？」

			「アタシは訓練したいぜなっ！」

			　リンディスが言った?!

			「ユキに勝つって約束をした以上、しっかりとやらないわけにはいかないぜなっ！」

			　頭のハネもぴこぴこ動き、すごいやる気を示している。

			　シャルルの戦いは、リンディスにかなりの影響を及ぼしていたようだ。

			「そういうことなら、オレが相手に……」

			「それは絶対イヤだぜなぁ！」

			　拒否された。

			　両の拳をギュッと握った、[image: gaiji2.png]な顔で拒否された。

			　無理やり一八禁なことをしても『イヤ』とは言わなかったリンディスに、ハッキリ『イヤ』って拒否された。

			「強いラクトとやったりしたら、戦う前に自信なくしちゃうぜな！　だから絶対イヤだぜなぁ！」

			　いろいろ変わったと思ってたけど、リンディスはリンディスであった。

			「たはは……」

			　パートナーのレミナも、苦笑いしてしまっている。

			「それでもリンがやる気なら、アタシもリンとやるじゃんね」

			「頼むぜなっ！」

			　リンディスは、満面の笑みでうなずいた。

			　なんだかんだ言いながら、ふたりはよい組み合わせである。

			「シャルルはどうする？」

			「はうっ?!」

			　急に話を振られたシャルルが、ビクッとすくんでうつむいた。

			「シャルルはシャルルは、鍛錬を積みたいシャルルであります……」

			「今日もか」

			　負けて大会が終わったんだから、遊べばいいのに。

			　なんてオレは思ったりするが――。

			「今日のシャルルは、負けメス犬のシャルルであります……。そんなシャルルが、遊んでいるわけにはいかないのであります……」

			　そう考えるのが、オレのシャルルだ。

			「そういうことなら、今日もわたしが付き合おう」

			「よろしいのでありますか……？　ライナさま」

			「その代わり、わたしの新しい技や、銃術の調整にも付き合ってくれ」

			「もちろんでありますっ！」

			　シャルルは元気にうなずいた。

			　恩を返せるのがうれしいのだろう。尻尾(しつぽ)はパタパタ振られてる。

			　シャルルとライナはふたりそろってわん娘(こ)なせいか、わりと気があっている。

			「リアはどうする？」

			「ん………！」

			　リアはとっても[image: gaiji5.png]していた。

			　両の拳はギュッと握られ、かわいい眉は逆八の字だ。

			「どんな訓練するつもりなんだ？」

			　しかしオレが尋ねると――。

			（………。）

			　拳をギュッと握ったままで、しょんぼりとうなだれた。

			　まだまだ幼く子どもなリアは、『まねっこ』をしたがることも多い。

			　今回のやる気も、シャルルやリンディスの『まねっこ』だろう。

			　だがしかし、訓練をしたいと思うのはよいことだ。

			「そういうことなら、リアはオレといっしょだな」

			（！！！）

			　とってもうれしかったらしい。リアは両目を見開いた。

			　頭の両脇についているぴょこハネも、ぴこっ！　と跳ねた。

			　が――。

			（ブンブンブンッ！）

			　[image: gaiji.png]な顔で首を振った。

			（くい。くい。）

			　オレの胸元と肩のあたりを引っ張って、オレに身をかがませる。

			　オレの耳元に、こしょこしょしゃべりで言ってくる。

			（わたしだけは、ずるい………です。）

			　ライナのことをチラと見て、（こくっ。）とうなずきくり返す。

			（ずるい………です。）

			「わたしは別に、気にせんが？」

			（ブンブンブンッ！）

			　ライナが言っても、[image: gaiji.png]な顔で首を振る。

			　反応の理由がわかったオレは、リアの頭をポンと叩いてライナに言った。

			「リアはライナと、対等の勝負がしたいと思ってるんだよ。だからライナが気にしなくても、リアのほうが気にするってわけ」

			（じいぃぃぃぃぃん。）

			　理解されてうれしかったらしい。

			　リアはぷるぷる身を震わせて、オレに（だきっ！）と抱きついてきた。

			（ぎゅうぅ～～～～～～～～～っ！）

			　いつものようにくっついて、オレの胸板に顔をすりすりこすらせてくる。

			（わかつてもらえて、うれしい………です。）

			　舌っ足らずな声で言い、すりすりすりすり、こすらせる。

			（うれしい………です。）

			　オレのリアは、いつもかわいい。

			　しかしリアをひとりにするのは、不安でもある。

			　暴漢に襲われる心配とかはしていないけど、迷子になって泣いてしまったりとかはしそうだ。

			　そんなオレの心配を、リアは察してしまったらしい。

			　とっても激しくショックを受けた。

			（きゅうぅ――――――――――――――！）

			　怒ったみたいに、腕の力を強くする。

			（ぎゅっ………。）

			　しかしすぐさま力を弱め、オレの胸板に顔をうずめる。

			　不安とか言われた。→かなしい。

			　心配してくれている。→うれしい。

			　そんなふたつの感情がよく現れている、（きゅうぅー。）と（ぎゅっ………。）であった。

			「そーいうことなら、ボクはリアちゃんといっしょかな？」

			　ミーアが前にでてきて言った。

			　リアの肩に手を置いて、自分のほうに引き寄せる。

			　確かにミーアが見てくれるなら、わりと安心である。

			　アレな言動も多いミーアだが、アホの子ではない。

			　それが非常識なことを、自覚してやっている。

			　秘書や副官やお嫁さんにしたら、きっちりと働いてくれるタイプだ。

			「ボクは見るのも作るのも大好きだからねっ?!　リアちゃんみたいにかわいい子！」

			　まぁ言動はアレだけど。

			「大好きだからねっ?!　赤ちゃん作るのっ！」

			　本当にアレだけど。

			『サキュバス秘書と子作りえっち！』なんていうエロ小説のメインヒロインにもなれそうなぐらい、えっち大好きな女の子だけど。

			　まぁオレはオレで、そういうことなら……とトイレに連れ込んでバックで一発やってしまう男だけど。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんなこんなで話と一発を終えて、みんなバラバラになった。

			　ロミナはレミナと移動したので、オレとカミーユのふたりっ切りだ。

			「それじゃあ……帰るか」

			「オオッ、オマエはしなくていいのかよ。ククッ、クンレン、とかっ」

			　ふたりっ切りなことを意識してしまっているらしい。

			　カミーユは頬を赤らめ、どもりながら言った。

			「しようと思ってる訓練はあるけど、家は通り道にあるし……」

			「あるしっ、なんだよ！」

			「そろそろ夕方になりそうなのに、女の子ひとりで帰すわけにはいかないだろ」

			「ボクはオトコだぁ！」

			「ああ、すまん」

			「オマエさぁ、わざとだろっ?!　ゼッタイゼッタイわざとだろおっ?!」

			「バレたか」

			「くそばかぁ！」

			　涙目のカミーユに笑顔で言ったら、真っ赤な顔で怒鳴られた。

			「ただ冗談は抜きにしても、カミーユひとりで帰せないってのは本当だからな？」

			　特に今はお祭り中だ。

			　酔った勢いのケンカなんかに、巻き込まれないとも限らない。

			「…………ばか」

			　カミーユは、唇を尖らせてつぶやいた。

			　満足したオレは、カミーユに手を伸ばす。

			「それじゃはぐれないよう繋ごうぜ。手」

			「ここっ、子どもあつかいすんなよ！　くそばかっ！」

			「まぁ堅いこと言うなって（ギュッ）」

			「っ～～～～～～～～～～～～～～～～～～！」

			　オレが無理やり手を握ってやると、カミーユの顔は真っ赤に火照る。

			　耳や尻尾(しつぽ)も、興奮と思われる感情で逆立っていた。

			　それでもオレが手を離さないでいると――。

			「この…………くそばか」

			　なんて言いつつ、きゅっ……と手のひらに力を込めてきた。

			　かわいいなぁ、ほんと。

			　オレのヨメ、みんなかわいい。

		

	
		
			第19話　地味な訓練や雑談。

			　

			　水の中。十五メートルはあるような、湖のように深い川の底。

			　オレは目を閉じていた。

			　強い水の流れを全身で感じ取りながら、意識を闇に入れている。

			　水の中でも息ができるようになるエアードロップを、舌の上で転がした。

			　背後から、巨大な影が忍び寄る。

			　気配から察するに、その正体はリバーシャーク。この川に住む、肉食性のサメだ。

			　そいつがオレに寄ってくる。

			　五メートル。三メートル。一メートル。

			　六〇センチ、三〇センチ。

			　大きな口をパカリとあけて、無防備なオレの頭部めがけて――。

			　バツンッ！

			　だがオレは、数瞬速く移動している。

			　風にそよぐ木の葉のようなイメージでサメを回避し、やわらかな腹部に手を当てた。

			　その気になれば吹き飛ばせるが、そこまではしない。

			（?!）

			　それでも力量の差は理解したのか、リバーシャークは慌てて逃げた。

			　すると今度は、違う生き物がやってきた。

			　目を閉じているので見えないが、気配から言えば直径三〇センチほどの――オウムガイのような生き物だ。

			　水の流れが変化する。

			　なにかがギュルリと回ったような流れが生まれ、刺すような感覚。

			　それは恐らく、無数のトゲだ。

			　オレは目を閉じたまま、半身ずらして回避した。

			　同時に右手をスッと伸ばして、トゲの一本を摘まむ。

			　指で弾いてドゴンと当てる。

			　トゲはオウムガイのカラを破って、オウムガイにトドメを刺した。

			　オレは流れゆくオウムガイを捉え、足元の網に入れた。

			　それは川に流されないよう、中に石が詰まってたりする。

			　そんな感じで倒していると、口の中のエアードロップが小さくなってきた。

			　これは効果時間が短く、二〇分ぐらいしかない。

			　オレは川からあがった。

			　けっこうな距離を歩いて、家へと戻る。

			　やっていたのは、食料確保も兼ねたトレーニングだ。

			　カミーユに言ったことは嘘(ブラフ)ではない。わりと真面目に訓練していた。

			「ただいま」

			「……よぉ」

			　家に戻ると、床に座っているカミーユがいた。

			　着ているものは、紺色のタンクトップに半ズボン。

			　全身が桜色に紅潮し、髪がしっとり濡れている。

			　その姿はまるで、お風呂からあがったばかり――というか。お風呂あがりそのもので――。

		

	
		
			[image: p_215.jpg]
		

	
		
			「なんでひとりで入ってるんだよっ！」

			「川でトレーニングしてくるから風呂を沸かせとけって言ったのはオマエだろ」

			「それはオマエといっしょに入るための前振りみたいなものじゃないか！

			　オレはいったい、なんのために冷たい川の中に入ってきたんだっ?!」

			「トレーニングのためだろっ?!」

			「ひとりぼっちで入る風呂とか、なんのための風呂なんだっ?!」

			「体をキレイにするための風呂だろっ?!」

			　カミーユは、正論を言った。

			　仕方ないので、オレはひとりで風呂に入った。

			　みんなで入った時はあんなに楽しかった風呂も、ひとりで入るとさびしかった。

			　とてもさびしい思いをしてから、風呂をあがった。

			　脱衣所で、濡れた体を拭いていく。

			　すると居間から、いい匂いが漂ってきた。

			　ナベの匂いだ。

			　ぐつぐつぐつ。ことことこと。おいしい音も響いてる。

			　ドアを開けて居間にでる。カミーユが、部屋の真ん中でナベをしていた。

			　海産ナベだ。

			「おお……」

			「ほほっ、ほうっておいたら、腐るようなやつだったしな！」

			　オレが感嘆の声をもらすと、顔を赤くしてそっぽを向いた。

			　それでも手つきはしっかりと、ナベの中をかき混ぜている。

			　おたまで汁をすくい取り、ツゥ――っとすすった。

			「ん……」

			　カミーユは、調味料の入った小瓶をだした。

			　かなり小さなスプーンをだして、緻密に計りながらナベへと入れる。

			　目分量で適当にやったりしないから、カミーユの料理はおいしいんだな。

			　本当に、マメな性格をしている女の子だ。

			「なんでヘラヘラしてんだよ」

			　オレが座るとカミーユは、不機嫌そうなジト目で言った。

			　しかしおたまで汁をすくう手つきは、ふんわりとやわらかい。

			　ついでに息も、ふぅーっ、ふぅーっと吹きかけて、熱い汁を冷ましてくれた。

			「オマエの分な」

			「サンキュー」

			　オレは器を受け取った。カミーユが、息を詰めてオレを見つめた。

			　本人は無自覚に近いのだろうが、瞳(ひとみ)の力はかなり強い。

			　カミーユが、初めて作った料理をオレに食べさせる時は、だいたいこうなる。

			　自分にとっておいしいものが、オレにとってもおいしいものか。

			　わからないのが不安でたまらないのだ。

			　健気である。

			　そしてかわいい。

			　オレはズズリと汁をすすって、器の中の貝肉をかじった。

			　感想を尋ねる余裕すらないカミーユに向かって、にこりと笑顔で言ってやる。

			「おいしいよ」

			　カミーユの顔が、ぷわあぁ――っと明るくなった。

			　が――。

			「さすがはオレのおヨメさんだな」

			「なんでそうなるんだよっ！　ばかっ!!」

			　デリカシーのないことを言われると、真っ赤になって怒った。

			　だがしかし、『おいしい』と言ってもらえたうれしさを消すには至らなかったらしい。

			　お尻(しり)のかわいいキツネの尻尾(しつぽ)は、ぱたぱたふりふり振られていたし、手元は『おかわり』をよそっていた。

			　オレはカミーユのかわいさとナベを、たっぷりと堪能した。

			「いやぁー、食った食った」

			「まぁ……おいしかったんならなによりだよ」

			　カミーユはつぶやくと、透明なコップで水を飲んだ。

			　じんわりと汗の滲(にじ)んだ鎖(さ)骨(こつ)や脇が、ほんのりと色っぽい。

			「ところでさぁ……」

			「なんだ？　カミーユ」

			「オマエって、いったいどういうやつなんだ？」

			「っていうと？」

			「具体的になに聞きたいのかって言われると困るけど……」

			　カミーユは目を伏せて、もじもじと答えた。

			「オマエはボクの前世とか知っているのに、ボクはオマエのことを知らないじゃん……」

			　そういうことか。

			「まぁ簡単に言えば、地球から召(しよう)喚(かん)されて錬金術師の人の弟子になって、その人の作ったレシピとか、レシピから作ったアイテムなんかを広めてほしい――みたいな話を頼まれている状態」

			「そんな状態だったのか?!」

			　カミーユは叫んだ。

			「ボク一回も見たことないぞっ?!　そういう作業をしているオマエっ！」

			「それを言われると辛い」

			　オレは素直にそれを認めて、二階へとあがった。小さな箱を持ってきて、フタを開ける。

			　現れたのは、一冊の本。

			「だけど一応、レシピ本ももらってたりするんだよ」

			　オレは本を、パラリとめくった。

			「でも一方で、それがそのまま、なにもしない理由になったっていうか……」

			　カミーユが、オレの横から本を覗いた。

			「武器が多いんだな……」

			　オレはページをめくって答える。

			「最初のほうは安く作れる治療薬とかがメインなんだけど、途中からはレアな素材を使った武器ばっかりになってくるんだよね」

			　特に最後のページになると、こんな感じだ。

			　

			・炎の剣(つるぎ)。

			　基礎材料、ピュアミスリル。

			　複合材料、炎龍の心臓、イフリートの魂。

			・効果。

			　自身の魔力を消費して、炎の斬撃を飛ばすことができる剣。

			　ランクの高い魔術師が振るえば、一振りで数百から数千の軍勢を消し飛ばすことも可能。

			　単純な硬度も、ＳＳクラス。

			　

			・真(しん)炎(えん)の剣(つるぎ)。

			　炎の剣(つるぎ)の強化版。一度砕いた炎の剣をチェインプラチナの破片と織り交ぜ、二六〇〇度以上の高熱で溶かす。

			　太陽の雫(しずく)を流し込み、生まれた真炎の結晶を加工して作る。

			　神とその眷属も殺害できる、数少ない武器。

			　

			・真炎の剣(つるぎ)の鞘。

			　完成された真炎の剣(つるぎ)は、常時一二〇〇度近い熱を発する。

			　よって剣をしまう鞘にも、専用のものを用意したい。

			　細かな規定などはないが、耐熱硬度ＡＡは必須だ。

			　どんな金属が耐熱硬度ＡＡであるかは、〈金属辞典〉と称された、別紙の辞書に書かれている。

			　それにはあらゆる金属や特徴、主な加工法などが記されている。

			　

			・炎龍の心臓。

			　人間の骨やカメの甲羅は、生き物のそれとは思えないほどの硬度を持っている。

			　ハイレベルのドラゴンになると、心臓ですらそうである。

			　手に入れるのは困難であるが、手に入れた際には活用したい。

			　

			・太陽の雫(しずく)。

			　まるで小さな太陽のように、無限大に熱を発し続ける特殊金属。

			　常温では融解していく上に、発熱温度は三〇〇度近くなるため、特殊なケースに入れて保存する必要がある。

			　

			　炎の剣(つるぎ)の説明文とか普通にヤバい。

			　それを上回る真炎の剣(つるぎ)とか、ヤバいってレベルを越えてる。

			　ここまで威力の高すぎる武器だと、ちょっとためらってしまう部分が、なきにしもあらずだ。

			「モンスターとかが多い世界だから、一概にダメってわけではないんだが……」

			　盗まれたり、悪用されたりしたらって思うとね。

			『なんでこんな武器のレシピを渡すのか』ってことも考えてしまうし。

			　単に好奇心旺盛なマッドサイエンティストって可能性があれば、そうでない可能性もある。

			　こっちの世界にやってきた当初は、これといった目標やしたいこともなかった。

			　だからまったく気にしなかった。

			　とりあえず与えられた目標で、頭をいっぱいにすることができた。

			　でも今は、したいことだらけだしなぁ。

			　恩義があるのであまり無下にはしたくない反面、二の足を踏んでしまう理由にはなる。

			「なるほどなぁ……」

			　納得してくれたらしい。カミーユはうなずいた。

			　しかし近距離なため、フェロモンがヤバイ。女の子特有の、ふわっと甘くてえっちぃ匂いが漂ってくる。

			　しかも着衣がラフなタンクトップであったりするため、おっぱいさんがチラリと見える。

			　カミーユ的には、オトコ同士であるからという意識なんだろう。

			　だけどオレの頭には、どうしても選択肢が浮かぶ。

			　

			　カミーユを襲いますか？

			　▽はい

			　　イエス！

			　　イエェースッ！！！

			　

			　ノリノリで襲うかナチュラルに襲うかの選択。オレはちょっと悩んだが、「はい」を選んだ。

			　カミーユを押し倒し、タンクトップをめくった。

			「あっ、やっ、なに考えてんだよ！　今はマジメでシリアスな話をする時間だったろ?!」

			「それはちょっと思ったんだが、果てしない栄光と目の前のおっぱいは、掴みに行くのが男じゃないかなって思ってさ」

			「わけわかんないこと言うなぁ！」

			　カミーユは叫び、じたばたと暴れた。

			　だがしかし、オレの劣情は加速する。

			　生のおっぱいを直接に揉(も)んで、白い首筋にキスをした。パンツの中にも手を入れる。

			「ああぁぁぁんっ！」

			　オレはパンツから手をだして、べっとりついた愛液を見せた。

			「っていうかそっちも、感じてるじゃん」

			「それはオマエが、感じるところをいじるからだろっ……！」

			　感じるところがあるってのが、そういうことだと思うんだけどなぁ。

			　というわけで、たっぷりセックスやらせてもらった。

			「ハあッ、ああっ、ああぁんっ！！！」

			　カミーユのほうも、最後のほうはそうやって喘いだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「このくそばかっ！　ヘンタイ！　生きているセクハラっ!!　エロス・クラウザー三世！」

			　毛布にくるまったカミーユが、オレをボロクソに罵(ば)倒(とう)した。

			　手元にあったクッションを、オレにぶつけたりもする。

			　オレはクッションを受けとめて言った。

			「でもさぁ、カミーユ」

			「なんだよ……」

			「イヤだったか？」

			「ッ――！」

			　カミーユの顔が真っ赤に染まった。

			　それはまさしく、図星を突かれた人間のそれであった。

			　カミーユはうつむいて、ぽつりとつぶやく。

			「言わせんなよ……ばか」

			　うわあぁ！

			　かわいい！

			「なぁ、カミーユ」

			「なんだよ」

			「オマエがあんまりかわいいせいで、下ネタが再起動してしまったんだが」

			「なに恥ずかしいこと堂々と言ってやがるんだよっ！」

			「それでも鎮めてくれないと、また襲ってしまう気がするんだが」

			「もう……この、くそドヘンタイが……」

			　などと言いつつカミーユは、オレの股間に顔をうずめた。再起動の下ネタ(ちんこ)を、あむあむはむりと、咥えてくれた。

			　下半身での『処理』には難色を示すカミーユも、手とか口では、けっこう素直にしてくれる。

			「ただっ、ただいま帰りましたでありますっ！」

			　そんなことをしていると、シャルルとライナが帰還した。

			　家の戸をあけ、オレとカミーユを見ては固まる。

			「はうぅ～～～～～～～～～！」

			　いつもシャルルがしている（というかさせてる）ことではあるのだが、人がしているのを見るのはまた違うのだろう。顔を両手でおおって、その場にしゃがみ込んでしまった。

			　しかしそこはシャルルであって、四つん這いで寄ってくる。

			「してくれるのか？」

			「ラクトさまがおいやらしいなら、それをするのがラクトさまのシャルルであります……」

			　シャルルはほんのりうるんだ瞳(ひとみ)で、カミーユといっしょに舌を這わせた。

			「ま……まぁ、今は、時にも場所にも問題はないしな」

			　ライナは言い訳っぽく言うと、上着とズボンを静かに脱いだ。

			　さらにパンツも、するすると降ろす。

			　オオカミの尻尾(しつぽ)が巻きついて肝心なところを隠したりするが、充分にエロい姿だ。

			　そしてふたりが前にでると、カミーユは後列になってしまった。

			　目を伏せて、小さな声でぽつりとつぶやく。

			「今は……ボクの時間だったのに…………」

			　その雰囲気や声音から、オレに聞かせるつもりはないらしかった。

			　だけど聞こえた。

			　ハッキリ聞こえた。

			　オレの口がニヤリとゆるむ。

			　逆にカミーユは、カアァ――っと火照った。

			「ああっ、いやっ、ええっと、今のは今のは――」

			　あたふた言い訳しようとしてたが、完全に遅い。

			　オレは一気に押し倒し、ケダモノの勢いで襲いまくった。

			「うああ――――――んっ！」

			「はぐうぅ～～～～～～～～っ！」

			「はぅわぁんっ！　はぅわあぁんっ！」

			　カミーユのことをメインディッシュに味わいながら、ライナとシャルルもかわいがる。

			　リアやミーア、レミナやロミナにリンディスも帰ってきたので、全力でかわいがった。

		

	
		
			番外編　カミーユの悶々。

			　

			「はうぅん、ラクトさまぁ……」

			「アマクサ……」

			（ん………♥）

			　夜がきて、みんなが寝言をつぶやき始めた。

			　でもボクは、もやもやとして眠れなかった。

			　ラクトに引っついたまま、ラクトの寝顔をじっと見つめる。

			　胸の奥がキュンと締まって、顔がカアァ――っと熱くなった。

			　カッコいい。

			　バカでスケベなセクハラ野郎だけど、口を閉じてればカッコいい。

			　悲しくもないのに目頭が熱くなって、裸の体をくっつけてしまう。

			　ボクのおっぱいがラクトの体でくにゅりと潰れて、ラクトの心臓の音が伝わってくる。

			　それだけで、ボクは幸せになっていく。

			「ばか……」

			　ハッキリ言うと、ボクはコイツが大好きだ。

			　ボクが変わるきっかけをくれたし、ボクの手料理をおいしいって食べてくれる。

			　素直になれないボクのこと、すごく大切にしてくれる。

			　ボクがひどいことを言ったあとでも、まったく気にしないでくれる。

			　ちょっとは気にしろって思うこともあるけど、好きって気持ちを消すほどじゃない。

			　えっちなことを初めてしてもらった時も、温かくなった。

			　大切なところが少し熱くて、心の奥が温かくって、幸せな気持ちになった。

			　そういう意味で、えっちなことはイヤじゃない。

			　ほかのやつとしてみることを想像すると気持ち悪くてイヤだけど、ラクトとするのはイヤじゃない。されなくなったら、すごくさびしい。

			　ラクトがほかの女の子としているのを見ると、ヤキモチでいっぱいになる。

			（ボク……オトコなのに）

			　それなのに、コイツとするのは大好きだ。体をぺたぺたさわられるのも、おっぱいを揉(も)まれるのも、コイツのちんこが口やお○んこやお尻(しり)の中に入ってくるのも、頭がぼやけてしまうぐらいに好きだ。ボクは相手がラクトの時だけ、すごいヘンタイになる。

			（オトコなのに……ボクうぅ）

			　自重しろって思うことも、なくはない。わりとある。すごくある。

			　だけどされると、気持ちいい。

			（大好きだぁ……ラクトぉ……！　クウゥン……！）ってなる。

			　そんなふうになっちゃうボクは悔しいんだけど、なるものはなる。

			　単純だな――と思ったりはする。

			　でもむかし読んだ本にも、こんな言葉があった気がする。

			　

			　人間は、驚くほどに簡単なことで癒される。

			　しかしその簡単なことが、世の中には少ない。

			　だからこそ、簡単なことで癒されるのだ。

			　

			　これが正しいのかどうか。ボクにはちょっとわからない。

			　ボクじゃない人が見れば、そんなことはないって言うのかもしれない。

			　それでもボクの世界では、偽りのない真実だった。

			　学校のカバンや制服をチョークの粉でメチャクチャにされたり、教室の隅っこでズボンを脱がされたりした。無理やり女装させられて、いやらしいことをされたこともあった。

			　やっとの想いでお母さんに言ったら、『オマエが悪い』って言われた。ボクになにか原因があるから、イジメなんて受けるんだって言われた。

			『驚くほどに簡単なこと』が、ボクの世界にはひとつもなかった。

			　それをくれたのはラクトなわけで。

			　それだからボクは、ラクトを嫌いになれないわけで。

			　好きか嫌いで言われたら、大好きとしか言えないわけで。

			　ただちょっと――もやもやとする。

			　ピースの足りないパズルみたいに、もやもやとする。

			　それはやっぱり、ボクが純粋なオンナノコじゃないからだ。

			　ボクはラクトになりたかった。

			　強くって――まずはとにかく強くって、変な嫌がらせとかも簡単に跳ね除けて、どんな無茶でも強さと勢いで吹き飛ばしちゃうような、強いオトコに憧れていた。

			　でもそれが、ボクの気持ちをややこしくしている。

			　憧れと好意は、すごく近いとこにある。

			　かわいいアイドルに憧れたオンナノコは、『こうなりたい』って思う。

			　でもそのアイドルが男だったら、『付き合いたい』って思う。

			　オトコでも、カッコいいヒーローに憧れた時は、『こうなりたい』と思ってごっこ遊びをしたりする。好きなものを聞かれた時に、そのヒーローの名前を挙げる。

			　でもそのヒーローとキスしたいとか、そんなことは思わない。

			　感情の性質はすごく近くて、だけど相手の性別で変わる。

			　でもボクは――両方だ。

			　オトコだけどオンナノコでもあるボクは、オトコなのにオンナノコみたいな好きを、ラクトに持ってしまってる。

			　もやもやとする。

			　どっちでもあるからどっちでもないって気分が、ボクの中から抜けてくれない。

			　認めてしまえば楽になるんだとは思う。

			　ボクがオンナノコであることを認めてしまえば、素直に好きって言えると思う。

			　でもそれをすると、ボクがボクでなくなる気がする。

			　ボクの顔と姿をしているだけの、ボクじゃないナニカになってしまう気がする。

			　そういう意味で、細かいことを気にしないラクトの性格は、本当にありがたい。

			　体をぺったりくっつけて、顔をすりすりこすらせてしまう。

			　ううっ、くそぅ、大好きだ。

			　頭の中を整理しようといろいろ考えてみたりしたけど、結局はそれになる。

			　不満はあるし、もやもやもある。自重しろとは、本当に思う。

			　だけどなにかひとつだけ言えってオハナシになったら――。

			「大好きだよ…………ばか」

			　これしか言えない。

		

	
		
			第20話　リアvsライナ。

			　

			　イチャラブや訓練も終わり、トーナメントも佳境に入った。

			　Ａブロックではユキが。Ｂブロックではリンディスとレミナが勝利を収める。

			　ユキはレーヴァンテインのレプリカも抜かずに勝利を収め、リンディスも対戦相手を圧倒した。

			　一方、レミナは空気であった。

			　怠けていたわけではない。リンディスの勢いが、ぜなぜなすぎて出番がなかった。

			　戦果の内訳はリンディスが一〇でレミナがゼロだ。完全に空気だった。

			　そして戦いはＣブロックに移る。

			　今大会の目玉とも言える、リアとライナの戦いだ。

			　オレはポップコーンを摘まむような感覚で、膝に乗せたシャルルの乳首を摘まんだ。

			『さぁー！　ヴァーラスキャルヴ学園武芸会！　Ｃブロック決勝戦！　リア選手とライナティアス＝ミューレン・ミューレン選手のバトルだあぁぁぁ!!　今までの相手を開始三〇秒以内に瞬殺してきたリア選手と、リア選手ほどではないにしろ、圧倒的な技量と力で勝ち進んできたライナ選手！　双方ともに底の見えない、予測不可能の大バトルだあぁぁぁぁぁぁ！！！』

			（ん………！）

			「フッ」

			　リアとライナが、リングの上で向かい合う。

			　リアは眉を逆八の字にした、やる気いっぱいの[image: gaiji5.png]な顔。

			　逆にライナは、いつもと同じくクールに佇(たたず)んでいる。

			『はたして戦いの神(オーデイーン)は、どちらに勝利(グーングニル)を向けるのかっ！　ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、Ｃブロック決勝戦の始まりだあぁ!!』

			　司会の女が叫んだが、リアもライナも動かなかった。

			　時がとまったかのように、互いの姿を見合ってる。

			　しかし迂(う)闊(かつ)に近寄れば、ふたりの闘気で裂かれかねない雰囲気があった。

			　おっぱいを揉(も)まれているシャルルが、身をよじって言った。

			「リッ……リアさまも、ライナさまも、動かないでありますね……」

			「そうだけど、押されているのはリアのほうだな」

			　用意していた台座に手をつかせ、バックから挿れる。

			　セシリアがいるとなにか言われそうだが、今日は貴(き)賓(ひん)席のほうにいる。

			「はうっ?!」

			「ライナは様子を見ているだけだけど、リアは攻め方がわからなくって困ってる」

			　たぶん生まれて初めてだもんな。同格以上の相手と、一対一で戦うの。

			「でっ……では、はぅんっ。この勝負、ライナさまが、有利であると……？」

			「今のところはね」

			「なるほどであります……わあぁんっ……！」

			　シャルルが喘ぎながらうなずくと、試合が動いた。

			「キミがこないというのなら、年長者であるわたしのほうから動くとしようか」

			　ライナがチャキリと拳銃をだし、リアへと向ける。

			　ドンドンドンッ！

			　銃弾を放ち、同時に地を蹴りリアへと突っ込む！

			（じっ………。）

			　リアは意識を集中させて、弾丸の軌道を自身から逸らした。

			（んっ！）

			　さらに右手を前にだし、空圧の矢をライナへと放つ！

			「遅いっ！」

			　ライナは残像ができるほどのスピードで、空圧の矢を回避した。

			　リアに近づき、居合いの構えでサーベルの柄に手をかける。

			　が――。

			（キッ！）

			　リアがにらむと吹っ飛んだ。

			　七メートルほど吹き飛ばされて、受け身を取って一回転。

			　地面をズザァ――っとすべってとまる。

			　ただし攻撃を受ける直前で、自ら後ろに飛んでいたのだろう。

			　派手に吹き飛んだわりに、ダメージは皆無。

			「やはりというかさすがというか、魔法なしで戦える気はせんな」

			　ライナはやれやれと言わんばかりに、右手の腕輪をパチリと外した。

			　魔法の力を封印する、ハンデ用のリングだ。

			　よく見ているとわかることだが、ライナは今回の大会で、一度も魔法を使っていない。

			　予選でも初戦でも二回戦目でも、体術だけで勝利してきた。

			　枷をつけ、格下が相手でもそれなりの緊張感を持って戦えるようにしていたわけだ。

			　しかし一瞬の攻防でライナにそこまでの警戒をさせるリアも、なかなかに底知れない。

			「ハアァッ……！」

			　ライナの周囲に、黒いマナが滲(にじ)みでる。

			「嘆いて怯えて慄(おののき)狂え、ドラゴン・ダイヴ！」

			　ライナのマナが空へと昇った。リアの頭上で、薄い雲のように広がる。

			　ドォンッ！

			　雲は一体の黒竜となって、リアに向かって突き進むっ！

			（んっ………！）

			　リアは深く腰を落として、迎撃の構えを取るが――。

			　バァンッ！

			　竜は四つに分裂し、リングへと落ちた！

			　地面に吸い込まれた竜は、黒い影となってリアの周囲をぐるぐる回る。

			　四方から、サメのように飛びだしてリアを襲う！

			（んっ！）

			　リアは両手を前に突きだし、竜を一体吹き飛ばすっ！

			　しかし残った三体が、リアの背後へと迫るっ！

			（んぅ………！）

			　爆裂音が鳴り響き、リアは爆風に包まれた。

			　魔力煙(えん)とも呼ぶべき黒い土煙があがり、リアの姿を覆(おお)い隠す。

			『すすす、すさまじい爆発です！　これはいきなり決まったかあぁ――っ?!』

			　司会の女を筆頭に、リアの力を知らないやつらは思ったようだが――。

			（んっ………。）

			　リアは竜を防いでいた。

			　着弾の直前に身を翻(ひるがえ)してバリアを張って、かろうじて防いでいた。

			「こうでなくては、わたしも魔法を使ったりはせんよ」

			　ライナが両手を前に突きだし、竜の口のような形を作る。

			「烈(れつ)酷(こく)に食らえ！　グランツファング・ヴァイズドラゴン！」

			　ライナの手から、漆黒の竜が放たれるっ！

			　口径だけで三メートルを超える竜は、硬い地面を抉(えぐ)りながら、リアを一呑みにせんと突き進むっ！

			　突撃の余波で、リングも激しく抉(えぐ)られるっ！！！

			　焼かれた空気がパチパチ鳴った。リアの姿がリングから消える。

			　けれども、リアは負けていない。

			　空中に退避しているっ！

			「なに……？」

			　ライナが怪訝そうに眉をひそめた。

			　オレもちょっぴり驚いた。

			　リアは力を応用し、空中に浮くことができる。

			　しかし今のリアの姿勢は、浮遊というより着地であった。

			「ぃよぉーしっ！」

			　ミーアがグッと拳を握った。

			「知ってるのか？」

			「ボクのアイディアー♡」

			　ミーアは、「えへー♡」と八重歯を見せた。

			「リアちゃんってさぁ、空気(くーき)を固めて作ったハンマーとか矢で、相手の人を攻撃できるでしょー？　だから足元にプレートを作れば、機動的に浮かべるんじゃあ？　って」

			「なるほどな……」

			「ボクはえっちが大好きなオンナノコだけど、それだけじゃないんだよっ！

			　えっちがとても大好きなオンナノコだけどっ！」

			　大切なことであったらしい。ミーアはわざわざ二回言った。

			　オレもえっちな女の子は大好きなので、シャルルとしつつもミーアをやさしく抱き寄せた。

			　白いうなじをペロペロ舐めて、やわらかなおっぱいをふにふにと揉(も)む。

			「あんっ♡　やんっ♡　あぁ～～～～～～～～～んっ♡♡」

			　ミーアは明るく愛らしい声で喘いだ。

			　そんなことをしていると、戦いが動いた。

			　リアが激しい前傾姿勢を取ると、足の裏にプレートを作り、ドンッと激しく蹴り飛ばす。

			　リアの魔力で作られたそれは、尋常ではない弾性を発揮して、リアに強い加速を与えるっ！

			「むっ……！」

			　ライナは右手にマナを溜め、拳銃の引き金を引いた。

			　ドゥンッ！　ドゥンッ！　ドウゥゥンッ！

			　ビームライフルのような軌跡が、リアへと向かう！

			　リアはプレートを蹴り飛ばしながら、間隙を縫ってライナに突っ込む！

			　右手に自身のマナを込め――。

			　

			　掌(しよう)底(てい)波！

			　

			「クッ！」

			　ライナは歯を噛み身を翻(ひるがえ)す。リアの体と右腕が、ライナの前を通過していく。

			　リアは体を反転させて、地をすべりながらとまった。

			「苛(か)烈(れつ)に食らえっ、ヴァイズドラゴンッ！」

			　ライナが、右手から竜を放った。

			　片手で放たれた魔法は、威力も落ちてしまうのが常だ。

			　それでもライナが放つなら、オーク数体はかき消せるっ！

			　が――。

			（キッ！）

			　リアの前では、一睨みで四散するそよ風にすぎない。

			　リアが自身の両手を重ね合わせて、竜の口のような形を作った。

			　それは先刻、ライナがリアに技を放った時と同じ形だ。

			　

			　ドォォンッ！

			　

			　リアの『まねっこドラゴン』が、ライナに向かって放たれるっ！

			　黒いライナのドラゴンと違って、半透明な竜。しかし威力は、ライナのそれとほぼ互角っ！

			　ライナも咄嗟に両手を合わせて竜を放った。

			　二匹の竜が激突し、爆風をまき散らす！

			「んっ………！」

			　リアの攻撃はとまらない。自身の周囲に空圧の矢を作りだし、ライナに向かって撃ち放つっ！

			　ライナは横っ飛びで回避。転がりながら、リアに向かってビームキャノンと化した拳銃をぶっ放すっ！

			　ドゥンッ！　ドゥンッ！　ドゥゥゥンッ！

			「んっ！」

			　リアは円形のバリアを張って、ビームの軌道をわずかにズラした。カウンターの空圧砲。

			　ライナは回避し、ビームキャノンを撃ち返す。

			　リアはシールドで逸らした。背後で爆炎が巻きあがる。

			　派手な大砲の撃ち合いに、観客たちも盛りあがる。

			　ついでにオレの大砲も、シャルルの中で火を吹いた。

			「はぅわあぁぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

			　そして五分か一〇分後。戦いの天秤は、徐々に傾きを見せてきた。

			　ライナの動きに精彩がなくなってくる。

			「ライナさまが、押されてしまっているであります……」

			「強いもんねぇ、リアちゃん」

			　ミーアのつぶやきは的を射ていた。

			　ライナが弱いのではなく、リアが強い。

			「接近戦だと睨むだけでライナを飛ばせて、遠距離戦だと薄いバリアでライナの攻撃の軌道を逸らせる」

			「それを最小限の力でやるから、燃費がいいぜな……」

			「逆にライナさんは、リアちゃんの魔法を体術でよけるか、高出力の魔法で迎撃するかの二択しかないもんねぇ」

			「つまり……どういうことなんですか？」

			　オレとリンディスとミーアが解説をしていると、ロミナが縮こまって聞いてきた。

			　申し訳なさそうな上目遣いは、けっこうかわいい。

			　オレは答えた。

			「低い燃費で回避行動をできるリアは、長期戦になると有利ってことだよ」

			「なるほどです……！」

			　話しているうちにも、リアの空圧の矢がライナの胸元を際どく襲った。

			　ライナはかろうじて回避したものの、ギリギリだった。

			　回避がコンマ一秒遅れていれば、激しく抉(えぐ)られていたことは間違いない。

			「はうぅぅ～～～～～～～～～っ！」

			　訓練に付き合ってもらった恩があるせいだろう。

			　シャルルは両手に汗を握って、ライナの危機にハラハラしていた。

			「まさか……キミがここまでやるとはな…………」

			　ライナがフゥー……っと、息を吐きながらつぶやいた。

			「アマクサとの再戦までは、温存しておくつもりであったが……」

			　ライナが両手をゆるやかに広げ、腰を深く落とした。

			「ハアアアァ…………！」

			　黒いマナが全身に滲(にじ)み、周囲の空気がカタカタと震える。

			　周囲に散っていたガレキが、ピキリ、ピキリとヒビ割れ壊れた。

			（んんっ………！）

			　本能的な恐怖を感じたリアが、『まねっこドラゴン』を放つ。

			　しかしライナは、マナを滲(にじ)ませたまま移動していた。

			　亡霊のように不気味にゆったりとした動きで、リアの周囲を人工衛星のように回る。

			　一人、二人、三人と、幽鬼のごとく増えていく。

			　分身のライナは、目のところだけが赤く光る、黒いマナの塊だ。

			　なので一目で偽とわかるが、不気味なことに変わりはない。

			　リアは力を溜め込んで、ライナからの攻撃に備える。

			「これが……わたしがアマクサ用に考えていた秘技、幻(げん)狼(ろう)戦士術だ」

			　ライナがチャキリと剣を抜く。

			　リアを囲んでいた六体の幽鬼も、黒い刃をチャキリとだした。

			　それはまるで陽炎のように、奇妙なゆらめきを立てていた。

			　六体の幽鬼が、リアへと襲いかかるっ！

			「んっ！」

			　リアは足場に力を溜めて、空高くへと跳びあがる！

			　六体の幽鬼がそれに続いた。

			「ん～～～～～～～～～～～～っ！！！」

			　リアは地面に両手を伸ばし、超空圧をぶっ放すっ！

			　

			　ガォォォォンッ！

			　

			　リングに巨大なクレーターが生まれ、幽鬼たちはグシャリと潰れた。

			　状況を瞬時に察知して、こういう立ち回りができるリア。

			　経験は浅いけど、戦闘センスはかなりのものだ。

			　しかしライナは、朗々と叫んだ。

			「甘いっ！」

			　潰れたはずの六体が、影となってリアを襲うっ！

			「っ――！」

			　六体の影はリアに憑(と)りつき、縄のようにリアを襲った。

			　黒いヘビのような呪(じゆ)縛(ばく)となって、リアの体を絞めあげる。

			「ん………。んんっ………！」

			　リアは身をよじったが、解(かい)縛(ばく)するには至らない。

			　むしろ胸元や腹部に、ヘビと化した影が食い込む。

			「んっ………。あっ………。」

			　ライナのマナにやられているのだろう。

			　リアがぐったりうなだれて、朦(もう)朧(ろう)とし始める。

			「しかしわたしは、油断はせんぞ」

			　ライナは、格闘ゲームであればカットインが入りそうな口ぶりで言った。

			　両手を合わせ、黒い竜をぶっ放す。

			「んんんっ………！」

			　だがリアは、接近した竜を渾身の力でにらむ。

			　互いの魔力が、火花のように弾け飛ぶ。

			　ギギギギギ。

			　リアの力が、ライナの竜を押していく。

			　が――。

			　ギリィ！

			　リアに絡みついていた竜が、一際強くリアを縛ったっ！

			「あっ………！」

			　リアが苦(く)悶(もん)の喘ぎをあげた。

			　ライナの竜が、リアを飲み込む。

			「ふぅ……」

			　ライナはほうっと息を吐き、がっくりと膝をつく。

			『ライナ選手?!』

			「気にするな。少々疲(ひ)弊(へい)しているだけだ」

			　司会の女が声をかけると、ライナはクールにそう言った。

			『ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、Ｃブロック優勝は、〈冒険者の街のギルドマスター〉ライナティアス＝ミューレン・ミューレン選手となりますっ!!』

			　司会の女が声をあげると、会場は盛りあがった。

			　ライナは歓声を聞きながら、リングから降りる。

			　リングの周囲に張られている結界を通ると回復――正確に言うと、戦う前の状態に戻る――らしいので、ダメージについては安心している。

			　バカ高い結界石を地面に埋め込んだ上に、数十人の魔術師が交代でマナを送り続けて維持しているらしいだけあって、超技術としか言えない技術だ。

		

	
		
			第21話　錬金術の奥技が炸裂するお話。

			　

			　ライナとリアの戦いが終わった。

			　負けてしまったリアのことが心配になるが、オレはあえて動かずに待った。

			　オレが席を立っているあいだにライナが戻り、オレの不在を知ってしまったら哀しむ。

			　一生懸命戦ったのはライナも同じだ。差をつけるわけにはいかない。

			　が――こなかった。

			　落ち込んで泣いているであろうリアはもちろん、ライナのほうもこなかった。

			「どうしたのかな……」

			　オレはぽつりとつぶやいた。

			　ライナが戻ってくるのであればでてくるであろう方向を見る。

			（はぐうぅ…………）

			　いた。

			　ライナは、いた。

			　壁の陰から顔だけだして、オレの様子をうかがっていた。

			「はぐっ！」

			　オレに気づくとビクッとすくみ、かわいい顔を引っ込める。

			　白い指先が、ちょこんとでていた。

			　かわいい。

			　でも意味がわからない。

			　オレは通路の側に向かった。

			「なにしてんだよ、ライナ」

			　ライナはうつむき、胸の前で指をつつき合わせる。

			「戦っている時は必死であったがゆえに気づかなかったが、よくよく考えてみると、大人げなかった気がしてしまってな……」

			「そっか」

			　オレはライナの頭を撫(な)でた。特に言葉は発さないが、ライナに問題はない旨を、なでなでの強さで伝える。

			「クゥゥン……」

			　ライナの瞳(ひとみ)がうっとり細まり、かわいい尻尾(しつぽ)がふりふりとゆれた。

			　かわいい。

			　そしてライナを愛でたので、リアをなぐさめに行こうと思ったが――。

			〈Ｄブロック決勝戦が始まります。Ｄブロック決勝戦が始まります。会場のほうまでお越しください。会場のほうまでお越しください〉

			　ふたりを待つ時間が長すぎたか。

			「ねぇ、ライナ」

			「はぐ……？」

			「目の前の試合と、あとでなぐさめることもできるリア。優先するとしたらどっちかな……？」

			「それはさすがに、試合と思うが……」

			「だよねぇ……」

			　オレがすっぽかすと、アリシアにも迷惑がかかるしな。

			　仕方ない。

			　できるだけ早く終わらせて、リアをなぐさめに行くとしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『今大会で最大の激戦区だったＤブロックも、最終戦となりました！　まず西は、〈不可視の筋肉スナイパー〉、メガロ・ジックス選手とカイル・ウエッジ選手！　そして東は、予選の際から圧倒的な力で勝ち進んできた、〈セクハラをする超反則(ハイチート)〉アマクサラクト選手だあぁ――――!!』

			　いつの間にやら、オレは人気選手になっていたらしい。

			　入場すると、割れんばかりの歓声が響いた。

			　強いってのは正義だな。

			「お前は、メガ強いらしいじゃねぇか！」

			　対戦相手の、メガロ・ジックスが言った。

			　漆黒の髪をリーゼントにした、筋肉質のデカい男だ。身長も、一八〇センチはありそうだ。

			「しかしながら、俺さまもメガ強ぉい！」

			　メガロは、右手の指をパチッと鳴らした。メガロの右に、高さ二メートルの岩がでてくる。

			　いったいどこからだしたんだ？

			　思う間もなく、メガロは岩を抱きしめた。

			「ふうぅぅぅぅんっ！」

			　メガロに抱きしめられた岩が、粉々に砕けるっ！

			「そしてこの肉体からくり出される、メガ強い一撃が――ハアッ！」

			　メガロが両手を前に突きだす。二本の腕から二対のビームが射出され、オレの左右をかすめていった。

			　

			　ドゴォォンッ！

			　

			　ビームはオレの背後で爆散し、一メートル近い大きさの穴をリングに作った。

			　ご丁寧に説明をしたメガロは、隣にいた優(やさ)男(おとこ)も紹介した。

			「さらにこのカイルは、自身の魔力で任意の相手の姿や着衣、気配や殺気に付着した血液に、放つ技も透明化することができるっ！　広い範囲を撲滅できる魔法がなけりゃあ、まず勝てねぇって寸法だあぁ！」

			　さっきの岩は、透明化させてたのを元に戻したっていうことか。

			「なんでわざわざ、敵に教えてやるかなぁ……」

			　カイルがハアッとため息をついた。

			「同じメガ負けちまうなら、わけがわかった上でメガ負けちまうほうがいいじゃねぇかぁ！」

			　メガロは、自信たっぷりに言った。

			　確かに魔法の使えないオレにとっては、厄介そうな能力だ。

			　気配や殺気を感知して反撃するのはもちろんのこと、こういう相手への王道である、『血をつけて目印にする』も、意味がないとわざわざ言っているし。

			　でも――。

			「そういう時こそ、錬金術の出番だな」

			　オレが静かに構えると、司会の女が声高に叫んだ。

			『アマクサ選手がけっこう絶望的な気がいたしますが、ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、Ｄブロック決勝戦――開始いぃ！』

			　司会の女が叫んだ刹(せつ)那(な)、オレは地を蹴り前にでる。

			　鋭く走り、接敵し――。

			「錬金術奥技・めっちゃ速く近づいてアッパー!!」

			　透明化する魔法とか、使われる前にぶっ飛ばした！！！

			　光の粒子と化して消えようとするふたりに、キリッと真顔で言い切った。

			「どんな魔法も、使われる前に潰せば終わりだっ！」

			『み……』

			　会場が、水を打ったかのように静まり返り――。

			　

			『身もフタもなあぁ――――――――――――――いっ！』

			　

			　司会の女の声が響いた。

			『しかしその理論を実際にやれるのは、アマクサ選手ぐらいのものだあぁ！　〈超反則(ハイチート)〉の呼び名(ケニング)は、飾りではなぁい！　次に対戦するライナ選手が心配になってくるレベルだぞおぉぉぉぉ！』

			　などといった声を受けつつ、オレは会場をあとにした。

			　落ち込んでいると思われる、リアのところへと急ぐ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			（くすん、くすん、くすん。）

			　リアは控え室にいた。

			　オレに背を向けペタンと座り、くすん、くすんと泣いていた。

			　丸めた両手を目元に当てた、[image: gaiji11.png]な顔で泣いていることが、背中からでもわかった。

			「リア」

			（びくっ！）

			　声をかけると身をすくませた。恐る恐る振り向いて――。

			（がーんっ！）

			　ショックを受けた顔をする。

			（ごしごしごし！）と目元をこすり、（こくっ！　こくっ！）とうなずいた。

			　とても必死だ。

			　オレはリアを抱きあげて、ソファーへと座らせた。今は背もたれが倒れていて、ベッドのように広くなってる。

			　そしてリアの前に座って、とぼけた調子で言ってみた。

			「リアが泣いてると思ったから、なぐさめにきたんだけど？」

			（ぶんぶんぶん！）

			　リアは首を左右に振った。[image: gaiji.png]な顔で左右に振った。

			「自分は泣いていないって？」

			（こくっ！　こくっ！）

			　リアは必死にうなずいた。

			「いや、泣いてたろ」

			（ぶんぶんぶん！）

			「泣いてない？」

			（こくっ！）

			「そうか、泣いてないのか」

			（こくっ。こくっ。）

			　リアは二回うなずくと、かわいい声で言ってきた。

			「泣いてない………です。」

			「泣いてたってわかったら、オレが心配するもんな」

			（こくっ。こっ………!!）

			　リアは一度うなずくが、二回目の途中で気づいた。

			　目を見開いて、ぷるぷると震える。

			「泣いてたんだな？」

			（ん～～～～～～～～～～～～!!）

			　オレがにこやかに言うと、オレの胸板をぽすぽすと叩いた。

			　かわいい。

			「ごめんごめん」

			　オレはリアを抱きしめて、頭や背中をやさしく撫(な)でた。

			（ん………。）

			　リアの頭のぴょこハネが、気持ちよさそうに動く。

			　同時にリアの、オレを大好きだって気持ちも伝わってくる。

			　テレパシーで意図して伝えることもあるリアだけど、今のこれは自然と伝わってきている。

			　オレはリアにキスをして、そのままソファーに押し倒す。

			　そしてたっぷり、『なぐさめた』。

		

	
		
			第22話　学園武芸会準決勝。ユキvsリンディスとレミナ

			　

			「まったく……。キミというやつは、鍵もかけずに……」

			　リアをなぐさめ終わったあたりで、ライナが声をかけてきた。

			「どのへんから見てたの？」

			「行為の途中から――であるな」

			「そっか」

			　オレは服を着ないまま、ライナに寄った。

			　ライナの肩に手をおいて、ライナの体を、壁にトン――と押しつける。

			　そのままキスを――。

			「なななっ、なにを当たり前にしようとしているのだっ！」

			　しようとしたら、怒られた。

			「そのためにきたんじゃないの？」

			「アカミネユキと、リンディスたちの試合が近づいてきたから、キミを呼びにきただけだっ！」

			「そっか」

			　納得したオレは、それはそれでキスをした。

			　ライナとのキスは、何度しても気持ちいい。

			「まったく……。キミというやつは、まったく……」

			　ほっぺたを赤くしたライナは、手の甲で唇を押さえた。

			　しかし満更ではないらしく、尻尾(しつぽ)はふりふりゆられてた。

			　ついでに服も脱がしにかかった。

			「キキキッ、キミというやつは、キミというやつわあぁぁぁぁぁぁぁんっ!!」

			　ライナは抵抗していたが、最後のほうにはやっぱり喘いだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『ヴァーラスキャルヴ学園武芸会も、準決勝となりました！　火炎使いにして時空使いでもある〈女神(フレイヤ)の御子〉アカミネ選手と、〈残虐の水霊鬼〉、〈自爆するアホの子〉といった呼び名(ケニング)をわたしにつけられているリンディス選手と、パート、ナー……？　であるレミナ＝ラビウス選手の対戦ですっ！』

			「その呼び名(ケニング)は、この試合に勝利して変えさせてやるぜなっ！」

			「どうして疑問符ついてるじゃんよぉ！」

			　ひどい紹介を受けたふたりが、やる気に満ちたり嘆いたりした。

			　司会の女は、リンディスに問いかける。

			『すさまじいやる気ですが、ご勝算はおありですか？』

			「負けるつもりで挑むバカはいないぜなっ！」

			『おぉ……』

			　カッコいい啖呵に、司会の女は見直すような表情を見せた。

			　が――。

			「そもそも勝てない相手だったら、全力で逃げているぜなっ！」

			　台無しだった。

			　でもリンディスは、こういう子である。

			　初めてオレと出会った日から、徹底しているヘタレな子だった。

			　勝てる相手には強く、勝てない相手には弱い子だった。

			　でも、逆に言うと――。

			（リンディスは、ユキ相手にも勝算があるのか）

			『正直コメントに困りましたが、そこは戦いに期待して――――ヴァーラスキャルヴ学園武芸会準決勝、開始いぃ！』

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は母なる大海！　メルキュリア・ランス！」

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は、巨人(スルト)の業火を再現する者！　レーヴァンテイン・レプリカッ！」

			　リンディスが水の槍をだし、ユキが炎の剣をだす。

			「一撃で決めます！　カルロ・レイスラッシュ！」

			「すべてを飲みし深き渦、汝(なんじ)の闇は闇より深し――メルキュリア・レイストーム！」

			　ユキが炎の斬撃を放ち、リンディスが水流の渦をだす。

			　互いの力がぶつかりあって、水蒸気の爆発が起きた。

			　リンディスのスカートが、爆風でたなびく。

			「ぜなぁ！」

			　リンディスが突っ込んだ。

			　鋭く地を跳ね、疾風の突きをユキへと放つ。

			　並みの人間であれば回避するのも難しいそれを、ユキは剣の腹で受けた。

			　ギイィンッ！

			　衝撃の波が、ふたりを中心に広がった。

			「ハアッ！」

			　ユキの剣から、炎の渦が巻きあがり、リンディスは距離を取る。

			「レイスラッシュだぜなっ！」

			　しかしすぐさま槍を振る。水流の斬撃が、ユキに向かって飛んでいく。

			「効きませんっ！」

			　ユキが叫んで、紅いバリアを手前に張った。

			　またも激しい爆発が起こり、白い蒸気が飛び散るが――。

			「くっ――！」

			　ユキが若干押されてた。

			「やっぱり思った通りだぜなっ！　炎と水なら、水のほうが強いぜなあぁ！」

			　それはただの必然であり、同時に強い真実だった。

			「おまけに――」

			　リンディスは、ダンと地を蹴り前にでる。疾風の突きを再び放つ。

			　ユキは半身でそれを回避し、間合いを詰めようとするのだが。

			「ぜなぜなぜなあぁ！」

			　リンディスは、ユキが迫るより早く槍を引き、無数の突きをユキへと放つ。

			　ズガガガガッ。

			　リンディスの突きは、ユキの剣やガントレットに当たる。

			　決定打とはならないが、衝撃の余波はダメージを与えた。

			「剣と槍なら、リーチの長い槍のほうが有利だぜなっ！」

			　叫んだリンディスは槍を振り、水で作られた斬撃を飛ばす。

			　ユキはレーヴァンテインを右手で持つと、左手を前に突きだした。

			「焼却しますっ！」

			　素手の右手から焼却砲を放ち、リンディスの斬撃を消しにかかった。

			　ジョバアッ！　と激しい音が鳴り、リンディスの斬撃は消えた。

			　それでも蒸気が巻きあがり、視界が白く曇りだす。

			　そしてユキの右手から――。

			　

			　大剣を持ったレミナ！

			　

			　瞳(ひとみ)を閉じているレミナは、完全に無心だ。

			　世界から、余計な光を消し去っている。

			　ウサギの獣人としての特徴である聴覚を使い、空気に溶け込み接敵している。

			　空に昇った日輪が沈んでいくかのような自然さで、ユキに大剣を振りおろす。

			　間合い。速度。タイミング。

			　どれを取っても完璧だ。ユキに回避の余地はない。焼却砲も連射はできない。

			　レーヴァンテインを左手に持っているので、剣で受けることもできない。

			　これは――。

			　と、思われた直後。

			　ユキは右手をすっとかざした。

			「ハアアッ！」

			　闘気のようなマナが立ち込め、紅い光が右手に集まる。

			　

			　レミナの剣が、バターのようにドロリと溶けた。

			　

			　回避できないのなら、回避をしない。あえて受けて武器を溶かす。

			　実にシンプルで単純な防御法だ。

			「ぐっ……」

			「せあッッ！」

			　剣を溶かされたレミナに、ユキはレーヴァンテインを横薙(な)ぎに振るった。

			　レミナは身をよじって回避するが、体が半端な格好で浮く。

			　ユキはリンディスを目で牽制し、レミナに掌(しよう)底(てい)を叩き込んだ。

			「うああ―――っ！」

			　レミナは吹っ飛びリングを転がり、仰向けに倒れた。

			「レミッ！」

			　リンディスはレミナを愛称で呼んで気遣うが、ユキに牽制されているため駆け寄ることができない。

			　ユキの手から、鮮血が落ちる。

			　レミナの攻撃は、ユキの手の皮一枚には達していたが、手の皮一枚にしか達していない。

			　ユキは手の血をペロリと舐めて、リンディスに言った。

			「これで一対一ですね」

			「言う通り……だぜな」

			　リンディスは水色の槍を握りしめ、ユキを見据えた。

			「ところで――リンディスさん。ひとつ忘れていらっしゃいませんか？」

			「……ぜな？」

			「あなたはわたしに、『炎と水なら、水のほうが強い』とおっしゃいました」

			「それは……世界の真理だぜな」

			　ユキの気配に押されているのか。リンディスはやや引きながら答えた。

			　槍を握りしめる手も、どこかすがるようである。

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は、ソロモン七十二柱が一柱。二〇の軍団。一万二〇〇〇の魔(ま)鬼(き)どもを総べるもの」

			　ユキの周囲で、紅蓮の焔(ほのお)が渦を巻く。

			　それはある種の、禍(まが)々(まが)しいまでの闘気をまとい――。

			「虚無の彼方へ焼き尽くせ！　エンペラー・フェニックス！」

			　紅蓮のフェニックスとなって飛びだすっ！

			「ぜなあぁ！」

			　リンディスは、渾身の力で水流の渦を放った。

			　それはまっすぐ一直線に、フェニックスへと向かう。

			　だがユキは、極めて静かな声で言った。

			「確かに水は、炎を消します――」

			　水と炎。

			　リンディスの信念と単純な理(ことわり)で言えば、リンディスが負けるはずのない対決。

			　が――。

			「しかし業火は、その水さえも飲み込み蒸(け)しますっ！」

			「ぜなあぁ――――――――――――――っ!!」

			　ユキの不死鳥はリンディスの渦を飲み込み、リンディスまでをも消し去った。

			「くっ……」

			　しかし今の大技は、チートを使えるユキにとっても、消耗するものであったらしい。

			　ユキの体がふらりとよろける。

			　と――そこに。

			　

			　白い大剣が振り下ろされたっ！

			　

			「っ?!」

			　ユキはのけ反り、かろうじて回避した。

			　ドォォォンッ！

			　虚(こ)空(くう)をすべりおりた剣は、無人のリングをド派手に砕いた。

			　その刀身は、白く半透明の闘気。

			「クッ――」

			　その攻撃を放ったレミナが、悔しげに歯を噛んだ。

			　七メートル近い刀身を持っていた剣が短くなって――消える。

			「いつの間に、そのような技を……？」

			「ついさっき……じゃんね」

			　掌(しよう)底(てい)のダメージが残っているのか、レミナの足はフラついている。

			　それでも剣を握る両の手は、しっかと力が篭(こも)っていた。

			　脳裏に浮かぶは、シャルルの姿。

			　レミナは以前、シャルルに命を助けられてる。

			　水中迷宮の奥深く、ミノタウロスに襲われた時。

			　そこにシャルルがいなければ、確実に死んでいた。

			　妹のようなシャルルだが、同時に命の恩人だ。

			　そしてなにより浮かぶのは、ミノタウロスに立ち向かった時のシャルルの姿。

			　強い。

			　勝てない。

			　絶対に負ける。

			　全身の細胞がそう告げてくる中、全力で立ち向かった。

			　自分はそういうシャルルを見ていた。そんなシャルルを、まぶたの裏に焼きつけた。

			　そしてシャルルが泣いていた。

			　試合に負けて、悔しいと泣いていた。

			（だから、アタシは――）

			「負けるわけには、いかないじゃんよっ！」

			　レミナから、白い闘気が巻きあがる。

			　純粋な闘気。純然な闘気。

			　それでも万全のユキが相手であれば、届くことはないだろう。

			　しかしリンディスとの戦いで、消耗しているユキならばっ！

			　闘気を放って迫るレミナに対し、ユキはうっすら瞳(ひとみ)を細める。

			「今のあなたにコレを使うのは気が引けるのですが、自分が持っている力を使わないのも、違うと思いますので――」

			　ユキとレミナに、ふたりを包む時空がゆがんだ。

			　ブウゥン――と、激しいノイズがかかり――。

			　

			　時が戻った。

			　

			　リンディスはおらず、レミナは疲(ひ)弊(へい)し、剣はドロリと溶けている。

			　地球で死んで、この世界に転生してきたユキが、フレイヤと名乗る女からもらったチート。

			　特定の戦いを、戦いが始まった直後に巻き戻す技。

			　相手へのダメージは残るのに、自分へのダメージは戻る魔法。

			「ちなみにわたしの、この力ですが――」

			　ユキは囚人の首を刈る死神のように、ゆるやかな仕草でレーヴァンテインのレプリカを構えた。

			「肉体的なダメージはもちろん、消費した魔力も戻します」

			　それを証明するかのように、レーヴァンテインのレプリカが炎をあげた。

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は、ソロモン七十二柱が一柱。二〇の軍団。一万二〇〇〇の魔(ま)鬼(き)どもを総べるもの」

			　ユキの周囲で、紅蓮の焔(ほのお)が渦を巻く。

			　それはある種の、禍(まが)々(まが)しいまでの闘気をまとい――。

			「虚無の彼方へ焼き尽くせ！　エンペラー・フェニックス！」

			　不死鳥が飛んで、レミナが消えた。

			　ユキの勝利と、レミナの敗北が決まった瞬間であった。

		

	
		
			第23話　ライナとの再戦。

			　

			「シャルぅ～、ごめんじゃんよ、ごめんじゃんよおぉ～～～」

			「レミナさまっ、レミナさまあぁ～～～、はうぅ、はうぅ～～～～～～～～～」

			「ぜなぁ～～～」

			　シャルルとレミナが抱き合って泣くと、泣くには至っていなかったリンディスも泣いた。
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			　ふたりの横にぺたんと座り、ぜなぜな声を張りあげる。

			　みんなが強い気持ちで臨んでいたことを知っている分、胸にくる光景だ。

			　慰めてやりたい気はしたが――。

			〈準決勝第二試合が始まります。準決勝第二試合が始まります。

			　会場のほうまでお越しください。会場のほうまでお越しください〉

			　ということになったので、行かないわけにはいかない。

			　対戦相手はライナなので、純粋に楽しみでもある。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、準決勝第二試合の時間ですっ！　一切の危なげもなくこれまでの戦いを勝ち進んできたアマクサ選手と、今まで圧勝で勝ち進んでいたリア選手を打ち破った、ライナ選手の戦いですっ！』

			　準決勝であるからだろう。司会の女はこれまで以上に熱く叫んだ。

			　対するライナは、いつものようにクールに言った。

			「わたしが相手だからといって、手加減はするなよ？　アマクサ」

			　なのでオレも、軽やかに言った。

			「そっちこそ、変な手加減とかしたら、だいっきらいになるからな？」

			「ふわぁっ?!」

			　ライナは露骨な反応を見せた。

			「はぐっ、うっ、くうっ…………」

			　涙ぐむようなうなり声をあげて――。

			「クウゥゥン…………」

			　サファイアブルーの瞳(ひとみ)から、大粒の涙をぽろぽろとこぼした。

			「えっ、ちょっ、ライナっ?!」

			　オレが慌てて声をかけると、ライナは涙を散らして叫んだ。

			「キミというやつは、言ってよいことといけないことの区別がつかんアマクサなのかっ?!」

			「えっ……？」

			　呆気に取られてしまったオレは、司会の女に問いかけた。

			「今の、アウト……？」

			『わたしとしては、どちらとも……』

			　次にチラリと、リアやシャルルたちを見た。

			（こくっ！）

			（はううぅぅ……）

			　リアは、めっ[image: gaiji5.png]という顔をして、シャルルはうるうる涙ぐんでた。

			「シャルルはシャルルは、ライナさまのお気持ちがわかるシャルルであります……わん」

			（こくっ。こくっ。）

			　ふたりについては、ライナにまったく同意らしい。

			「あはは～～～」

			「さすがにちょっと、大げさじゃんね……」

			　逆にミーアやレミナは、軽く笑ったりつぶやいたりとしていた。

			　しかしまったくわからないわけではないらしく、ふたりの否定はしなかった。

			　ライナが叫ぶ。

			「アウトかどうかの問題ではないっ！

			　わたしがキミを大好きで、軽い冗談であろうと悲しかったと言っているのだぁ！」

			　ガチで泣かれて言われると、もう本当に申し訳ない。

			　でもかわいい。

			　泣くほどオレを大好きなライナ、めちゃくちゃかわいい。

			「なにをニヤけているのだあぁ！」

			　オレのライナは、[image: gaiji8.png]な顔でオレを怒った。

			　もう完璧に、オレが悪いな、うん。

			「ぶちのめすっ！　わたしはキミを、全力でぶちのめすぞおぉ！」

			　ライナはグッと、膝を曲げて構えた。黒いマナが、全身から湧き立つ。

			　なにはともあれ、本気の戦いになりそうだ。

			　オレは錬金術の奥技、『めっちゃ速く近づいてアッパー』の構えを作る。

			　が――。

			『そっ……それではヴァーラスキャルヴ学園武芸会、準決勝第二試合、開始いぃ！』

			　司会の女が叫ぶや否や、ライナは地を蹴り突っ込んできた。

			　速度は速く、気づけばオレの眼前だ。

			　さすがライナだ。めっちゃ速く近づいてアッパー唯一の弱点――アッパーを打つ前に攻撃されると、技にならない――を突いてきやがった。

			　顔面に、ライナの拳が飛んでくる！

			　オレは腕をクロスさせて受けた。

			　

			　ガォォンッ！

			　

			　鈍い衝撃がきた。拳に押され、オレの足場のリングがへこむ。

			　ズガガガガ。ライナのラッシュが飛んでくる。

			　単純な威力はさほどでもないが、拳に乗ってるマナが重い。

			　いなして受けても、体力を削られていく。

			　オレはライナの隙を見つけて、カウンター気味にジャブを放った。

			　しかしライナは、オレの拳を素手で押さえた。

			　上から押さえて体を乗りあげ、オレの顔を太ももで挟む。

			　全体重をかけて反転。

			　フランケンシュタイナーで、オレを一気に投げ飛ばしてくるっ！

			　オレはなんとか受け身を取ったが、衝撃は激しい。硬いリングにクレーターができた。

			　ライナの追撃を転がって回避して、立ちあがって距離を取る。

			　ライナが再び突っ込んでくる。

			　と――思いきや。

			　ジャキリと拳銃を取りだして、至近距離からビームライフルをぶっ放してきたっっ！

			「オラアッ！」

			　オレは踏み込み、手刀でそれを飛ばした。

			　

			　消えたビームの後ろから、ライナっ！

			　

			「爆ぜろアマクサあっ！」

			　そして超絶至近距離にて、無数の銃弾をぽいっと放(ほう)った。

			　一八発の銃弾が、ライナのマナを、黒い幽鬼のように携えて――。

			　

			　オレの体にぶち当たるっ！

			　

			「ぐっ……」

			　銃弾に加えて、ライナの黒いマナの特徴――浸食した相手を衰弱させる――の効果を受けて、オレの体がぐらりとよろける。

			　貧血になったみたいに、足元がおぼつかない。

			「ハアアッ！」

			　そこにライナの掌(しよう)底(てい)がきた。

			　チャンスッ！

			　オレはそれをあえて受け、自分からも後ろに飛んだ。

			　これで一応、距離を取れる。

			　が――。

			　ドンドンドンッ！

			　速射性を重視した細くて黒い、レーザービームのような攻撃が飛んでくるっ！

			　チュインッ、チュイィンッ！

			　オレは両手の手(しゆ)甲(こう)にかすらせていなした。

			　ライナが再び突っ込んでくる！

			　オレの顔面を狙うラッシュに、こめかみを狙う回し蹴り。

			　舞うように可(か)憐(れん)でありながら、激しく苛烈な手技、足技を無数に放つ。

			　オレは軽く右手をだしたが、それを上から押さえられ、膝蹴りのカウンターをアゴに食らった。

			　ノドがガラ空きになる。そこにライナの蹴りがくる。

			　オレはわずかに体を引いて、喉笛への直撃は回避した。それでもかなりのダメージが、ノドの真下に訪れた。

			　ライナは蹴りの反動で、オレの体から離れる。宙でくるりと回転し。

			　銀色のポニーテールを華麗に舞わせ。

			　両手をガシリと重ね合わせて、竜の口のような形を作る。

			　漆黒の竜を、無(む)詠(えい)唱(しよう)でぶっ放してくるっ！

			「っ！」

			　オレは後ろに跳んでかわした。

			　

			　ゴオォンッ！

			　

			　オレの立っていた地面が抉(えぐ)られ、リングの破片が激しく飛び散るっ！

			　ライナが三(み)度(たび)接近し、オレにラッシュをかけてくるっ！

			　オレはかろうじていなしながら、真面目に思った。

			　強い。

			　もうライナ、本当に強い。

			　それは知っていたつもりであったが、『つもり』でしかなかった。

			　ライナの本領は遠距離系の攻撃だから、それでくると思い込んでた。

			　その思い込みが、初動での反応を鈍らせた。

			　と言っても、時間にすれば〇・一秒とない。

			　しかしライナは、その〇・一秒の隙を起点に、オレをここまで攻め立ててくる。

			　それを今、肌で思い知らされる。

			　ライナの攻撃を受けながら、隙をついて貫き手を放った。

			　それはライナの体を貫く。

			　しかし手応えがない。まるで煙を突いたかのような、胡(う)乱(ろん)な触感が伝わるだけだ。

			　ライナのように見えていたそれが、真っ黒い影へと変わる。

			　幻狼戦士術。

			　ライナがリアとの戦いで見せた、分身を作る技。

			　リアとの戦いで作られていたそれは、触れたリアを縛りあげてた。

			　ライナが身代わりに使ったそれもまた、一匹の黒(こく)蛇(じや)と化してオレを縛った。

			「グウッ、クッ……」

			　ギリギリと、オレの首や体を絞める。

			　触れているだけで力を奪うマナの呪(じゆ)縛(ばく)は、鋼鉄の鎖のような痛みをもたらす。

			「はぐぅ……」

			　七メートルほど離れた位置で、ライナがすこし、申し訳なさそうな顔をした。

			　オレに対するやりすぎを心配している顔だった。

			　が――。

			（ぶんぶんぶんっ！）

			　[image: gaiji.png]な顔で首を振った。ポニーテールをばさばさゆらし、涙を溜めてオレを指差す。

			「キミが悪いっ！　今回の件は、キミがわる――――――――――いっ!!」

			　ライナは声高に叫び、両手を重ねて竜の口のような形を作った。

			「苛烈に食らええっ！　ヴァイズ・ドラゴンッ！」

			　最大出力の竜が、オレに向かって突っ込んできた！

			　その直径は、口だけで二、三メートルはあるっ！

			「ハアッ！」

			　オレは気合いを全身に込めて、黒い蛇を気合いで弾いた。

			　そしてライナが放った竜に、真正面から突っ込んだ。右手を伸ばして腕を突っ込み、竜の中に体を入れ込む。回避はしようと思えばできたが、あえて真正面から突っ込む。

			　雪崩に突っ込んだかのような圧迫感が全身を包み、オレの体に痛みが走る。

			　皮膚を作る細胞のひとつひとつが、裂け飛んでいくような痛みが走る。まるで体の全身を、ピラニアの群れに噛みつかれているかのようだ。

			　それでもオレは、ライナの魔法を真正面から突破した。

			「なっ――」

			　突破した先にいた、驚(きよう)愕(がく)しているライナの肩に手をかけ――。

			　

			　押し倒すっ！

			　

			「はぐぅっ、うっ、くっ……！」

			　ライナはじたばた暴れたが、オレはもちろん離さない。ライナの体を押さえ続ける。

			「クウウッ…………！」

			　ライナがキッとオレをにらんだ。顔の手前に、黒いマナの塊がでてくる。

			　ブラックホールのようなそれが、至近距離からぶっ放される！

			　

			　ズドオオンッ！

			　

			　オレはギリギリ、顔を横に振ってかわした。

			　黒いマナがオレの横っ面をかすめ、こめかみ付近の髪を飛ばした。

			　コンマ一秒遅れていたら、顔を吹っ飛ばされていた。

			　さらに打ちあげられたマナは、漆黒の竜となって落ちてくるっ！

			「うおおっ！」

			　オレはライナを抱きかかえ、横にゴロリと転がった。

			　

			　ガオォンッッ！

			　

			　鼓膜を突き破るかのごとき炸裂音が鳴り響き、ライナの竜が四散する。

			　竜が着弾した位置を見ると、深い穴ができていた。

			　穴の広さはさほどでもないが、深さの底がまったく見えない。

			　ライナ。

			　本当に。

			　すごい。

			「はぐうぅ…………」

			　しかし限界だったらしい。さすがのライナもぐったりしていた。

			「終わりか……？」

			「…………うむ」

			　オレが押し倒したまま尋ねると、ライナは静かにうなずいた。

			　瞳(ひとみ)を閉じて、ハアッとため息をつく。

			「キミというやつは――まったくもって、わたしの想像を超えているな」

			　ライナの声と表情は、この上ないほどに爽やかだった。

			　司会の女が声高に叫ぶ。

			『ヴァーラスキャルヴ学園武芸会！　準決勝第二試合は、アマクサ選手の勝利ですっ！』

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はぐうぅ！」

			　控え室。

			　ライナに勝利したオレは、ライナの体をベッドのように開いたソファーの上に寝かせた。

			「ななななっ、なにをするつもりだっ?!　アマクサっ！」

			　ライナは、自身の肩を抱いてオレを見上げた。

			　瞳(ひとみ)はうるみ、かわいい耳や尻尾(しつぽ)もぷるぷると震えている。

			　かわいい。

			　オレはソファーに乗りあげて、当たり前のように言った。

			「戦いに負けた子が凌(りよう)辱(じよく)を受けるのは、お約束かなって」

			「わけのわからんことを言うなぁ！」

			　オレはライナの叫びを気にせず、ライナのことを組み伏せた。

			　服に手をかけ、脱がしにかかる。

			「クウウゥゥンッ！」

			　ライナはオレとの戦いで、会場を派手にぶっ壊した。

			　特に最後の一撃で、地面の奥深くまで抉(えぐ)ったのが大きかったらしい。

			　復旧には、けっこうな時間を要するとのことだ。

			　かわいがる時間は、たっぷりとある。

			「時と場所を考えろぉ！！！」

			　ライナは必死に抵抗するが、むしろかわいい。オレはライナの首筋に、官能的なキスをした。

			　同時に股間に手を伸ばす。愛らしいクリトリスを、キュウゥ――っと摘まんだ。

			「ハぐウゥゥゥ…………ッ！」

			　ライナはギュッと瞳(ひとみ)を閉じて、ソファーを固く握り締めた。

			　すっかり大人しくなって、瞳(ひとみ)を愛らしくうるませる。それでもオレから顔を逸らして――。

			「いっかい、だけだぞ……？」

			「うん、わかった」

			　オレはうなずき、半端に残っていた服も脱がして全裸に変えた。

			　身長一四〇センチ台で幼児体型なライナが裸になると、やたらかわいい。

			「はぐうぅ……」

			　パンツを脱がされたライナは、足を閉じて鳴いた。

			　オレは足を無理やり開かせ、指を突っ込む。ぐちゅぐちゅと掻き乱し、耳元でささやいた。

			「ライナのおま○こ、すごくやらしくなってるね」

			「ふぐっ、あぐっ、はぐっ。いっ……言うなあぁ……！」

			　オレはたっぷり掻き乱し、汁のついた指をライナに見せた。

			「ほらすごい。えっちな汁で、こんなになってる」

			「くうぅんっ……！」

			　言葉の羞(しゆう)恥(ち)で攻めながら、チンコの先でライナのワレメをやらしくなぞった。ワレメの入り口のほうで、愛液に濡れたちんこをクチュクチュと鳴らす。

			「ふうぅんっ、くぅんっ、キュウゥンッ……。あまっ、くさあぁ……！」

			　ライナは切ないうめきを漏らし、泣きそうな声で言った。

			「するなら、焦らさないでくれえぇ……」

			「よしっ！」

			　オレは一息にぶちこんだ。

			「ふわあぁぁぁぁぁぁぁぁんっ!!」

			　その一撃で、ライナはイッた。背筋を弓なりに反らし、ビクビクと震える。

			　オレはライナを激しく愛でる。

			「ふわあんっ！　ふわあぁんっ！　すごいっ！　すごいぃ！　キミの、キミのおちんちんすごいぃ！！！」

			　一回だけと決めているせいか、ライナの喘ぎはものすごかった。

			　全力でイッて体力を使い果たしても、一回で終わるから――と考えている感じだ。

			　ただオレが、一回で終わるはずがない。

			「はぐふぅん……♥」

			　満足しているライナをひっくり返して、二回戦目に入る。

			「一回だけと、一回だけと言ったではないかあぁ！」

			「『そうする』なんて言ってないじゃん」

			「『わかった』と言ったろう?!」

			「それは『理解した』の意味で、『そうする』って意味じゃないよ？」

			「ふわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

			　そんないじわるなことを言って、強くてかわいく小さいライナを、たっぷりいじめて喘がせ泣かせた。

			「ちがうぅ！　アマクサあぁ！　そちらは、そちらはお尻(しり)だあぁ！」

			「オレが気持ちよくなるって意味では同じだよっ！」

			「ふわあぁん！　クゥゥン！　キツいッ、キツっ…………クウゥゥゥゥンッ!!」

			　もう本当に、かわいいなぁ！　ライナ！

		

	
		
			第24話　爽やかに対応したら、怒られてしまったでござる。

			　

			「はぐうぅ…………」

			　オレに味わい尽くされたライナが、仰向けになってうめいた。

			　愛らしいワレメから、白い精液がごぽりとでてくる。

			　手足の筋肉が弛緩しきって立ちあがれないほどになっているが、とろけた顔は恍(こう)惚(こつ)で、とても幸せそうに見えた。

			　実際オレが覆(おお)いかぶさり、キスをすると――。

			（んっ……。くちゅっ、ぺろっ……）

			　と、舌に舌を絡ませてくる。

			　それはとても愛らしいのだが、やりすぎたかな？　とも思う。

			　意識とか、理性とか、そういうものがほとんど消えてる。

			　でもかわいい。

			　そういうライナ、とてもかわいい。

			　オレはライナをやさしく撫(な)でて、ライナの回復を待った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「まったく……。キミというやつは、まったく……。

			　わたしがわたしが、一回だけと言ったというのに……」

			　元気になったライナが、服を身につけてぼやく。

			「ライナがかわいかったんで、つい」

			　オレはへらりと笑顔で言って、ライナの頭をぽんぽん叩いた。

			「まったく……」

			　ライナは苦虫を噛み潰したようにぼやいたが、満更ではないらしい。

			　ほっぺは赤く染まっていたし、オレの腕にくっついてきた。

			　言い訳がましく言ってくる。

			「いっ……いやらしい行為と、それ以外の行為は、別腹というか、別腹であってだな。

			　いやらしくされたからと言って、くっつかない理由はなくて……だな」

			「そっか」

			　オレは明るい笑顔で言って、ドアを開いた。

			「というかわたしは、あまりいやらしくない範囲で、こうしていたいというか……だな。

			　まぁ要するに……だな」

			　先ほどの余韻が残っているのか。

			　ライナはオレを壁に押しつけ、オレの胸板に顔をうずめた。

			「要するに、要するに……だな。はぐうぅん……♥　んっ、クウゥゥン…………♥」

			　このライナ、とてもかわいい。

			　オレはライナを抱き返し、頭と背中をよしよし撫(な)でた。

			「はぐうぅンッ?!　きゅうぅん！　あまくさぁ～～～♥　あまくさあまくさ、あまくさあぁ～～～～～～～～～♥♥♥」

			　尻尾(しつぽ)をパタパタ振りまくり、オレに頬ずりしまくるライナ。本当にかわいい。

			　でもいいのかな、これ。

			　人(ひと)気(け)があまりないといえ、ここは公共の廊下だ。

			　もしも誰かに見られたら、ライナはとても恥ずかしいんじゃないだろうか。

			　なんてふうに、思っていると――――。

		

	
		
			[image: p_290.jpg]
		

	
		
			「っ～～～～～～～～～！！！」

			　ライナが声なき悲鳴をあげた。秘密の日記に書いていたポエムを読みあげられた女の子みたいになって、口をパクパク動かして叫ぶ。

			「ちちちちっ、ちがうのだぁ！　これは不幸な事故なのだぁ！　これは単なる事故なのだぁ！」

			「どのような事故が起きれば、ラクトさまの胸板に顔をうずめた上に、喜色満面の笑みでお鳴きになられるのでしょうか……」

			　素直でいい子のアリシアが、冷静に問いかけた。

			「はぐうぅ～～～～～～～～～！」

			　しかしライナのライフポイントは、ほとんどゼロになってしまった。

			　頭を抱えてうずくまる。

			「っていうか、ふたりはどうしてここにきたんだ？」

			「決勝戦に関する、重要なご連絡に参りました」

			「先ほどもきましたが、ノックをしても無反応だったのですです！」

			「連絡ってなんだ？」

			「あまりに強力なため、使用回数に制限をかけさせていただいているユキさまのお力ですが、ラクトさまがお相手で一回なのは、逆にユキさまが不利になりすぎてしまいます」

			「まぁ実際、無制限に使ってくるユキにも勝ったことあるしな」

			「ですので検討したところ、三回前後が適切かと思いまして……」

			「たったの？」

			「えっ……？」

			「今回は能力がわかってるわけだし、三回だったら勝負にならないと思うよ」

			「それでは、いくらぐらいとお考えに…………？」

			「少なく見ても、三〇回はやるぐらいのつもりでいたけど」

			「なっ…………」

			　アリシアは絶句した。

			　実際ユキは、力を使わなくとも強い。

			　それが二〇や三〇回も連戦ＯＫとなれば、こういう反応が普通なのかもしれない。

			「それでもオレは、最低三〇。最高で無制限って想定していたんだけど」

			「さすがです…………」

			　アリシアは照れたようにうつむいて、ほっぺたを赤くした。

			　お尻(しり)のかわいい猫の尻尾(しつぽ)が、ふりふりとゆれる。

			「宣戦布告にきてみれば、まさか愚弄されているとはですね……」

			　ユキがでてきた。

			　釣り目な瞳(ひとみ)をジト目に変えて、オレを見ている。

			「でも実際、おかしくない？　リベンジするユキにハンデがあるのって」

			「前回のわたしとは違うことを、これまでの戦いで見せてきたではありませんかっ！」

			「前回と違うのは、武器であってユキじゃないだろ？」

			「その武器を使うのがわたしな以上、わたしの力と言ってもよろしいではありませんか」

			「ユキがそう考えている限り、オレは負ける気がしないな」

			「っ…………！」

			　舌戦に負けたと思っているのか。ユキは不穏にオレをにらんだ。

			「それにオレ、リセットの力を無制限に使われることを前提に訓練したしな」

			「えっ……？」

			　ユキの顔が、ぽっ……とほんのり赤くなる。

			「だからさ、訓練はしたんだって」

			「わわっ、わたしの力に合わせて、わざわざ……ですか？」

			「まぁね」

			　ユキの態度が軟化した。頬を赤らめ、目を伏せ。

			「そういうことなら、致し方ありませんね……」

			　強気なようで、けっこうチョロイ。

			　からかってみたくなったオレは、にっこりと笑って言った。

			「お互い全力でがんばろうな」

			（ボンッ！）

			　ユキの顔が真っ赤になった。

			「ここここっ、こういう時には悪役らしく、嫌味ったらしく言ってくだひゃん！」

			　[image: gaiji2.png]な顔で怒ったユキは、最後の最後で舌を噛んだ。

			「っ～～～～～！　っ～～～～～～～～！」

			　口を押さえて足踏みをして、一目散に逃げていく。

			「覚えていてくださいっ！」

			　爽やかに対応したら、怒られてしまったでござる。

		

	
		
			第25話　学園武芸会決勝戦。～チートな力とチートなラクト～

			　

			『第八○回ヴァーラスキャルヴ学園武芸会も、最終試合となりました！　もはや細かい説明は不要と言える、アカミネ選手と、アマクサ選手の対戦ですっ！　熱いバトルを期待して、第八○回ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、決勝戦――開始いぃっ！』

			　ユキとの試合が始まった。

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は、巨人(スルト)の業火を再現する者！　レーヴァンテイン・レプリカッ！」

			　ユキがレーヴァンテインのレプリカをだした。

			　一方のオレは、銀色の腕輪に傷をつけた。

			「それは……？」

			　ユキが問いかけてきたので答える。

			「ユキの力でリセット食らうと、そっちの傷は治るのに、こっちの傷はそのままだろ？　腕輪に傷をつけておけば、今がループの何回目なのかわかるっていうわけ」

			「それがわかったからといって、どうにかなる力ではありませんよ……？」

			「そこはまぁ、実際に戦(や)って試してみようや」

			　オレは地を蹴り前にでた。けっこうなスピードをだしつつも、一定の余力は残す。

			「煮えたぎれっ！　カルデアス・バーン！」

			　ユキがリングに、レーヴァンテインを突き刺した。

			　

			　ドォォンッ！

			　

			　火柱ならぬマグマ柱が、オレの目の前にそそり立った。

			　ブレーキをかけたオレの体が、必然的に一瞬とまる。

			「カルロ・レイスラッシュ！」

			　ユキが剣を鋭く振るった。紅い斬撃がくる。

			　だがオレは、それもあっさりと回避する。

			　以前にオレは、ユキをあっさりと倒した。

			　その時は、オレが有無を言わさずに突っ込んで勝った。

			　そのオレにリベンジをするのだから、『突っ込んでくるオレ』に対処する戦術を立てているのは当然である。

			「クッ……」

			　ユキは歯噛みしながらも、右手を前に突きだした。

			「焼却します！　カルロ・クラスタ！」

			　ドゥンッ！

			　紅色の閃(せん)光(こう)が、オレに向かって飛んでくる！

			　オレはふわりとゆれ動き、前にでながら回避した。

			　ユキの懐に潜り込み、ショートアッパー。

			　完璧なタイミング。ユキは絶対、回避できない。

			　が――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『第八○回ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、決勝戦――開始いぃっ！』

			　戦いが始まった。オレは腕輪の傷を見る。

			　小さな傷がひとつあった。ひとつ重ねて、×にした。

			「二回目か」

			「元より……、一回で勝てるとは思っていません…………」

			「その想定には、『まったくダメージを与えられない』ってのも含むのか？」

			「っ……！」

			　ユキはグッと歯噛みした。

			　素直で純粋なところの多いユキだが、それゆえにわかりやすい。

			「ま、二回戦目と行くとしようか」

			　オレは地を蹴り前にでた。

			　けっこうなスピードをだしつつも、一定の余力は残す。

			「煮えたぎれっ！　カルデアス・バーン！」

			　ユキがリングに、レーヴァンテインのレプリカを刺した。

			　火柱ならぬマグマ柱が、オレの目の前にそそり立つ。

			　ブレーキをかけたオレの体が、必然的に一瞬とまる。

			「カルロ・レイスラッシュ！」

			　紅い斬撃が飛んでくる。

			　オレはあっさり回避する。

			「焼却します！　カルロ・クラスタ！」

			　間髪入れずに、紅色の閃(せん)光(こう)。

			　オレはふわりとゆれ動き、前にでながら回避した。

			　ユキの懐に接近しつつ――なにもしない。

			　攻撃の素振りは見せつつも、ピタッと立って静止する。

			　だがユキは、大げさな素振りでバックステップを踏んで、オレから離れた。

			「なるほどねぇ」

			　オレは右側のキバで、口の中をカリッと噛んだ。

			「斬(ざん)壊(かい)させます！　クロス・レイスラッシュ！」

			　ユキが剣をＸ(クロス)に振って、Ｘ(クロス)の形の斬撃を飛ばす。

			　突っ込んでいたら危なかったが、オレはフェイントで立ちどまっている。

			　タァン……と跳ねて回避する。

			　ユキは空中のオレに、追撃をかける。

			「カルロ・クラスタ！」

			　紅い閃(せん)光(こう)が飛んでくる。

			　見る限り、オレの上半身を一瞬で消し飛ばす軌道。

			　それを察知したオレは、上体を逸らして避けた。

			　オレの上半身があった部位を、紅い光が通過していく。

			　無事に着地したオレは、地面に降りてドンと突っ込む。

			「ッ！」

			　以前の戦いがトラウマになっているのだろう。ユキの顔が恐怖で引きつる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『第八○回ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、決勝戦――開始いぃっ！』

			　戦いが始まった。オレは自分の腕輪を見やる。

			　小さな×の印があった。オレは新しく傷をつけ、『三回目』の目印とした。

			　ついでに、口の中を舐める。

			　オレのキバでつけたらしい、小さな傷ができていた。

			「なるほどねぇ」

			　オレは地を蹴り前にでた。

			　ユキの攻撃を二回、三回と回避して、ショートアッパー――ではなく静止する。

			「斬(ざん)壊(かい)させます！　クロス・レイスラッシュ！」

			　ユキの斬撃が飛んでくる。高く跳ねて回避する。

			　ユキは空中のオレに、追撃を――。

			　

			　かけない。

			　

			　むしろタタッと二歩引いて、レーヴァンテインのレプリカを地面に突き刺す。

			「焼き払えっ！　タイタル・ヒートウェーブッ！」

			　リングの一部がマグマと変わり、オレに向かって雪崩れ込むっ！

			　左右に広く、高さも一軒家は優に越える大津波。

			　これはさすがに、回避できん。

			　それなのでオレは、リングに敷き詰められた石の、わずかな隙間に指を差し入れ――。

			「リング返しいぃ！」

			　

			　畳返しの要領で、リングをド派手にぶっ飛ばす！

			　

			　盛りあげられた硬いリングは、それ自体が波となり、ユキのウェーブに突っ込んでいく！

			　ガアァンッと激しい爆発が起きた。

			　火山が噴きだし噴煙のような、黒い煙で視界が染まる。

			　だがオレは、目を閉じたまま戦う訓練もしている。

			　ギュンッと突っ込み、煙を突破。視界が不明で攻撃もできないユキに近づき右ストレート。

			「ッ！」

			　ユキがグッと歯を食い縛り――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが始まった。オレは銀の腕輪を見やる。

			　ついているのは、×の横に一本の線だ。オレはそれに一本加えた。

			「これで三回、力を使ったことになるわけか」

			「っ……」

			　恐らく羞(しゆう)恥(ち)からだろう。ユキは頬を赤くした。

			『力を使ってもよいのは三回まで』という話があって、オレは『無制限でもいい』ということにした。それを侮(ぶ)辱(じよく)と言っていながら、三回使ってかすり傷ひとつ与えられていない。

			　肉体的なダメージはなくとも、プライドは傷ついたに違いない。

			　オレは地を蹴り突っ込んだ。

			　地から湧きでるマグマの柱や、紅い斬撃をやり過ごす。

			「クロス・レイスラッシュ！」

			　Ｘ(クロス)な斬撃を跳んで回避し、着地する。

			「焼き払えっ！　タイタル・ヒートウェーブッ！」

			「リング返しいぃ！」

			　真紅に近いド派手な津波も、リングを返して相殺してやる。

			　火山が噴きだし噴煙のような、黒い煙で視界が染まる。

			　だがオレは、あえて前にでないでさがった。

			　ツ――と目を閉じ、視覚以外に意識を集める。

			　一秒、二秒と間を置くと――。

			　紅い刃が飛んでくるっ！

			　黒い煙を消し飛ばしながら飛んでくるそれを、オレは半身ズラしてよけた。

			　煙の奥から、ユキがドンッ！　と突っ込んでくる。

			　レーヴァンテインを鞘にしまった、徒(と)手(しゆ)空(くう)拳(けん)の構え。

			　放たれるのは、右手からの掌(しよう)底(てい)。

			　ユキの中では不意打ちのつもりだったようだが、オレは完璧に読んでいた。

			　ユキの手首をガシッと掴んで腕を引きあげ、ガラ空きになったアゴに――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが始まった。オレは銀の腕輪を見やる。

			　ついているのは、ふたつの×だ。オレはそれに一本加えた。

			「クッ……」

			　半泣きになっているユキに、軽やかに言った。

			「そんな泣きそうな顔すんなって。まだ五回目のバトルだろ？」

			　オレはタンと地を蹴り突っ込む。

			　ユキのいろんな攻撃を、すべてあっさり回避する。

			　これがオレの考えた、ユキに対する攻略法だ。

			　ユキの力は、相手にダメージを残しつつも戦局をリセットできる。

			　つまり軽いかすり傷でも、ユキが相手では致命傷に等しい。

			　それならば、どうするか。

			　

			　食らわなければいい。

			　ユキの攻撃を一度も食らわず、回避し続ければいい。

			　以前に川の中でやったトレーニングが、まさにそのためのトレーニングだ。

			　川の中で瞳(ひとみ)を閉じて、わずかな熱や音を頼りにサメや貝の攻撃を回避したように、全神経を鋭敏に張り巡らせて、回避を続ける。

			　回数を記録するのも、意味がある。

			　ユキの力は、ピンチをリセットする目的で使われる。

			　逆を言うならリセット直後は、どうしてピンチになったか学習している。

			　となると必然、オレが打つべき手数は増える。

			　ユキの攻撃を二回、三回と回避したオレが、ショートアッパーを打ったところでユキがリセットをかけたなら、二回目のユキは『オレがアッパーを打つ』ところまで計算して動くことになる。

			　だがそれは、流れとしては単純だ。

			　それゆえに、オレは思う必要がある。

			　それはもう、最初の一回目でやっている。

			　それを知っているのなら、『ユキは、オレがアッパーを打った過去を知っている』と思って対応すればそれでいい。

			　ユキの筋力や速力、魔法の威力。魔法をぶっ放したあとのクールタイム。

			　オレの筋力や速力に、『過去のバトルの回数』。

			　さらにユキが、積極的か慎重的かを確認したら、口の中に傷をつけて、目印にする。

			　それらすべてを換算しながら、ユキの攻撃を読む。

			　五回、一〇回、二〇回。

			　永遠とも思われる戦いの時間を、延々と過ごす。

			　回避を続けて攻撃を仕掛け、ユキが力を発動し損なうのを期待する。

			　一〇〇であろうと二〇〇であろうと、戦う覚悟で戦い続ける。

			　一方のユキは、目に見えて消耗していった。

			　汗をかき、荒い吐息を吐いている。

			　オレはちょっぴり、拍子抜けして言った。

			「もしかして……体力は回復しないのか？」

			　ユキはオレの質問に、質問で返した。

			「回復すると、思っていたのですか……？」

			「それは普通に、そう思うだろ？」

			「クウッ、うっ、ううぅ…………」

			　ユキが歯を噛み、涙ぐんだ。

			　オレと自分に存在している圧倒的な実力の差を、肌で感じている様子であった。

			　それでもオレが接近すると、力を使ってリセットを入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが始まった。

			　オレは腕輪に傷を増やして、ユキに突っ込む。

			　神経を鋭敏にして、ユキの攻撃を回避していく。

			　世界の空気をオレにして、オレを世界の空気にしていく。

			　オレという存在をひとりの人間ではなく、原子の粒の集合体――『空気』というのを作りだしてる酸素や窒素や二酸化炭素と本質的には変わらない存在であると考える。

			　オレの肘、オレの手首、オレの指先。オレの胸板。オレの全身。

			　指先や全身に触れている空気や、空気の先にいるユキ。ユキが放つ魔法。

			　それらすべても、オレの一部だ。

			　一〇メートル先の空気のゆらぎも、指先で転がすビー玉のように感じ取れる。

			　認知すれば視力は邪魔だ。オレは静かに瞳(ひとみ)を閉じる。

			　身を翻(ひるがえ)して、ユキの魔法を回避する。

			　回避する。回避する。回避する。

			　飛んでくる斬撃。空間を薙(な)ぎ払う焼却砲。すべてを焼き尽くすヒートウェイブ。

			　それらすべてを回避して、ユキの懐に潜り込む。

			　瞳(ひとみ)を見開き、右の拳を――。

			「ひいいっ――！」

			　ユキはもう、泣きそうな顔でリセットを入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが始まった。オレは腕輪に傷をつける。

			　×のマークは三十六個。戦闘の回数にすれば、七十二回目である。

			　さすがにちょっと、疲れてきた気がしないでもない。

			　しかしイヤな疲労ではない。

			　森の中を散歩したあとのような、心地のよい疲労感だ。

			　一〇〇や二〇〇は戦うつもりでいるのだから、当然である。

			「ハアッ、ハアッ、ハアッ……」

			　一方のユキは憔(しよう)悴(すい)していた。

			　涙を浮かべて汗を垂らして、吐息をだらしなく吐いている。

			　肉体的な疲労以上に、精神が疲れてる。

			　ボロボロだ。

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は、ソロモン七十二柱が一柱。二〇の軍団。一万二〇〇〇の魔(ま)鬼(き)どもを総べるもの…………！」

			　ユキが詠(えい)唱(しよう)をする。

			　それはレーヴァンテインのレプリカで放てる、最強の技。

			　オレはチラリと腕輪を見やった。

			　そこには×しかついていない。

			　最強の技と思われるこれについては、『使われた時に目印をつける』と決めていた。

			　しかし目印がない。

			　つまりユキが使うのは、これが初めてということだ。

			　七十二回も戦って『初めて』ということは、ユキにとってフェニックスは切り札。

			　温存の背景には、『これすら無傷で突破されたら』という恐怖心があると見ていいだろう。

			　それならオレは、できるだけ軽く突破すべきだ。

			　オレは腕輪に印をつけて、居合いの構えを作った。剣の柄に手をかける。

			　オレが作ってシャルルに与えた、シャルルの剣だ。

			　単純な強度の話をするなら、オレが使うには心もとない。

			　しかしシャルルが持っていたことで、シャルルの想いがたくさん詰まった剣になってる。

			　力を入れれば壊れてしまうが、力ではなく技で斬る。

			　それこそシャルルを抱きしめるかのようにやさしく。

			　オレは意識を深く沈めた。双(そう)眸(ぼう)で、ユキをまっすぐに見つめる。

			　紅い剣を構えるユキは、絵画のように美しい。

			　司会の実況では〈女神(フレイヤ)の御子〉という呼び名(ケニング)だったが、女神(フレイヤ)そのものと言ってもよいかもしれない。

			「虚無の彼方へ焼き尽くせ！　エンペラー・フェニックス！」

			　ユキがグオンと剣を振り、最終奥技をぶっ放す。

			　太陽のごとき輝きを身に纏う、不死の鳥。触れるものすべてを焼き尽くすそれは、ある種の魔王にも匹敵する圧力を持ってオレへと迫ってくるが――。

			　

			　オレはそいつを、あっさり切った。

			　

			　わずか一瞬。たった一瞬。

			　そう呼んで差支えないほど、あっさりと切った。

			　チートを使えるユキの力と、レプリカとはいえ世界を滅ぼした神の剣といわれる剣の奥技とは思えないほどあっけなく切り裂いた。

			「なっ……、あっ…………」

			　ユキが愕(がく)然(ぜん)と目を見開いて、地に膝をついた。

			「シャルルが魔法をぶった斬る練習してるの、ずっと後ろで見ていたからな。

			　不死鳥自体も一回見たし、なんとかなるとは思っていたよ」

			「見ていた、だけで……？」

			　愕(がく)然(ぜん)とするユキに、オレは言った。

			「まぁな」

			「クッ、うっ、ううぅ…………」

			　ユキはその場で、ひざまずいた。

			「わたしの負け……です」

			　オレは司会の女を見やる。司会の女は、こくりとうなずき――。

			『優勝は、アマクサラクト選手だあぁ―――――――――――っ!!』

			　オレが勝利の名乗りを受けると、会場は盛りあがった。

			　無数のネズミ花火を散らしたかのような、祝福と歓声の嵐だ。

			　気分がよい。

			　オレはユキに手を差しだした。

			　ユキは手を見て、目を伏せて、また改めて、オレの手を見つめ、瞳(ひとみ)をギュッ……と固く閉じ。

			　オレの手を握った。

			「…………」

			　うつむいたユキの顔は、うなじまで赤い。

			「初めてか？　男と手を繋いだりするの」

			「はい……」

			　ユキはしとやかにうなずいた。

			　かわいい。

			　オレはユキの手を握ったままで、みんなが待っている観客席へ戻った。

		

	
		
			第26話　表彰式。

			　

			「ラクトさまあぁ―――――――――――っ！」

			　観客席にオレが戻ると、巨乳のシャルルが飛びついてきた。

			「すごかったでありますぅ、ラクトさまぁ♥　かっこよかったでありますぅんっ、ラクトさまぁんっ♥♥　はうぅ～～～んでありますぅ、ラクトさまあぁ～～～～～～～～♥♥♥」

			　スイッチが入っているらしい。シャルルのテンションは異様に高い。

			　お尻(しり)の尻尾(しつぽ)も、千切れんばかりに振られまくっていた。

			「っ……」

			　さっきまで手を繋いでいたユキが顔を曇らせたものの、悟ったように息を吐いた。

			「ラクトさまは、そういうお方ですものね……」

			　しかし釈然としないものは残るらしくて、繋いでいた手を離した。

			　もったいないが仕方ない。

			　オレはシャルルを抱き返し、頭と背中をよしよし撫(な)でた。

			「勝てたのは、シャルルのおかげでもあるけどな」

			「はうっ?!」

			「シャルルが魔法を斬るための訓練をやってなければ、最後のフェニックスは危なかったよ」

			「つまりシャルルは、ラクトさまのお役に……？」

			「立ったよ」

			「はううぅ～～～～～～～～～♥♥♥」

			　感極まったらしい。シャルルは小さく、ぷるぷると震えた。

			「うれしいからって、もらすなよ？」

			「シャルルをシャルルを、どのようなシャルルと思っているでありますかっ?!」

			「魚がフィッシュなのと同じくらいに、おもらしだって思ってるよ」

			「おひどいでありますうぅ！　ラクトさま、おひどいでありますうぅ！」

			　ひどいことを言われたシャルルは、抗議の声を張りあげた。

			「それでもシャルルは、ラクトさまが大好きでありますうぅ～～～～～～～～～～！」

			　しかし最後は、抱きついてきた。

			　もう本当に、愛らしすぎる。

			「大好きでありますっ！　大好きでありますうぅ～～～。はうぅ～～～ん♥　はううぅぅ～～～～～～～～～んっ♥♥♥」

			　なんてふうにイチャついてると、懐のカードが鳴った。

			〈表彰式が始まります。表彰式が始まります。

			　会場のほうにお越しください。会場のほうにお越しください〉

			　オレやユキはもちろんのこと、シャルルやライナたちからも鳴っていた。

			「この大会の表彰式は、参加し甲斐がありますよ？」

			　ユキがフフッと笑顔で言った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おめでとうございます、ラクトさま」

			　リングの上にはアリシアがいた。頭をペコ……とさげてくる。

			　オレはアリシアの手を握り、握手をかわした。

			　けれど視線は、表彰台にいっていた。

			　デカい。

			　そして高い。

			　広いリングの端から端に近いぐらいのスペースを使い、三階建ての一軒家ぐらいの高さをしている。

			「では……頂上のほうまでご案内します」

			　オレはアリシアのあとを続いて、表彰台を端から登った。

			　多くの人を表彰するつもりだからだろう。一段あたりはけっこう広い。

			　歩きながら段差をひとつ登るたび、周りの景色が小さくなった。

			　一番上から見下ろす景色は、壮観の一言に尽きた。

			　リングの外には予選や二回戦で負けた参加者が集まって、表彰台の端のほうには、二回戦で負けた参加者がいる。

			　二回戦で負けたと言っても、ベスト16。表彰の対象にはなるらしい。

			　しかし全員、オレの目から見ると小さい。

			　ビルの最上階から地上を見下ろした時のような、名状しがたい爽快感が去来してくる。

			　この大会には、本当に多くの人が参加していたこと。

			　その頂点に、オレがいること。

			　ふたつを同時に理解する。

			　花火があがり、重厚な音楽が流れた。

			　大会の結果が告げられて、選手たちが表彰されていく。

			　人数の多いベスト16の人たちは、『ベスト16の方々』とまとめられ、係員の人から緑色の宝石をもらう。

			「はうぅ……」

			　参加者の大半は喜んでいたが、シャルルは不満そうだった。

			　全体から見れば上位だが、上にはリアとリンディス。レミナとライナとオレがいる。

			　オレの隣に立ちたいと思っているシャルルが、上(こちら)を見るのは当然だ。

			（がんばれよ）

			「わんっ！」

			　オレが穏やかな笑みを浮かべると、シャルルは強くうなずいた。

			　ベスト16の人たちに商品が渡り終わると、ベスト８や、ベストスリーの表彰だ。

			　ここからは、選手たちも名前で呼ばれる。

			　選手の名前が告げられるたびに、温かい拍手が送られた。

			　ベスト８のリアはちょっと悔しそうに商品を受け取り、ベストスリーのライナはクールに受け取る。

			　そして同じく、ベストスリーのリンディスは――。

			「ほぼトップぜなっ！　ほぼトップぜなぁ！　アタシはアタシはこの中で、ほぼトップぐらいに強いぜなあぁ！」

			　自分の力を誇示しまくっていた。

			　もう本当に、小物ちゃんである。

			「あんまりさわぐのは、どうかと思うじゃんよ……」

			　逆にレミナは委縮していた。

			　ふたりの実力が大会参加者の中で上位に入るのは間違いないが、ベストスリーに入ったのはくじ運の要素もデカい。

			　オレやライナにユキはもちろんのこと、セシリアやリアでも勝てそうだった。

			　オレが瞬殺してやった相手の中にも、リンディスになら勝てそうなやつはいた。

			　だがしかし――。

			「運も実力のうちだぜなあっ!!」

			　リンディスは、めっちゃいい顔で言い切った。

			　まぁ、そういうお話である。

			　くじ運があったのは事実だが、それだけじゃないのも間違いない。

			「それでも自分で言ったりするのは、どうかと思うんじゃんよぉ！」

			　しかしレミナは恥ずかしいのか。真っ赤になっていさめてた。

			　なにはともあれ、表彰式は続く。

			　ユキにも賞品が渡されて、オレにも渡される番になった。

			「お熱いので、お気をつけてください」

			　渡されたそれは、透明な筆箱のようなケースに入った金属塊(インゴツト)であった。

			　朱色の輝きを煌(こう)々(こう)と放ち、熱い風呂ぐらいの熱を放っている。

			　厚さ五ミリほどのケースに入れてこれなら、実際に触れるとすごそうだ。

			　そしてこれ、素材の名前は――。

			「太陽の雫(しずく)……か？」

			「ご存じなのですか……？」

			「師匠的な人からもらった本の中にあった」

			「アルファズールさまがお見つけになられた特殊鉱石で、外部にはほとんど知れ渡っていないはずなのですが……」

			「それでも、あったんだよ」

			「…………」

			　アリシアが、いぶかしむような顔をした。

			　それはオレも同様だった。

			　召(しよう)喚(かん)された当時のオレは、いろんなことがどうでもよかった。

			　だから細かいお話も、まったくもって気にしなかった。

			　しかしよくよく考えてみると、あの人はおかしい。

			　違う世界から人を召(しよう)喚(かん)できるだけでも特別なのに、隔絶された学園の中で、一部にしか伝わっていない金属の名前も、その金属で、どんな剣を作れるのかも知っている。

			　どう考えてもおかしい。

			　生まれた謎が、深まっていくが――。

			「まぁいいか」

			「よろしいのですか……？」

			「オレは基本、細かいことを気にしない性格だからな」

			「これはあまり、細かいお話ではないような気がするのですが……」

			　アリシアはつぶやくが、ここはそういうお話をする場所でもない。

			　大人しく引きさがった。

			　開会式に負けないぐらいの、派手な花火が打ちあがる。

		

	
		
			第27話　大会が終わって。

			　

			「それではアマクサの優勝を祝し――」

			「かんぱぁーいっ！」

			　ライナが粛々とした声音で言うと、ミーアが明るく元気に祝杯をあげた。

			　白い喉を鳴らしてジュースを飲んで、はあぁー♡っとかわいく息を吐く。

			「それにしてもラクトさん、かっこよかったぁ～～～♡」

			「優勝するとは思っていたが、あそこまで圧倒的であるとは思わなかったぞ」

			　ミーアが言うと、ライナが返した。

			　シャルルがお祝いのチキンを握り、オレの口元にやってくる。

			「あーん、してくださいでありますぅ、ラクトさまぁ♥」

			　オレは口を開き、肉を豪快に食いちぎった。

			「はううぅ～～～♥♥」

			　シャルルは、幸せいっぱいになった。

			（じぃ………。）

			　リアがこちらを、じっと見た。

			（よそいよそい。）

			　カミーユが作ってくれた料理から、ウインナーやサラダを自分の皿によそう。

			（ぐぐぐぐぐ。）

			　大きめのウインナーを、スプーンで千切ろうとする。

			　だがウインナーは、つるっとすべって飛んでしまった。

			（んっ………！）

			　けれども、そこはリアである。力を使い、空中でとめた。

			　が――。

			　

			　バアァンッ！

			　

			　加減を誤り、破裂させてしまった。

			（がーんっ！）

			　リアはとっても、ショックを受けた。

			　かわいい。

			「仕方ないなぁ～～～リアちゃん」

			　リアのことが好きだからだろう。ミーアがちょっとうれしげに、爆散したウインナーをふき取り始めた。四つん這いの姿もお尻(しり)も、ふりふりゆれる尻尾(しつぽ)もかわいい。

			　こぼしたリアもいっしょになって、ウインナーをふき取った。

			「っていうか……よかったのかよ。ユキもセシリアもアリシアも参加している、打ちあげみたいなパーティのほうにでなくて」

			　カミーユが問いかけてきたので、オレは答える。

			「パーティの料理より、カミーユの手料理のほうが美味(おい)しいから」

			「なっ……」

			　オレがニコッと笑って言うと、カミーユの顔は真っ赤に染まった。

			「なななっ、なに言ってるんだよ！　ばかっ！」

			　照れ臭いのだろう。カミーユは頬を赤らめたまま、腕を組んでそっぽを向いた。

			　だけど尻尾(しつぽ)は、ふりふりパタパタ振られてる。

			「それに今日はシャルも手伝ったんだから、ボクを褒めるならシャルも褒めろよっ！」

			「それもそうだな」

			「はうっ……！」

			　オレに視線を向けられたシャルルが、ビクッと固まる。

			　緊張の面持ちで、瞳(ひとみ)をキュッ……と固く閉じた。

			　もう明らかに、キスを待っている顔だ。

			　オレはほっぺにキスしてやった。

			「はうぅん……♥」

			　オレのことが大好きだからだろう。ただそれだけで、シャルルはとろける。

			（ん………。）

			　散ったウインナーを片付けたリアが、オレの口元に新しいウインナーを持ってきた。

			　一口サイズにするのは諦めて、一本丸ごと持ってくる。

			　オレはパクッと食べてやる。

			　もぐもぐもぐ、こくん。

			（じいぃ………。）←真剣な眼差し。

			「おいしいよ」

			（!!）

			　とってもうれしかったらしい。

			　リアはオレのほっぺたに、（ちゅっ………。）とかわいいキスをしてきた。

			　そして地面に手をついて、（あーん………。）と、『おねだり』をしてくる。

			　オレはチャーハンをすくい、リアの口の中に入れた。

			（もこもこもこ………こくん。）

			　リアはゆっくり、咀(そ)嚼(しやく)して飲んだ。

			「はぐぅ……」

			「ぜなぁ……」

			「じゃんよ……」

			「です…………」

			　ライナやリンディスやレミナやロミナが、羨ましげにリアを見た。

			「リア」

			　声をかけられたリアは、ライナたちを見つめると察した。

			（もそもそもそ。）

			　オレの膝の上に移動して、ぽふんと座る。

			（ん………。）

			　ほっぺたをほんのりと赤くして、背中をオレの胸板にこすりつけた。

			　とてもかわいかったので、オレは抱っこのついでにおっぱいを揉(も)んだ。

			　むにゅむにゅむにゅ。

			「あっ………。」

			　リアのほっぺの赤みが増して、体がじんわり熱くなる。

			「えっち………。」

			　軽く責めるような口調で、そんなふうにも言ってきた。

			　だがしかし、オレから離れようとはしなかった。

			　あまりに堂々と揉(も)んでいるせいか、誰も突っ込みはしなかった。ただ頬を赤くして、もじもじとしている。オレは、一番近い場所にいたライナを呼んだ。

			「ライナ」

			「はぐっ?!」

			　ぽんぽんぽん。リアが移動したことで、あいたスペースを叩いた。

			「わわわっ、わたしはわたしは、そういうつもりでキミを見ていたわけでは……」

			「アタシもだぜなっ！　カンチガイしたら困るぜなっ！　それにケッコンもしていないのに『はい、あーん』なんて、ゼッタイにダメなんだぜなっ！」

			　ライナが叫ぶと、リンディスも叫んだ。

			　しかしロミナが、ここぞとばかりに言ってくる。

			「わたしのほうは、そういうつもりで見てましたっ！　ラクトさんにされるなら、えっちなことも平気ですっ！」

			「それじゃあ、ロミナに……」

			「うわ――――――――――――――っ！」

			　オレがロミナに水を向けると、ライナが頭からすべり込んできた。

			「最初から、素直にうなずけばいいのに」

			「それは確かに事実だが、恥ずかしい……ではないか…………」

			「そうか」

			　オレは笑顔でうなずくと、瞳(ひとみ)を閉じて『あーん』したライナの口に、ごはんを入れた。

			「おいしい？」

			「幸せすぎて、味がわからん……」

			　オレのライナは、口に手を当てて答えた。

			　ライナがこくりとごはんを飲むと、お返しの『あーん』をオレにしてきた。

			　オレはパクリと、食いついて咀(そ)嚼(しやく)した。

			「クウゥゥゥン……♥」

			　ライナは口元を、うれしそうにゆるめた。

			「それでは次は、キミの番だな……」

			　ライナは満悦の笑みで席を立ち、リンディスにゆずった。

			　余韻を楽しむかのように、カミーユが淹れたハーブティをすする。

			「ぜなぁ……」

			　恥ずかしいからだろう。リンディスは、顔を赤くしてためらった。

			　しかしあとがつかえているので、おとなしくやってきた。

			「ぜな……」

			　ライナと同じく瞳(ひとみ)を閉じて、口をぱかりとあけてくる。

			　それはとてもかわいいが、同時にイタズラしたくなる。

			　オレはリアを降ろすと立って、ズボンのベルトをカチャカチャいじった。

			　カミーユとライナが、飲んでいたハーブティをブッと噴きだす。

			「「いったいなにをするつもりなのだっ?!　（だよっ！）」」

			「リンディスが無防備に口をあけていたから、ただのウインナーに見せて、オレのウインナーでも……と思って」

			「いったいなに考えてるぜなぁ！」

			　リンディスからも、[image: gaiji2.png]な顔で怒られた。仕方ないので床に座って、かわいいリアを抱っこし直す。むにゅむにゅむにゅ。当たり前のようにおっぱいを揉(も)んで、リンディスにごはんを食べさせた。

			　もこもこもこ、こくん。

			「おいしいか？」

			「ユッ……ユイが作ったんだから、おいしいに決まってるぜな」

			　リンディスはカミーユを愛称で呼びつつも、オレにはそっけなく言った。

			　しかしほっぺはかなり赤いし、頭の羽もぴこぴこゆれてる。よろこんでいる証拠だ。

			　かわいい。

		

	
		
			第28話　わくわくお風呂編・前編。～リアとミーアとシャルルとみんなと～

			　

			　みんなとのごはんが終わった。

			　満腹になったオレは、一息ついて言った。

			「次は風呂だな」

			「やはり、お入りになるでありますか……？」

			「ごはんが終わったら風呂に入れるってのも、家で食べるメリットだしな」

			「はうぅ～～～～～」

			　いっしょに入るのが恥ずかしいのだろう。シャルルは両手で顔をおおった。

			「おフロ沸いたよぉ♡　ラクトさんっ♪」

			「さすがミーア、気が利くな」

			「ほめるんだったら、ナデナデしてえぇ♡♡」

			「よし、わかった（なでなで）」

			「えへへぇ～～～♡」

			　ミーアは八重歯を見せて笑った。

			　オレはゆっくり立ちあがる。

			（ん………。）

			　リアが腕にくっついて、オレを見上げた。

			「いっしょに入りたいのか？」

			（こくっ。）

			「そうか」

			　オレはリアの頭を撫(な)でた。

			（ん………♪）

			　とってもうれしくなったらしい。リアは腕にほおずりしてきた。

			「ボクももちろん、いっしょだよっ♪」

			　ミーアも腕にくっついてきた。リアとミーア以外は、もじもじと恥じらってこない。

			　おしっこを我慢しているみたいに太ももをこすり合わせてもじもじとして、

			「はうぅ……」、「はぐうぅ……」とうめいてる。

			　無理強いをしても仕方ない。

			「待ってるからな」

			　とだけ言い、三人で脱衣所へ向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　脱衣所とは、脱衣所である。服を脱ぐ場所、脱衣をする空間である。

			　ゆえになにをするべきかと言えば、脱衣にほかならないが――。

			「ねぇ～、ラクトさんっ」

			　ミーアは脱衣をする前に、オレの胸板に背中を預けた。

			「おフロ入ってイチャイチャするなら、入る前にイチャイチャするのもいいと思わない？」

			「と、言うと……？」

			「脱・が・せ・て♪」

			　さすがミーアだ。えっちなことへの発想力は、本当にすごい。

			　オレはミーアの、上着の裾に手をかけた。ゆっくりと脱がしていく。

			　万歳をしたミーアの美乳が外気に触れて、ぷるんっとゆれた。

			　とても美味(おい)しく見えたので、揉(も)みながらしゃぶった。ぐにゅぐにゅ揉(も)んでちゅーちゅー吸って、ピンクの乳首をチロリと舐める。

			「あぁんっ、もうっ、ラクトさんのえっちぃ～、せっかちぃ～～～」

			　ミーアは顔を真っ赤に染めて、じたじたと暴れた。

			　しかし脱ぎかけの上着が、拘束具になって動けない。万歳したままいじられ続ける。

			　これはなかなか、よいプレイだ。

			「もぉ……ラクトさんってばぁ……♡」

			　弄ばれたミーアが、胸を隠して言った。

			「それより次は、パンツだな」

			「もおぉ～～～、えっちぃ～～～～～♡♡♡」

			　などと言いつつ、ミーアは四つん這いになった。白と水色の縞々パンツに包まれたお尻(しり)が晒(さら)される。ふりふりとゆれる小悪魔的なピンクの尻尾(しつぽ)が扇(せん)情(じよう)的だ。

			　オレはパンツを脱がす前に、ミーアのお尻(しり)をぐにゅっと揉(も)んだ。

			「あんっ！」

			　パンツ越しに揉(も)みまくってから、ミーアのズボンをするするとおろす。

			「ハあーンッ♥　ハあッ、あーンッッ！♥♥!!♥♥♥！！！」

			　バックの姿勢でズシズシ突かれ、ミーアは激しくも愛らしく喘いだ。

			　ずぴゅるっ、ずぴゅっ。射精して、リアの服を脱がしにかかる。

			（………。）

			　リアはテレパシー能力で、オレが取ってほしいと思っているポーズを察知した。

			　頬を赤らめ、スカートに手をかけ、そろ……とたくしあげる。

			　恥じらう女の子による、スカートのたくしあげ。

			　世界に数あるエロスの中で、もっともすばらしいもののひとつだ。

			「えっち………。」

			　リアは恥ずかしそうに言う。

		

	
		
			[image: p_332.jpg]
		

	
		
			　くっついてくることも多いリアだが、まじまじ見られたりいじられたりするのは、恥ずかしがることも多い。

			　オレはリアのパンツを脱がし、甘い蜜を堪能した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ん………♥」

			「ハァーン………♥」

			　リアとミーアの三人で風呂に入った。裸のふたりが、両サイドからくっついてくる。

			　もちろん裸のおっぱいも、ふにゅ……と当たってる。

			　すばらしい。

			　オレはふたりを抱き寄せて、もっとくっつくようにした。

			「はうぅ……」

			　そんな感じで楽しんでると、シャルルが顔をだしてきた。ドアの隙間からこちらを見ている。

			「きたんならこいよ」

			「はいであります……わん」

			　裸のシャルルがやってきた。

			　えっちなサイズのえっちな胸や、下半身を手で隠しつつ、しずしずとやってくる。

			　シャルルの後ろには、レミナとロミナ、リンディスにライナも続いていた。

			　シャルルがちゃぷっと湯船に入る。

			「あんまり見ないでほしいであります……わん」

			　オレのシャルルは、そのおっぱいを両腕で押さえた。

			　しかしシャルルのえっちな巨乳は、そんな程度では隠し切れない。

			　むしろ腕の隙間から、むにゅっ……とはみでる結果になってる。

			　必然、オレもガン見する。

			「はうぅ～～～～～～～～～」

			　とても恥ずかしいのだろう。シャルルはうつむいてうめいた。

			　それなのに、お尻(しり)の尻尾(しつぽ)は振られてた。

			　もう我慢できません。

			　オレはシャルルの巨乳を鷲掴みにした。

			「はぅわぁんっ！」

			　むにゅむにゅむにゅ。ぐにゅぐにゅぐにゅ。こねるように揉(も)みまくる。

			　むかしの人は言っていた。

			『天は二物を与えず』

			　デタラメと言われることも多いことわざであるが、解釈のひとつに、こんな意味がある。

			『天は二物を与えない。だから二物がほしいなら、自らの手で掴み取らなくてはいけない』

			　その解釈は、まさにおっぱいを示している。自らの手を伸ばさなければ、ふたつのおっぱいを掴むことはできないっ！

			「はぅわぁん。はぅわあぁ～～～～～～～～～んっっ」

			　オレの指が動くたび、シャルルは濡れた悲鳴を漏らした。

			「これだから、ラクトと入るのは恥ずかしいじゃんね……」

			「ぜな……」

			　レミナやリンディスは、胸を押さえてつぶやいた。

			　えっちなことは恥ずかしいものの、オレがよろこんでいるのはうれしい。しかしそれを認めると、自分がえっちなオンナノコであると認めてしまうことに繋がる気がする。それはとっても恥ずかしい。

			　そんな複雑な乙女心が、端的に表れている光景だ。

			「あうぅ……」

			「はぐぅ……」

			　ただふたり、ロミナとライナは、違う意味で自身の胸を隠していた。

			　レミナやリンディスと違い、視線がオレを向いていない。シャルルやレミナ、リンディスの巨乳にいっている。

			「キミはまだ、よいではないか……」

			「そんなふうに、言われましても……」

			　確かにライナの言う通り、ロミナの胸は小さくない。サイズで言えばＢの上位だ。

			　むかしはＡに近かったのだが、セックスのたびに大きくなってる。

			　しかしシャルルやレミナ、リンディスなんかの巨乳組と比較すると、貧乳であると言わざるを得ない。

			　オレはロミナの両胸に手を伸ばした。

			「あうっ……あんっ、ラクト……さん？」

			「胸が小ぶりなのを気にしてるみたいだったから、大きくしてやろうと思ってな」

			「あうぅ……うんっ、うんっ、くンッ……！」

			　ふにふにふに。ぐにゅぐにゅぐにゅ。

			　砂を集めて山を作るかのような、包み込むイメージで揉(も)む。

			「あうっ、あうっ、あぁ――――――――んっ！」

			　揉(も)まれまくったロミナは、背筋を反らして絶叫した。

			「はあっ、あっ、あんっ。ラクトさん、すけべです……」

			　恍(こう)惚(こつ)の表情を浮かべながらも絶え絶えな息で、そんなことをつぶやく。

			　かわいい。

			「さて……」

			　オレはライナのほうを見た。

			「ウソだっ！」

			　しかしライナは、涙目で叫んだ。

			「胸は揉(も)めば大きくなるとは、真っ赤なウソだ！　大ウソだっ！　わたしは世界に七色の雨が降ろうと、胸は揉(も)めば大きくなるという言説は信じんっっ!!」

			　ライナは両手をギュッと握って、[image: gaiji9.png]な顔で叫んだ。

			　目(め)尻(じり)に浮かんだ涙の粒が、ライナにあった悲しい過去を想像させる。

			　即ち――。

			「試したのか……」

			　それも一回や二回、一日や二日ではなく、長期的に。

			「はぐうぅ……」

			「確かになぁ……」

			　オレはライナのぺったん帝国をぺたぺたさわり、ふにふに揉(も)んだ。

			　とても哀しいライナのそこは、『おなかのほうがやわらかいんじゃ……？』と思えるほどにぺったんしていた。

			「はグッ、ンッ、クンッ……！」

			　しかし感度は抜群だ。空気を湿っぽくする荒い吐息や、うるむ瞳(ひとみ)が、オレの興奮を煽(あお)ったりはしている。

			　これであとは大きければ。

			『ちょっと発育のいい小学生程度』にでもあれば。

			　そんな想いを込めながら、ライナの胸をいじった。乳首を摘まんで引っ張った。

			「ふわあぁんっ、あンッ、あッ、ハぐッ……」

			　ちゅるりと吸っては、唇で噛んだ。

			「クァアんッ……！」

			『胸を揉(も)むと大きくなる』は、まったくの迷信ではない。

			　胸を揉(も)むことで性的に興奮し、女性ホルモンのエストロゲンが分泌されれば、ふくらむようなことはある。

			　ロミナの胸がじわじわ大きくなっているのも、ほとんど毎日、エロいことをやりまくっているのが一因にあるだろう。

			　と言っても、個人差はある。

			　ライナは大きくならないほう。ならないほうだ。

			　枯れてしまったリンゴの苗に水を与えても実らないように、つるつるぺったんしているライナの胸を愛(あい)撫(ぶ)しても、大きくなることはない。

			　それがライナの、心の清らかな人にしか見ることができず、たとえ見えても触(ふ)れることはできない幻の胸――幻乳である。

			　悲しい。

			　とても悲しい。

			　遠いむかし。万葉集の時代。人は恋を表現するため、様々な字を当てた。

			　その中のひとつに、孤(こ)悲(い)という読みがある。

			　孤独が寂しい。孤独が悲しい。想い焦がれれば焦がれるがゆえ、独りの時が寂しくて悲しい。

			　それを表現するために、孤(こ)悲(い)という字を当てた。

			　ライナの胸を見ていると、まさにそんな感覚になる。

			　荒涼とした故郷(ふるさと)に帰還した兵士のような、言いようのない悲しさに包まれる。

			　オレはとても悲しい気持ちで、ライナを抱いた。その唇にキスをした。

			「はぐっ、んぐっ、んッ……」

			　唇をあむあむと動かして、ライナの唇を貪る。舌を入れ、ライナの舌の先っぽをチロチロと舐める。さらに深くねじ込んで、くちゅりくちゅりと舌を絡ます。

			　胸に触れれば湧いてしまう悲しい気持ちを、キスをしてごまかした。

			「はぐうぅ……」

			　唇を離す。うライナは、恍(こう)惚(こつ)にとろけた顔をしていた。女性ホルモンがたっぷりと分泌された、メス犬の顔だ。

			　それはかわいい。とてもかわいい。

			　しかしとてもかわいいがゆえに、おっぱいが悲しい。なさすぎて悲しい。

			　もう本当に、本当に…………。

			「わたしの胸をじっと見ながら、涙を流すのはやめろおぉ!!」

			　ライナが号泣寸前の顔で言ってきたので、二回目のキスをして誤魔化した。

			　巨乳好きのオレが幻乳のライナを大好きということで、本当に大好きなんだと納得してもらうしかない。

		

	
		
			第29話　わくわくお風呂編・後編。～エクストリーム・おっぱい～

			　

			　ライナを堪能したオレは、一度風呂場からでた。

			　体を拭いて、居間にでる。

			「ううぅ……」

			　カミーユが、毛布にくるまってうなっていた。

			　風呂での嬌(きよう)声(せい)が聞こえていたのか、顔はセクハラを受けたかのように赤い。

			「なんだよ……」

			「こないから、どうしたのかと思って」

			「いっしょに入ったりしたら、オマエはボクにヘンなことするだろっ！」

			「そんな……」

			　オレは激しいショックを受けた。

			「っ……」

			　それを見たカミーユは、ちょっとすまなそうな顔をした。

			　罪悪感を振り払うかのように叫ぶ。

			「じじじっ、実際そうだろ！　オマエは！　ゼッタイ！　そういうやつだろっ！」

			「オレはそんなやつじゃないっ！」

			　オレは真(しん)摯(し)に言い切った。

			「オレは、オレは……」

			　不純な気持ちはカケラもない、ピュアな気持ちでカミーユを見つめ――。

			「いっしょに風呂に入らなくっても、オマエにヘンなことをするっ！」

			　毛布の端をガシッと掴み、一気に剥(は)いだ！

			「うああぁ―――っ！」

			　カミーユはぐるぐると回った。悪代官になったかのような、嗜(し)虐(ぎやく)的な愉悦が胸中に湧く。

			「なにするんだよおぉ、ばかぁ」

			　カミーユは服を脱がされた女の子のように、半泣きで身を縮め、胸や下半身を押さえた。

			「やっぱオンナノコになるって決めたのか？」

			「決めるわけないだろっ！　オトコだぞっ！　ボクはっ！」

			「オトコなら、毛布を剥(は)がされたぐらいで騒ぐなよ。っていうかさ、裸までなら平気だろ？　オトコならもっと、オトコらしい態度を取れよ」

			「ううう……」

			　我ながら無茶を言っている。

			　それなのにカミーユは、マジメにとらえてうなった。

			　オレは無茶振りを追加した。

			「それでも自分はオトコだって言うんなら、試しにちょっと脱いでみろよ」

			「っ…………」

			　カミーユは押し黙る。

			　羞(しゆう)恥(ち)というより、屈辱を顔に浮かべて目を伏せる。

			　オレの言っていることがおかしいと思いつつ、どう反論をすればいいのかわからない。そんな顔だ。

			「うううっ、うぅ……」

			　カミーユは歯噛みした。上着の裾に手をかけて、ゆっくりと脱いでいく。

			　形よいおっぱいが、ぷるんとゆれた。

			　そして最後は全裸になって言った。

			「こっ……これで、いいだろ、ヘンタイ、ばか、スケベ……」

			　両手で胸や股間を隠しつつ、上目使いでオレを罵(ば)倒(とう)するカミーユ。

			　かわいい。

			「あとは風呂だな」

			「なんでだよっ！　服を脱いだらおしまいって流れだろっ！」

			「せっかく裸になったのに、入らなかったらもったいないじゃん」

			　オレはカミーユに手を差しだした。

			「うぅ……」

			　カミーユは、真っ赤な顔で葛藤してたが――。

			（ギュッ……）

			　オレの手を握った。

			　素直ではないが、押しに弱いのである。

			　かわいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　みんなを風呂に入れてみたが、壮観である。

			　ひとりでも充分な美少女が八人で、形よいおっぱいが十四個。

			　それらすべてが、オレひとりのものだ。

			　美少女が八人なのにおっぱいが十四個なのは、ライナを除外したためである。

			　ひどい気はしたが、ライナのそれを『おっぱい』と呼ぶのは、どうしてもできなかった。

			　ごめんよ。

			　ごめんよ……。

			「わたしの胸を見るたびに涙ぐむのはやめろおぉ！」

			「ごめん」

			　ライナが半泣きで怒ってきたので、オレは素直に謝った。ライナの頭をよしよし撫(な)でる。

			「はぐうぅ……」

			　涙目のライナは、それでもしっかり慰められた。

			　かわいい。

			　しかしライナは、先ほど愛でた。なので今度は、シャルルたちを愛でることにする。

			　オレは風呂からザバッとあがり、声をかけた。

			「シャルル」

			「はっ、はいっ！」

			「レミナとリンディスも頼む」

			「ぜなっ……」

			「っ……」

			　ふたりはためらっていたが、シャルルが先にあがったのでついてきた。

			　オレは事前に用意していたマットに座り、シャルルたちも座らせた。

			　布でセッケンを泡立てて、シャルルの巨乳を下から持った。

			「はうっ！」

			　たぷんとゆれる重量を味わいながら、布でごしごし拭いていく。泡をぬりぬり塗っていく。

			「はぅうぅ……、わんっ、はうぅ……っ！」

			　喘ぐシャルルを堪能しながら、シャルルの胸を泡まみれにした。

			　レミナとリンディスの巨乳にも、同じことをやった。

			「ぜなっ、ああっ……！」

			「んんっ、くうっ……！」

			　むにゅむにゅ具合を堪能しながら、ふたりの胸を泡まみれにする。

			　そして三人のおっぱいに、オレの体を洗ってもらった。

			　シャルルのおっぱいがオレの胸板を洗い、レミナとリンディスのおっぱいが背中を洗う。

			　すばらしいとしか言いようのない、エクストリーム・おっぱいだ。

			　楽しんだオレは、シャルルたち三人をたっぷりとかわいがった。

			　三人を四つん這いにさせて、こちらのほうを向けさせる。

			　真ん中のシャルルにチンコを入れて、左右のふたりには指。

			「感じるぜなっ、感じるぜなあぁ……！」

			「アタシもアタシも、二本の指でイッちゃうじゃんよおぉ……！」

			「はうわあぁぁぁぁぁぁぁんっ!!」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はうぅ……」

			「ぜなあぁ……」

			「じゃんよぉ……」

			　オレにかわいがられた三人は、ぐったりと横たわった。

			　泡と精液にまみれた三人がぐったりと横たわる姿は、写真に撮っておきたいほどにエロい。

			　しかしカメラはこの場にないので、目に焼きつけて満足しておく。

			　そのあとは、リアやミーアを丁寧に洗った。

			　背後から抱きすくめ、首から鎖(さ)骨(こつ)を丁寧に洗い、その下のおっぱいも洗い、さらにその下のおヘソとか、太ももとか、ワレメちゃんもゴシゴシ洗った。

			　洗ったあとは、たっぷりとかわいがった。

			　渋っていたカミーユも、最後は体を洗わせてくれた。

			「もう……ほんと、自重しろよ。ばか……」

			　なんて風に言っていたけど、さわるところをやさしくさわれば。

			「ひゃあっ……。んっ、ひゃあぁん！」

			　といった感じだ。

			　生きてるってすばらしい！

			〈『物理さんで無双してたらモテモテになりました』⑦へ続く〉

		

	
		
			　　　ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲ限定 特典ＳＳ　バカには見えない服・ライナ編

			　

			　オレの部屋。そこそこ広くて小奇麗なリビング。

			　みんなにあれこれ用事を頼んだりしていたオレは、ライナとふたりきりだった。

			「ふふ、ふたりきりとは、ひさしぶりだな」

			「そうだな」

			「そっ、そういうことなら、くくくく、くっついても、いいだろうか……？」

			「別にいいけど……ちょっと待って」

			「はぐ？」

			　オレは一回寝室に行き、空の箱を持って帰った。

			「これをライナに着てほしいんだけど」

			「プレゼントかっ?!」

			「そうなるか」

			「うむぅ、そうか。プレゼントか」

			「イヤだった？」

			「そんなはずはないっ！　キミの心がこもってるなら、泥団子でも家宝にするぞっ！」

			「心をこめて泥団子って、嫌がらせにしか見えないんだけどっ?!」

			「そこはまぁ、ものの例えとして受け取ってくれ」

			　ライナは軽く赤面し、こほんと咳払いをした。

			「わたしが難色を示したのは、わたしひとりがもらってもよいものだろうか……と考えてしまったからに過ぎん」

			「確かにライナは、そういうところあるよね」

			「とにかくそういうお話だ。わたしひとりが受け取るプレゼントなら、うれしい反面、気が引ける」

			「まぁそこは大丈夫。みんなにもあとでプレゼントするから」

			「そうなのか？」

			「うん」

			「そそそ、そういうことなら、わたしが受け取るのもやぶさかではないな……」

			　ライナは箱に手を伸ばす。お尻についてる狼の尻尾が、ふりふりぱたぱた左右に振られた。

			　パカりとあける。

			　オレは言った。

			「バカには見えない服だ」

			「はぐ……？」

			「名前の通り、バカには見えない。質量も感じられない」

			「それは本気で言っているのか……？」

			「もちろん本気さ」

			　本気でどんな反応するのか見たくて言っている。

			　オレは肝心なところをあえて隠して本音を言った。

			「はぐうぅ……」

			「どうしたの？　ライナ」

			「すまんアマクサ。わたしには、この服を見ることができん」

			　ライナらしい、真面目で誠実な対応だ。

			　認められると、話を広げるのも難しい。

			　オレは箱を引っ込めることにした。

			　だがしかし、ライナは言った。

			「だが……着よう！」

			「えっ？」

			「わたしにこの服は見えん！　しかしキミには見えているのだろう？　だからこそ、わたしに持ってきたのだろう？　ならばわたしは、応えたいと思うッ！」

			　これ以上ないほどライナらしい、純粋な対応だ。

			「そういうことなら、着てもらおうかな」

			「う……うむ」

			　ライナはうなずき、オレのほうをじっと見た。

			「着替えているところをまじまじと見られてしまうのは、恥ずかしいのだが……」

			「ああ、ごめん」

			　オレはライナに背を向けた。

			　すうっと箱を引く音がして、衣擦れの音もした。

			　オレはくるりと後ろを向いた。

			　ごめんと謝罪はしたけれど、振り返らないとは言っていないッ！！

			　白くきめ細やかな肌が印象的な背中に、水色のしましまパンツに包まれたお尻。

			　そしてふりふり振られる尻尾が、とてもかわいい。

			　適度に満足したオレは顔を戻した。

			　ライナの反応、じっと待つ。

			「ア、アマクサ……」

			「ん？」

			「この服は、愚かであると見えぬ上に触れることもできぬのか……？」

			「そういうことなら………………着せてくれ」

			「えっ？」

			「ししししっ、仕方なかろう！　触れることすらできないのならッ！」

			　まぁ正論である。

			　オレはライナの背後に回った。

			「まずは右手あげて」

			「うっ、うむ……」

			　ライナは左手で胸を隠しつつ、右手をあげた。

			　オレは存在していない服をライナに被せ、あるはずのない服の袖をライナの右腕に通した。

			「次は左手」

			「うむ……」

			　ライナは右手で胸を隠して、左手をあげた。

			　幻乳と呼ばれるほどに質量のないことを考えれば、隠さなくても見えないのに。

			　それでも隠すライナはかわいく、オレはムギュッと抱きしめた。

			「アマクサっ?!」

			「ライナかわいい。かわいい」

			「クゥンッ……！」

			　耳元でささやかれ、ライナはぶるぶると震えた。

			　けれども、必死に言ってくる。

			「いいいっ、言っておくがな！　わたしはわたしは、バカには見えぬなどというたわけた服を九割は疑っている！　しかしキミがあるというから、特別に信じているのだっ！　もしも騙されていたら意味もなく裸になっているだけで恥ずかしいという想いをこらえて、キミを信じているのだっ！　それなのにキミは…………クゥゥンッ！」

			　必死に叫ぶライナだったが、耳を甘噛みされて喘いだ。

			「ごめんねぇ、ライナ」

			「やはりわたしを騙したのかっ?!　キミのばかっ！　キミのば…………ふわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

			　必死に叫んでいたライナは、股間をいじられて喘いだ。

			　あとはもう、いつも通りにセックスをした。
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